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滿洲事變と滿洲阈建設、支那事變と新支服姐設、大 ii 亞戰爭と大東亞建設と*. 
こ>十年ぁま6といふもの^^:11本の動向は、诏き世界に5さがけて、戰爭と建 
設の聖なる罃爲に精進しつ、ある。そして、ナチス政權確立以來の ドィッの 動さ 
は\建設と戰爭の立體倮 k なして. Q る。いはば铖箏と纽設*建設と戰爭といふ一 
聯の觀念のぅ ^'. It 、 われわれいとも明瞭に'新しさ世界への 曙、 淸鮮な息吹 
感ぜずには M られ衣い <7 r ;- である。 

米英代宣戦を布吿し給；た大詔が、われわれ一億皇敁の魂.を搖6動かし、み民 
われと戡敏せしめて2.、に1年。世奍を松本から維新せし1;べ§八紘爲宇の天業 



は戰爭と建設の道義性に溢れた、しかも逞 - L い*をみせて、變轉きはま$ない世 
界の動き.に一筋の光明を示しつ、ある。われわれ感#せ H らんとしてあたはずで 

ぁる* 

この感胬の爻にまに、ぁへて菲才をかへ、办みず’若干の威想’赍说をあつめて 
こ-^にさ-^やかな-戰爭と建設しの作をつくる、 

もと< 、論說と4隨筆ともつかず何と S ふことなしに、讲きしるしたものな 
のでいたつて-^とま4のな S ものであるが、 FIC 3 れた讀者にして(ことに若い 
人 A •か)2.の5ちから、何かしら共感していたぐけるものを3スはれたならば、 
著者としては、もぅ，でれ*たけで、望外の喜び ic 塊えない次蒗である • 

囑み比、本寄の構成は、十餘篇の單文の集ま6になつて®るが、か次らずし 4* 



一篇一 f 一 頁から、系統？ Afi — く、それぐど —、 i 
篇からでも隨 Ja に35讁^れたい0 、 

大詔奉 M 一週年を迎へん として替 W 新たなるの 日、 

昭和十七年十二月三日 






一篇 5 を 5 から、系統 だて、 f れる必 .f く、それぐ どの？も，，ど❽ 
篇から でも隨总に 3 iM されたい。 、 

大詔 ^ MrM 年を迎へん として*? CA 新たなるの 日、 

昭和十七年十二月！一一日 
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戰爭と建設！ - ノ 

まことに、世界の動含は、つきつめれば、簡潔なこの 一句で 表現しつくせるや 
ぅ ( CM ふ。 

て：：\ . .| 

$日本は、 S —、 大—戰爭と大束亞建設のために、総力羞げつ、— 
M のドィナは、いまや•歐洲建設のために•全力を振61つ、ある。 

をして、この？ S 二つの3の f は、決してなんらのつな•か4しこ I 



れてゐるのではない〇 

來と西と ic 隔つて行はれつ、あるこの戰爭と建設の脊みは、 S は C 世界戦 爭と 
世界新秩序& s と S ふ大きな楕阆形の二つの焦點をなしてゐるのである。 

「戰泶と建設」 と S ふ言葉ぐ らゐ 、新しい世界を標徴す るに 適した合言葉は、 
あま$な v » やぅに M ふ。 

大 3k-i!]i 戰#は、 tc その^、大來亞建設である。歐洲戰淨は、すぐをの戋、新 
歐洲妞設である。そして、世界戰爭は、すぐをの^、世界新秩序妞設である。 

戰爭が、そのま、 a 設である、と s ふとき、] F . ia : のとこる、われわれの「戰爭」 
といふ--.-.;:葉からラける感じには、なにかしら、胸のあどるやぅな新鮮なものある 
を杏みえない。 

わ n われのなかには、戰爭と s へは、すぐ、「破壊」と s ふことを聯想する人 


がないであらうか。 

市®、われわれも、戰爭 といへ ば その ま、 破壊と敎へられな かつた であらラ か。 
戰 - T ' は、文化の破壞 である、などといふことが、とくに、大きな聲で 、叫ば I 
はしなかつ 7*2 であらう か 0 , 

し 力. し、 S ま、われわれは、 あげて、「馨と_」といふ. 一聯の表現に、大 
きな時代の & 吹 さを感じとつて*るのである0 

われわれには、どうしても、 r 戰爭」といふ言葉の 意味が、大きく 變つたのだ、 
としか 考 へられな S のである。さうでなければ、「戰爭 と 破壊」とい ふ 言难を、 
その ま、 I. 戰爭と建設」とい ふ 言葉のパラドックス的な S にす6かへて、- t- 氣 
で， Q るはづはないからである。 

さうだ、 「戰呼.」 とい ふ言葉の， ps - s ::3 •か、 大きな時代の歷史の流れで、 



見事に、脫皮したのだ。 —— つま'われわれは、戰爭觀に大きな革新を經驗し 
て. Q るのである。 • 

X X 

われわれは、われわれの現に戰ひつ、ある大東亞戰爭♦か、大東亞建設のための、 
火試抹である、と S ふことを考へると同時に、大東亞建設と S ふこご打猾'か、は 
たして、火東亞戰爭後の、 S はゆる戰後經脊のやうなものと考へられて S いかど 
うかを爻じめ { C 反省する必一 V かある。反省してみれば、大東亞建設といふことも、 
また、廣い大きな意味での大東亞戰爭のなかの一形相であることに、すぐ^づく 
はづである。 

• i 

同じことは、歐洲戰爭と歐洲新秩序建設といふことにもいへるであらう。そし 


てまた、世界戰爭と世界新秩序建設といふことについても、むる/1、！へられる 
fj とである。 

新しい言葉としての戰爭と建設」の意味は、われわれと しては、戰爭ょ6樣 
段へ、 とい ふ推移的 意味としてでなく、戰爭しつ、建設し つ、、といふ 併 赌的意 
味として、理解さるべきではない •たらぅ か0 

SCA かへ れば 、，建設戰1といふ 言葉の ま、に、建設の一面にも戰爭•かある、と 
S ふことである。 

戰爭 しつ、建設しつ、!！ 

建設し つ、 載 爭しつ、!! 

新しい世界が生れてゆくのである。舊い秩序に. 水年と t ; こめられた大東亞 と、 
秋 ^ と、 をして 世界*か 新しい 大朿亞 と新しい 歐洲 と、そして 新しい世界に 生れ h 



六 


はるのである。 


X 


X 


東の & •國 4、 w の ナチス も、 い 噯 や、 戰爭しつ、建設しつ、ある。 いや、 世界 
全粒が、火きな表情をぅちひろげて、まさに戰爭しつ、建設しつ、ある。仑して、 
新しい世界秩序の誕生を前に、産みの惕みを つぐけつ、 あるので ある。 

しかし、われわれは、乙の戰爭しつ、速設しつ、ある今日の a 階が、その 前に、 
戰爭のための si 設をひかへてゐたこと VJ 忘れるわけにはいかない。をして、3ら 
に ^ たその： Hi に、 aIJ のためり戰爭が行はれた己とを忘れてはならないので ある。 
なぜなら、同じことは、今後といへざち、繰ぅ返へ される だらぅからで ある0 • 
戰爭のための建設を怠 5、 建設のための戦爭を回避す る阈家は衰 へ、戰爭と 建 



設とにょつて、 まことの 平和を M む阈家.のみ榮ぇる。世界史になける 國家典 亡の 
跡をかへ $ みる ものは、この r 戰爭 のた めの姐設」と「建設のための戰爭」 とい 
ふ二つの贺埤にょつ て あやなされてきた大 S なろ M 史的 事. W に！：：： t 蔽ふわけには 
行かないのである。 / 

戰 t •のための建設が、一九-二三年(昭和八年)以来の ナナス•ドィツにあいて、 
最も刊想にちかい形をとつて、符まれたことは、あ. ^ねく、人の知るとこ/)であ 
る0 

第一次世界戰爭のために、 その 政治 も•その 社 ft も、をの M 想 も、その. 經濟 も、 
をの文化も、ほとんどあ6とあらゆるものが、荒睽|:さらされて、戰後の十五ヶ年 
問を苦惱のぅちに過ごしたドィツ*か、このハ牛の一月に、ヒトラ—を首班としたナ 
チス政府を戴いてからといふものは、：0:を遂：5、年を:*ねるごとに、みちがへる 


は力-'の 1 を示した。そして、—とに、世界人から、 W としく I として. 
0をみはられた。しかし、 Is 的 S 一の I の 底を ぅちわつて みれば、 をの 
施策の一つ一つに、戰爭のための建設といふ目標が理念化されてゐ f とが、わ 
れわれとしては、 ょ.〇 以上の 驚異と されねばな Is である。 

新11開始以来のドィッの强みが、すべて、乙—ための建設の成功 
{: 因るものである ことは、 あま6にも、判 6 きつた事實 である。 

ナチス治下七ヶ年、めざす戰爭に突入するまでの ドィッは、その政治にあいて 
も、をの社曾に S ても、をの1においても、をの S において' その文七 
におい ult と あらゆる S 生活の分野に各いて、 ことぐ く、— 
のための®設といふ觀點から、物を考へ-事を處理し てきた。 

戰爭の2 Qi — ■これを、われわれは、認 SQ 雲と s ふ1で現し 


てもい s 。 

われわれは、ナチス阈防阈家の建設のあとをふ6かへつてみて、仑こ|^、雉年 
かの問、力づ ょい 世界甦生の一燹が溫め られつ、 あつ 7*2 ことを、 ハッキリと みと 
めることができるのである。 

诅められた焚は、いまこを時を得て、歐洲の新秩序を生み落すべく、いとも雄 
大な羽搏きをなしつ、あ$、そしてそれは世界新秩序建設といふ楕 Ifil 形の一つの 
焦點をなしてゐるのである。 

X X X X 

そして、わが皇 E 日本の、大束亞戰爭突入にいたるまでの歩みは、どぅであつ 
穴か。 

九 


大東亞戰爭に入る までに、 われわれは、支那事 ^を 粒驗 し、そして、さらに、 
f の前には、滿洲事羧を捋驗 してゐる。 . 

昭和六年(一九三一年)九月十八 H 支那正規兵にょる柳條溝の不法の爆破を契 
棰として#發した，潘洲祺變、昭和ト ニ 年(一九三七年)七月七日の >!1溝 橋畔の銃 
f 發端とする支那$、いづれ％、名は「雲，」で「戰，といはれなかつた 
が、 ftffs は、大陸の觸野を戰場とせる戰爭 ic ほかならなかつた。 しかも、 游洲 弘 
變とともに、新しき滿洲の秩序の趙設が行はれ、支那事變とともに、新しき支那 
の秩 ‘：r の建設が^まれ、かつ52に符^れつ、* ることは、われわれの、い 1まの 
あたぅみるとほ办である。 ， 

•たから、外面的にみれば、 . a 阈日本は、昭和六年(一九三一年) このかた、戦 
爭と迚設の资みに 3 たむきな努力を重ねてき て， Q ると& ” /る。 


そして、われわれは、名にとらわれて、大東亞戰爭の勃發で、はじめて大束亞 
建 殺が符ま れつ、あるの だ、 と早 合 點し てはならない ので ある。 

いや<、われわれの父祖が、明治の御一新をなしとげて、いょ—東亞の安 
定勢力たるべき . u ^: をあきらかにしはじめた頃の日淸日貉の二つの戰爭にまで3 
かのぼつて、想 a を致すべきである。すくなくも、皇國の大束亞建設の大業•かす 
でに、明治大帝の御宇に i ' けるこの二つの戰爭己のかた、わが蛊网の、眞劍に考 
へかつ赏踐し來つたところであることを考へねばならない。 

X XXX X 

% 

3て、戰爭とは何か？ 

と開きなほられて、すぐ答への出來る人は、少 S のではなからぅか。 


貧にわか—つたこ—が、さて、「戰？とはなにか、二 or いふ段こ 
^るとかならずしも； g 辑でよな、。 ど 

1者 f ば、—とは、兵力にょ——の霖 f 、 とか“際法の 
1 , i いてあ—を用 ati 間の關 f 气とか贏す f 
ころであ f が、われわれは、 こ、 で、— sf $ へるつ f はな 
tr 

世界的— 5 f しては、世人は、あほむね、ドイツのクラブ，セクイツ 
\テント；二人の名 f あける-こ S 二人は世界で， p 著名裏 S 理{永で 
ある力ら、どん11にでも、一應は、か f ず引&にだされるので ある。 
をして、この！：人の—論は、一—に考へられ—で t が、世界の？ 
C ® 广クラウゼ ウイ ツカらル’デンドルフへと進みつ、あるので*對立とい 


ふょみ は、むしろ、發展 とみるべきとこ 7)であらぅ。 

雄 

X X X X X X 

「總 力戰 j といふ言葉は、いまでは、^ 民學 校の 兒 蛮でも、心得て 7 J る。 
日本で、いつのころから、誰が最初にこの言葉を使；3だしたかしらな S が、新 
し S 戰爭觀にふさわしい用語であるやぅに思ふ。 

ドィッの/^—デンドルフと いふ將萆が 、第一 次世界大戰の货 地馉驗 にも とづい 
て..全 ^ 戰爭 (トタ ーレル •クリ ーク) とい ふことを S ひだしたことは、 誰でも 
知つてゐることである。 

將：卓の有名な「全 SS 戰爭論. I といふ本は、ドィッが「武力戦では勝つたが、全 
體戰に敗北した」ことを、いろ'^の事實を例證して、铒いたものである。將軍 


の-大戰回猢錄 ' と S ふ本にも、この戰爭論♦か熟心に 展開され y ゐる。 

T デンドルフ 將 5 、 5 次世界火戰の竹地篇 上、 今後の 戰爭は、ひと 办 
軍唞谀 、武力戰"兵器戰 •たけで 終る ものでは ない、 その外、 經濟拽 と 思想戰、と 
S ふ ものが ある.。 經濟と思想といふ ことに なれば、軍隊の 兵站と、軍隊の 椅 神と 
いふことが問題にもなるが、同時に、銃後 國 民の食 ^ と戰爭诠 力といふ こと ♦か、 
絕對の問 靼 となる 第一線の武力戰に勝 つて， P 、 銃後の經濟戰と思想 ^ 

ら来-^最後は收北の外な s 經濟と M 想といふ二大支柱に加ふるに、 阈家の 
あらゆる分野の力が、武力戰の完遂に集中されねばいか g 、 こ、に「を■の 
もつ其の意味♦かあるのであると、 T デンドルフ將軍は、聲を大に t て、說いて 
ゐるのである 

つ.11: ¢、第一次世界大戰を 、ドィッは、 全驗戰 として 把捉せず、武力戰のみこ 




力を注いで、他の摊濟戰や思想戰といふことをちろそかにしたから收れたのだ、 
しかるに、聯合阈側としてィギリスは、 武力 戰に旗 色のわるいのを力•ハ— すべく* 
思想诹とくに宣傳戰と、經濟戰とくに食糨戰に力をいれたから、武力戰につょい 
ドィッを負かし得たの*た、とい ふの •か 〆 -- デン*トル フ將箪の議 il である' 

诚爭が武力と武力との間で行はれる武力戰だけであるかぎ $は、 戰爭の終 ^は" 
武力戰の終始できまる。武力戰が終ればそれで戰爭は終$である。をも<武力 
戰•か始まつ f : ときに戰爭がはじまつたのだからである。 

戰爭が武力戰だけで終始する閗は、戰爭の期間といふものは、さぅ乜からぅは 
づはない。な世なら武力戰闘のユネル*キーには限度があ$、主力敗退にょつて大 
勢が決せられてしまひ、休戰、講和、そして平和といふ順序に、すぐになつてし 
まふからである。 



戰爭が武力戰だけ•たつたら、われわれには長期戰といふことは、おほむね ない 
はつである。敵味方双方が、ある特定の戰場 K 出陣して、バラ^^ ^ち合 CA 、^ 
更：：つて、勝敗•か決するかぎ. CV 、 さ i 期にわたつて、兩國が脫みへ"ふ必要がな 
いからである」すぐ、休戰から講和條約となつて、ケリ•かつくはづである0 

世界の 戰爭史 をみ ると* 前の 第一次大戰以前の戰爭方式は、大禮に 於て— 
ぁった。 

两洋の普佛戰爭とか、東洋の日淸、日露； W 戰爭 など、すべて さぅである。 

ところが、 前歐洲大戰 の事例は、われわれ1:むかつて、戰爭といふものが、も 
はや武力戰 の 勝收 •たけで、 勝敗を決し 得られ W ものだとい ふこと を敎 へた。あ I 
んけ武 力 戰で優 勢を 持つて， Q たドィッが，結局、 敗 戰阈となつだ、 といふ事. , It が、 
雄辨 にこれ S 5 たからである。ドィッの武力 戰を 指導した將軍が f いふの 


•たから、間違 a ない ことである。 

前大戰でドィッが敗れたのは、英佛取の武力で、ドィッ軍•か大敗を喫し"英佛 
軍の前に全面的降服をした、といふわけでない。 

有能な將兵•か、戰 ± il - で、決死の#戰をして戰杲をあげて. Q る留守の間に、銃後 
の國民の方が、軍隊ょ6先に fl 旗をか、げ、戰場の軍隊に白旗揭揚方を勸獎七た 
のである。 

銃後の阈民は、戰爭を遂行しつ V ある政府を、暴勒を. UI して、轉视せしめ、「自國 
の述命のためと稱して」一刻もはやい戰爭終結を望4*たのである。 

なぜか。 

この事货は、あきらかに、戰爭の勝敗は、かならずし4、武力戰の勝敗のみに 
ょつ てき まら W •といふ新例を世界戰爭史の上に示したのである" 



一八 

武力 S 勝敗に ょつ て、勝敗？— S 爭に、勝敗— めさした のは、可で 
あらぅか。 • • 

說明すろまでもないことである0 

銃2民が、敵の思想宣傅のため11失した といふ乙ごで ぁる。 鍵 後 S 
*n rp 民生.' i ;— の困苦に耐へ かねて、 戰意を喪失した どいふことである。時の政 

府•かかぅした敵11 f II く、糞牛：活 fs ふ 政策の 

考虛がなかつた sf とである。時の國泛、— f と sf SS 成が f 
なかつたといふことである。 

つ f 前大戰のドィッは、5線の武力？勝ったが、— の—戦、 S 戰、 
S 戰、 i ? 負けた2に、 SS 利に見？公と sf とになる 

この 一大事例を、一番ょく、身を もつて i したドィッの火 L ァンぶ フ將軍 


は、この第一次大戰にお S て、世界は、はじめて、國家總力戰といふものを知つ 
たにもか VU らず、ドィッはいちはやく、大戰の緦力戰的性格を核知できず 、 i 
れに對處しなかつたために、敗れたのだ、と喝破したのである。 \ 

まことに、戰爭であるかぎ 6、 武力で敵を r - 倒せねばならぬ 2. とは、. S つちみ 
ち大鐵則に^-^はな S けれ V 」 も、 軍隊の背後に、これを支拨する國民が、敵の VL 
• 傅に負けて戰 It を喪失した奶句 、威 論分裂、革命を起した6するやうでは、軍隊 
が軍 K - I 1- 的に勝つて見たところでどうにもなら^'.それこを、海 a で火勝利を^な 
♦から、敵のために、港陴の全部を占領されてしまつて、寄るベなき海に漂ふ艦隊 
のやうなことになるからである。 

それから 又、 m 一線の軍隊のために、兵 糊禪藥 が UIiM -/ L であつ ても、肝 ^の 
阈民 の 多くは、 兵隊の親子 兄弟で ある —I >か餓焱 て M る やうで もいかぬが、 



さればごいつて、着の S が、 ビジネス•ァズ •ユ —ジ Z どこ 念、—三 
k て？ T 麼努めなかつたら、 J な軍隊消贤のための補給がつ C かぬ。 

話が、 こ、— くると、— が武力戰だ けで 勝敗つか 2 大きい原因の一つは、 
兵器 is ふ1 参。 1 sf 潜水艦の—か、 代表的 f 
ので 1 空兵器は空襲空爆に ょつ て、. 敵 5?— 化し、— §の— 
無形の生 SS 力籌やかし、生空 S 補給妨？遂行す る。 浴水 艦は、 海上封 g 
に ょつて、.—の海上通商を破壤し、為や工業—の關內 移入を— する、 と 
い つたわけ で、•楚は、 單に第一 f けで なしに、 敍 後の 本土で さへ— 化する。 
1だけが S でなしに、銃後の 麗全 P — ければ f なくなる。 

尻大戰で、权空？1艦が脅威！る3はじめ*のは 、 t ほむねその後期 こ 
ベニてで—“れど％、大 sf してみれば、と g く、すし SI 想が、 


はつき-〇みられたのである。 

少—デンド\フ將求は、か5した戰爭形態こそは、今後、世界に起ることあろ 
べきあらゆる戰爭の不可避の形態だといふことを S ちはやく喝破し、聲を大にし 
て提¥1したのである。 

ル ーデンドルフ 將軍の全體戰理論が現は U るまでの戬爭理論の通説は、 i れも 
ドイツの •冇名な戰略 -^ クラゥゼゲイツ 將 軍の戰爭理論であるが、世界大戰以後、 
総力戰 M 論が行は n て以來と s ふものクラゥゼゲイツ將軍の理論は、通らなくな 
つた、といふのは、龙"佛戰爭やナボレォン戰爭しかしらぬ將璀の理論が、いはゆ 
る時代诬れの理論となつたからである3どぅいふ主張が時代遲れとなつたのかは、 
詳論す ると hn がな5/か、要するに、クラクゼゲイツ將幕の戰爭砰論がもつとも 
端的に表現された .戰爭 は、他の手段をもつてする政治の延 M である」といふ •一 r . 



葉に—?ベて•か存 する？ある。さ——「I は S. の進化し？〇マ 
敵を1甘し？わ— ff が22力行？！」といふ？1 
張の要點に4問 M7)> あるのである0 • 

だが、 しかし、あらためて說明す—で— く、現 W の世界の進展は、 f 
つて’る政治の延長とみる ことを 許さなくなつた。主として取隊を通じて货 
施され*^武力一 H のみが戰爭の手段とみられなくなつた。戰 f のものは、國 

f is の 2 鳥け 廣 S ょ箨族 SI — 、 Iる§ 

の S — しに、 ES ょ I 族の一切の生13 ® S として偶成 r ' 
ある。こ、に、ク—ゼゲィッッ11代 

性力 f ノ，テンドル7將軍の總蜃—の時代性が—わけである。 


「總 力戰 J といふものが、近代戰爭の一大性格で ある こ S は 、かくして、 い ま、 
设界人の常^となつ て- <3るが、その總力戰の总味八=ひについて は、 われわれの間 
にかならずし も、 正しい EM あ^'、 とのみいへないやぅに思ふ0 

緦力戰一といふと、人にょつては、武力や思想戰や綷濟戰や政治 m やを一切 
平^視し、思11-も經濟7?政治も、すべて、武力と同等もしくは同0以上の戰力あ 
るものと誤解してゐる向き4ないでない。 

しかし、ゆめ忘れてはならぬ、總力戰は、 1 a / L で字のごとく、國家の M 力をあ 
げての戟负てあるけ；，ども、戰爭の本質たる武力戰が、をの他の要索- fjc と小 , S の 
立場て考へらわるわけに li い) 6 V ^: い思想戰も大切であるが、武力戰以上に考へ 


るわけに S か5;-壽 f たしか6。產？たしか6。 

I S 3— 、あげて、1行$仕せしめる2、維— i — 
— II い。武力— i 、 S ?、 1遂行への 
ff と S . S で、それぞれの11成する、とい f と—けれ文な— 
い武力以外の政治 • 1 • s if の他一切の slf IM して武力 
11らし t ことが、1一の1 f とを、われ？ょ 
絕對に忘るベさでないのである0 

. V れわれは、われわれの f — して—世界秩序の S 戰•か•われわれのも 
二？— H 的に合つた？に f ? なけれは、— S 行！るもの 

U し、こ堯11!51。 S かへひ 、 f 

罕しあきら力に®力戦の性格をもつて行はれて S のであるから*われっ I 


の4つ一切シ1緦力戰趙制に整備せねば、この戰爭の勝利名とな$±ないといふこ 
とである。 

總力戰とは、武力戰の完遂と S ふことを中心とし、政治•轷濟•思想•文化， 
敎 Tr なごの あらゆる 分野の力その他 一 切の生活力を總動 n して、をのもろ < の 
力を して^ 防 U 的上、- fi 期にわたつて最卨度の能力を發捭せしめるのでなければ、 
勝利 ^ たぅえぬ やぅな 形態をとつて行はれる戰ハ - i >- をいふのであるから、いは ゞ 總 
力戦〇なかには、武力戰•政治戦•枰濟戰•文化戰•生活戰などの諸方式がふく 
甘 n て. q る わけである。をして、この總力戰に對處するための緦力國防といふな 
かには、•束事 N 防•政治國防•思想阈防•經濟國防•文化國防•生活國防など♦か 
ふ'.まれるわけである-' これらのもろ^^の部分は、けつして、同列に並ぶべき 
冬のでなく、武力戰と軍事國防とを中核とし、頂點として、他はこれに即麽した 



努力—れる1る。これは、前1ごとぐ、きはめて1 1 と S る。 

武力 S 辟刊塞れ S 力戰や、軍雷防の完 f 忘れた誤层といふことは、 

ナンセンスに すぎないのである。 

VXXXXXXXX 

% 

力ぅい二难力戰の產•性格•内容にかんがみて、總力戰完遂を容易^-らしめ 
1上の® _ f 世界で SS へだした S 、 誰も知つてる f 、 ナチス、 
ドニてある.^チスは、てデンドルフ將本の—總力戰の研究が f やぅに、 

前大 S こ4、一—で、 Isft 努。—、政 II のみ 

でなく. rl -:? f の時代から、総力戰完遂の fl 想粒制について砑究を怠らな如つた。 

/ -•ン トル-' 將 算は 名だ/ e るナチス^1-1 で、ヒトラーとと名 {!: 、 *访-發 


に t で嗲 加した綷歷 5 へ ある 人で ある。 

ローマは1日にして成ら«、ナチス\トィッ建設も、ナチス«多年にわたる硏 
究の成果なのであつて、ナ+ズ政 Ff - f 確立と同時に、乙れを果敢に斷行したまでの 
ことである。 

しかも、政. W 確立後で3へ、果斷、斷行もさることながら、愼甫なる調^ W 究 
にも、澈底を欠なかつたのであ3。 

ナチスは 、新 ドィッの 建設に あたつ て、 總力戰完遂のために、最も合 H 的々な 
粒制を考へた。かいつまんでいへば、人•思想•敎 fr - •土地•原料•述輸など、 
1切の5:采耍4§を、阈防の 一.^ に 圯中し•國防力の增强といふことを卞眼として、 
1 E?-tf Jr 現定 したのである。 网家の璁 力を？！ 防 r 1的の ためこ <及 高度に 錄揮 しぅるや 
< r な W {氷粒制をナチスは EZ 防阈采 W 制と稱し、2.の W 制の整備にむかつて、遮 



二無二突進したのである。 

>次第二次大戰當初、 ドイツの溫的優？前にして、 f の人は、ドイツ次 
I か1强いのか、 と考へた結果、いろ （ S もあらぅが、この國防—糖 
制の I をいちはやく完成して吳二と：^1 大理 由だ、といふことに意見の 
一 £*: をみたやぅである。 

をれほど、ナチス•ドイツ八ヶ年の政治は、阔家 のあ——素を「認」 の 
5に集中し、 A — として、11•か1 立 
f ことに、—の 努力— し、 かつ、をれにほ^,成功、—に近い成 f 
あげたのである" 

し力 も、 鼠に 禮 制の 確立•整備 だけにと^, まらず、 その 確立•整備にょつて得 
S 刀 if 對外政治力で押す 己とにょつて、着 S 威 sf やつてのけ之 


のである-阈際聯盟脫退(一九 -二 三年 一〇月一四日)、ザー火 歸鹰 (一九三五年 一 
月 一三 日)、ラィンランド 進駐(一九 H 六年三月 七日)、アンシルス (一九三八年 三 
M :三日)、ズデ彳 テン 地方 合併 (一九；.八年九月二 九日)、チユッコの 無血 合併、 
， •口 •ハキヤの 保 ， ft 領 ft (一九 三九 年三月一四 日)、メーメル回復 (一九 三 九年三; i 
二一日)など*かぞへあげてみただけで％相當なものである。 

\ 

XXXXXXXXX 

『阈防 N 家 j とか 「高度國防阈家」 といふ言葉も*「锶力 a 」 といふ言葉と r . g 樣、 
い，2や世界人の常^用語となつて. Q る。 

阈家雉力戰といふことが將来戰、いな現に行はれつ、ある近代戰爭の一大性格 
であるかぎ 6 、NJ れに诚ひねくためには、仑れだけの國家體制♦かできてなけ nw : 



なら w 。！ 一家の蟪力をあげて网防目的に m 中し、阈家總力の最高度 €• 揮を可能な 
らしめるやうになつて， Q る國家といふのが、國防阈家のもつ一應の意義內容であ 
る。いはば緦力 S 防を整備•確立せる阈家のことである。 

しかし、これだけでは、一瞵の玫面的說明にすぎないのであつて、 fr は、^防 
R 家といふ II 念には、新しい戰爭觀のほかをの某調をなす新しい阈家觀、新しい 
世界^こいふもの、生成♦か重要な役别をもつてゐるのである。一 tt でいへば、新 
しい世界觀、新しい^家親は、古い c 由主義的•個人主義的なもの、代6に、新 
しい統制主義的•全體主義的なものをみとめるのである。 

要するに、われわれは、かうした新しい世界觀、新しい闕家觀、新しい戰带觀 
にめ 3" めない斶 家に、新し S 國防阈家 fff 制は起 6得ない のみなら す、 かう した 阈 
防阈家粒 制の 確立こそが 國家辘力戰爭のた めの建設の目標であ 6、 理念で もある 



ことを十分に味はねはならないのであ 



世界観の戰爭と建設 


ドィッを 主 K とする 歐洲戰爭と日本を主體 とする 大 41. 亞 戰爭 とは、いまわれ 
われの目の前で、完全に一つの世界戦爭として營まれるにいたつ-1:居る。 

欧洲のドィッも柬亞 の：！： 本 も、 をの戰場と戰略 こを ^4 つて， Q るもの、、「戰爭目 
的」は*一つな.から W としく、米英をの他の民主々義國家舴を打倒し、 民主々 義英 
米主義を 中軸として 發展 してきた近世の世界秩序、ごくに 前大戰 後における世界. 
のアング P サクソン化を打破す るところに S いて， Q るのである。 


ドィッは、前大戰の結果、英米佛の策動によつて、完餍なきまでの屈辱講和の 
條約のドに喘ぐことになつて、いづれの日にか：冉起、復仇せ/ I ものと機會を 狃つ 
てゐたのであ日本は*つとに久しく、3}£洋の永遠なる平和を確立すべく •國力 
增强の段階毎に、 rfi 接間接、妨碍， V - なす两歐諸勢力の東亞よ6の驅逐 に努めてき 
たのである=そして、兩者ひとしく、， US : を中核とした新秩序の形成、そして、 
さらにをの新秩序を主軸とした世界新 fs 制の建設といふことを指薄 理念として考 
へて. Q るのである。 

しかも、乙の東两二つの新秩序建設网•か、つとに、固く盟約を結ぶ ことによつ 
て、その共同目的を達すべ.* n / こと，：^誓つて居ることは、わ^-^のつねこ甸こ_置 
くべ*^事柄である。 

ま づ 、昭和 五年 (一九 四〇 年) 九; J 二 七 日、べルリン ^ >いて正式調印締結3 



H 四 

n た日獨伊三阈同盟の條約要旨^!みやぅ。 * 

大日本帝國政府、ドイッ國政府あよびイタリャ s ： 政府は、萬邦をして各々をの 
所を得しむるをもつて恒久平和の先決要件な-^とみとめたるによ6、大東亞お 
よび歐洲の地域において、各々その地域における當該民族の共存共榮の實 k あ 
r るに足るべき新秩序を建設し、かつこれを維持せ/ I ことを根本義となし、右 
地域にちいて、この趣旨によれる努力につき相互に提携しかつ協力することに 
決意せ-'。 

而して三 W 政府は、さらに、世界いたる所にお s て、同樣の努力をな 3/1 とす 
る諸^に對し、協力を各まざるものにして、かくして世界平和 ( t 對する三國終 
局の抱 fi $r 贲現せ/ L ことを欲す。 よつ て H 本闕政府、 ドイッ N 政府 およびイタ 
?ャ國政府は、左の通6協定せ6。 


t 


第 一 條 

日本阈は、ドィツ國ち よび ィタリイ國の歐洲になける新秩序建設に關し指導的 
地位 をみとめかつこれを#重す 
第二 條 

ドィツ阈および ィタ9 ヤ阈は、日本阈の大來亞にお ける 新秩序建設に關し、指 
堞的地位をみとめかつこれを#重す 

第 三 條 

日本^、ドィツ國およびィタリヤ國は、前 Id の方針に甚く努力につき和互^協 
力すべき ことを 約す。 さらに 三締約 國中い づれかの一阈が、すでに歐洲戰爭乂 
は日支紛爭に參加し居らざる一國によつて攻擊せられたるときは、三阈は、あ 
らゆる政治的、經濟的お i び軍事的方法によ6相互に援助すべき2. とを 約す 

H 五 



己の條約締結にあた-^、畏くも、大詔を煥發遊ばされたので あるが、 あきらか 
に、か5 仰せられてゐる。 

大義5: 八紘に 宣揚し、 坤輿を一宇たら しむる は货に 皇 M 皇宗の 大訓 にして脫が 
夙夜# ❖ 措かざる所な 6 而して今や政 A .} は 其の 騒亂 底止す る所を知らず人類の 
«るべき 禍患亦將に測るべからざる ものあらんとす 脫は禍 亂の！^平和の克復 
の一日も速なら/ 1ことに# 念择 めて切な CN 乃ち 政府に命じて帝阈と其の意圖を 
11じくする獨 伊兩國 との 提携協力を議 せしめ 茲に 三國間に於ける條約の成立を 
見た るは朕の深く 懌ぶ 所な$ 

惟ふに萬邦をして各4-其の所を得しめ兆民をして悉く其の堵に安/ L せし むる は， 
曠古の大業にして前途共•た遼遠な-〇爾浜民益々國體の觀念を明徵にし 深く謀6 
遠く慮-〇協心戮力非常の時局を克服し以て天壤無窮の皁運を tt 尨せょ 


日獨伊三國は、昭和一六年(一九四一年)ニー月一日、 H 本の對米英宣戰に即 
應して、さらに、緊密なる協定、すなはち對米英戰共同遂行•單獨不講和•新秩 
序建設協力の三大原則を内容とする新協定を結/ L だのである" 

第 一 條 

日本國、ドイツ阈ちよび イタソヤ 國は、アメリカ八 n 衆國あよび イギリス 國によ 
$強制せられたる戰爭を仑の執-®'ぅる一切の强力手段をもつて勝利 { C 終る爻で 
遂行すべし 

第二 條 

日本國、 ドイツ國およ a イタソヤ國は 、相互の 完全なる 了解に よるにあらざれ 
ば、 アメリカ 合 衆國あ よびイギリス 國のい づ n とも 休戰兮たは講和をな 3 v る 
ベさことを約す 



三八 

第 三 條 

tr 本國、ドィッ國おょびィタソャ國は、戰爭を勝利をもつて終結したる後に為 
5.ても亦一九四〇年九月二七日その；一結したる三阈條約の意義亿 A ける公正な 
る新秩序招來のため最も密接に協力すべし 

かやぅに、日本とドィッとは、それ/.、東ど西とに分れて世界新秩序建設のた 
め、？しあたつては世界戰爭完勝のために、緊密な提携協力をもつて努力しつつ 
あることは、單に、政治的.軍事的;@;:義のものたるにと；^まらないのであつて、 
ゎれゎれは、をの深い世界史的意義の上から、精神的•思想的•世界觀的轉換の 
もつ意味をょく味は f なら va と思ふ。 


世界に新舊二つの世界 IJi が行はれて、對立抗爭し、あげくの果てが、世界覜的 
な世界戰爭まで•惹き £• こす やぅになつた、そのそも'^-^の動 W をなしたのは、 
これま た、前大戰以後の世界情勢そのものであつた。 

第一次歐洲大戰は、^の規模こそ、世界史はじめての世界的規模をとつた大戰 
爭であつたか％しれな S * か、いはゆる世界観といふももの、上からながめれば" 
內面的には、さぅ大した深刻さをもつた戰璜ではなかつた。もと<、產業革命 
にょる近代^家へのいちはやい脫皮を武器にして、世界侵略の爪牙をふ'^ 1 H はし 
つ、あつた同じ立埸の西歐諸國の勢力爭 S •か、その大きな原因/<:つたのであるか 
ら、戰爭自猾は、單なる西歐諸阈同志の 關ヶ 原の一戰ぐらゐの意味しかなく •勝 



Bo 

つた英米爲•か德川岛府 とな-^、 敗れた ドィッ， が 石田三成となつただけの 
話である。 

たが仑の戰爭後の世界の動刍が、戰讲そのものょ6も、深?! I な情勢を示す こ 
とに？たのである。い—でみられなかつた世界観の S •か、世界に芽を出し 
はじめたからである。 

大戰に勝つて ^ 際聯盟と稱 する 「益 府」をスィスのジュネ I ブに開12した ァソ 
グロ•サクソンは、氣為ご つてをの善後經舒を誤 b 、 かへつて、 世界の世界觀的 
動搖を激化した傾き さへ あつたの である。 

しかし、 また端的に：， へば、 ながらく世界に君臨した英米佛のもつ世界覜 I 
自由主義•個人主義•機械主義の世界觀‘—の譯命が、そる^.盡きはじめて、 
プ戰の勝利を置き土產に残落しかけたの•た、とみる方があたつて&たのである。 




古いのれんに物をいはして、多くの味方を* JI きつけて、喧嘩に勝つてはみたもの 
、、すでに、多くの徳性を失 CA かけ、精力袞へかけて. Q た古いのれんの主は、喧 
嘩終結後の善後措 S を完全にやつてのけるだけの腕と力をなくして. Q たのである。 

をこで、アングロ •サクソンの 1 IJ : 界觀 である*か、一言で申せ •ば、 やは6、 H 由 
主 a •個人主義的世界脱といふことに衣るであらぅ。 

英米佛の建阈精神•か、 a 山主義•個人主義世界觀を甚調としたものであつたか 
ら、彼等の支 ril ! せる世界も、また、滔々£して、 n 由主義•個人主義世界觀が、 
ゆきわたつたことは、あた-^まへのことであつて、しかも、きはめてなが S 間、 
世界を支配し、大戰に勝利さへ獲#したので、英米佛の自由主義•個人主義世界 
觀は、もはや、世界人類社 fr の考へ a ょぶ絕對の原理であ-'、到達し得るかぎ6 
の最萵の攝玴であるやぅに M 惟もされ、敎育もされた。阔際生活においても 、！ s 

K 1 




家生活にないて4、社舍生活にちいても*個人生活に 1,'いても*ことごとく、0 
rt ] 主義•個人主義世界 觀 が、^學者 のいはゆる r •ブリォリな、普 M 絕對の牛-活 
原 f * l ». であるやぅに考へ ^ れた。この原理、 この 世界觀に反する一切の世界 觀、一 
切の wpfi は、誤^であ$、犯罪で あ $、 CE i « であ6、反文化的で あ 6、 野®であ 
ると•考へら n た。 

いま^での長い年月の問、英米佛の思想戰は，完全な勝利に終つ てむ* ので あ 
る彼等の 建設 精神たる自由主義•個人主義世界観が•世界を 支 I'ftl し風靡した こ 
とは、い a かへれば、思想の W から、彼等の世界支 ffll が完遂され てゐたこと を意 
味するからである。 

む/> ん、英米佛の近代先進諸阈が、世界にたける一切の文化をば、をの自由主 
義•個人主義世界觀の撤 底に ょつ て、 つょく 推進し、たかく^ 势し たこと fc つい 


て太、 t 界史の上で、1暱大きな憤値があたへられねばなら«。2. の世界觀が、 
いちはやく、世界に徹底し、杏 及し なかつたならば、中世から 近世への動きにお 
ぃて»'曲界は、封建主義からの脫皮を完全に遂行しえなかつたであらぅからであ 
るまことに、「近代は、自由主義とともに生れ、をれとともに榮えた。 科學は 
Mn にょつて發達し •技術は 飛躍的な 進步を遂げ、物質の 山は 積まれ" 世界は熵 
大され、人問の視野 ii 全地平線へビひろげられ、燦然*る 高度の 文明が、2.の 地 
上に 築 さあげられた。」自由主義の 歴史的功辂の絕火な ことは 十分 tt みとめねば 
ならぬ。 

個人主義 もさぅ である。個人主義もま/ e 1つの役割をもつた。これも一つの a 
醒である。ヵント的 人格 n 律の觀念は"人間を奴隸から解放し、またこれにょつ 
て人間の酋嚴3を繰6返し敎へてゐ る。 ……都市の商人たちが、つ i だした社 
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會はをの基礎において利己的な*# •物質的社#である 。フランスの 革命も 個、 
の財產の某礎？へに建てられた。 ァメリヵの 賁状は、個人の財產、 f 得 
する能力、その能力の相違、そ9相違から來る S の S ? 羹するために組 
み立てられたのである。 

かうした自由主義•個人主義世界觀に、それに相應した國家觀がうまれたこと 
は、當然の己とである。 

英米流の自由主義•個人主義の世界觀にょれば、阈家とか 民族とかは、 個人の 
#益を保護し、個人の幸：) aaVJ 增進するための手段としての集合 w でしかない〇己 
のやうな is 族は、必然の S として、他 QSS 族と利 I 係 上の對立 
1 i こすことになる。つま.〇、ぁる I •民§存立と、他の關家 • 民族の 
存立とはた*か CA に、相容れな s ものであつて、自らの存立•發展をはかるため 


には、他の國{永や民族を征服しなければならないのである。といふことは、い CA 
かへれば、世界は、西洋人の國家と民族のために存在する世界として、支 fid ? れ 
ねばなら«、といム乙 とで ある。 

しかして、かういふ世界 tli に某く多數の阈家 M 志の間で、互 CA の世界支 fid を完 
矿しょうとして、勢力爭3が行はれるやうになるのは、あた办まへの話である。 
前欠戰がすなはちその勢力爭ひであつて、をれは、いはば、かうした世界觀の發 
展の生ん*た必然的な、大きなヵタスト3丨フであると1.!1時に、をの*タストロー 
フの打擊の大きかつたために、硝谗の間から、徐々に、かうした世界觀に對する 
懷疑•反潑•訂正•否定と S つた標徵をもつたもの fu 象があらはれはじめ 
たことでも明かなやうに、をれば、自由主義•個人主義世界觀に終止符をうち、 
新らしい世界觀にょる攻勢の契機をつくつたものとなつたのである。 

、 . 四五 
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古 so 由主義•個人主義世界觀に對して、世界で、一番早く、懐疑し反潑した 
H は、ほかなら12大戰における戰敗國ドイッと戰勝國イタリャであつた。 

戰畋31ドイッの政府と國民が、戰後の尨大なる負擔に四苦八苦してる間に 、！ a 
民の一部から、徐々に古い 世界觀 の打破乙を 唯一の 國難打解策だ、といふ聲が叫 
ばれ、政治的 { C 動き出し、思想的に H 民をとらへ出した。そのぅちの一つの 動き 
乙仑、 ヒトラ ーー派の ナチ ス阈粹蓮動であつたのである。 

戰勝國イタリャも、仑の政府と國民•か、戰爭によつ - C 得た獲物が、戰爭によつ 
てあたへられた犧牲に くらべ -C あま 6 にも 貧弱な 現實に 诗まれて、これ爻た四苦 
八 -S してる 間に、 S 民の一部から、舊い世界觀の克服によつて窮境を突破し、國 
力を再建設しやぅ•といふ强い S / J き•か、國_の政治と化し、 B 民の见想と化した。 
ムッソリーニー派のファッショ阈粹運勁が、仑れであつたのである。 


戰勝 sa 本は"その要求の全部•か通つたわけではなかつたが、とも角、戰場か 
ら遠く離れれ掻東において、各阈の經种機能の停止してゐる隙に、非常な經濟國 
力の伸張ぶ6をしめした、めに、政府も S 民も、大に鉍をょくし"英米佛世界 
觀と世界支配を擁 A « するための阈際機關たろにすぎな S 阈際聯盟の策要な 一 H と 
して、戰後の世界經舒に參剷した。英米佛は、英米佛で、日本の東亞における 
勢力6>*、みづからの世界支配に對する大$な妨害でぁることをいつも念頭に货い 
で、若々世界轷舒をして * たのだ•か、殘念な♦から、常時の日本の爲政荠は、か 
ぅした動向には、大した.懸念もみせなかつた。♦たから、大戰後の日本は、國際協 
調、英米追隨が對外政策の要諦とな$、英米佛のデ#クラシー•か對內政策の甚調 
となつてし^つたのである"日英 Ini 盟を破毀されても、';シントン、ロンドンの 
軍縮脩約を 押しつけられても、 迷へ る： =本の朝野は、 ちほむ ね、 これを 歡迎した 



6、己ひを得；；と考へて平然としてゐた $ •透曾屮心の政黨政治を浚法政治の常 
道と考へ、天. r ; l . 機關ぶを：：：本^法解釋のための^も「秆學的」な、 A . 口现的な、囔 
成ある琦髙學說と考へた6、仑の他、文化•敎疗•社會•經旖のあらゆる分野の 
世界奴的某_调，2:自由主违*個人主箱に|'5ぃた6で、掩だしぃことには、大正末沏 
昭和初期にかけて、^烈な勢で、共^主義唯物主袭的世界觀の倥入3へあ$、政治， 
思想•敎疗•文化あらゆる分野1:おける多數の有能有爲の人物が， U 由中；^•固人 
卞避 ['{: 界觀を ; ffi 床とし、これにあきたらずして、左 ^ 思想に走.^、唯吻 -- fe 義的 
世界觀2と6ことさへなつてし爻つたので*る。い a かへれば、前大戰後の日本 
は{元全(' 、英米佛の平和戰略、 .'1'. .1'. 作戰に；5つか、.，；\、對外的にも、對內的にも、 
危ぅく、無力無爲の情鉍3;家になりかけて*た01そ n をた ま $かねて起ち上 
つたの•か滿洲冰-泣の大仕事であつたのである。昭和六年 ( 一 九 三 一年)九月の ^ 


洲小^勃於は、いはば、英米 R . の e 由主義•個\主箱世界覜による世界支配、そ 
の M 3 內への位入に對して、一大钱鎚を下し、猛烈に反潑し、かぅした世界 ii によ 
る iii 沌に S たら W 前に、日本固有の新しき世界觀による興阙を志したものにほか 

ならな So 

IOT 和六尔といふと！：洋 M で*九三一尔、ヒットラーが政權をとつて、本格的な 
阏家树资として、古い n 由主箱•個人主義の世界觀の打破に若手したのが一九一. 
三年であ 6、 ムッソ リー,一が、ローマへ進•取し、强力內閣を糾織して、袓合阈家 
ifea に乘出し、古い itt 界觀の打破を絶叫したのが、.--*九ニニ年(大正 一一 H --) で 
あつた。ィタ9 ャの動きは、一九三五年(昭和一 C 年)の炉工紛爭、 H チォビァ 
£: fr にいたつて、はじめて、；の對外政策における世界 fa 的苁調を明かにしたや 
ぅ^ ものであるから、ふりかへつてみれば、日本の滿洲事铋による S/J さ こを は、 

四 九 
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世界における谘秩序打破への M 動力*たつた わけであ6、しか％ •をの後の 日本© 
一擧手一投足、 こと く、その威が あるのである。 


•た •か、 さら ic ふ 6 かへ.^ みれば、滿洲事 蚜が英米佛の 古い世界觀にょる 世界 秩序 
に？，；る火きな打擊をあたへ、これを克服するこごにょつて、新しい世界觀べょ 
る 世界秩序を建設すべ刍日本の大きな锊みの P 火をきつた ものであることは間 1¢ 
W なしとして、今次の大東亞戰爭本格的な英米世界秩序打破のための戰爭‘ 
開始にいたるまでに、日本の國內微制は、はたして、 十分な世界觀的脫 皮、 
稹你的#社設を遂げてゐ たで あらぅか。新しい世界秩序の建設に乘出さ / L とする 
ものが、': - f:rl 々、すでに、敢然と乘出したものが、 n ;] しの 阈内 秩序の建設をすで こ 




梁したか、果たしつ、あるのか、われ < は*大いに反省し - C みなければなら 

ぬ。 

なるほど、ドィッの 再建設着手は、日本の滿洲事變突發ょ $1 一年ちくれた。し 
かし、 一たび、再建設に 存手したドィッは、 一九-一一： 11 年以来"わづかヒヶ年位で" 
世界新秩序建設のための準 随 猾制を完全に近くなしとげて -Q た。しかも、國內に 
备け る！ 4'; の古 S 世界覼に莊く秩序を打破して、新しいナチス世界觀に某く秩序 
に 切換へ、 これを 某 調と して、さらに、新しい戰爭觀 i 新しい國家觀の下に、新 
しい 世界 秩卬 柱設 •*;{- 行のための國防 5 S 家骶制を建設してゐた。古い世界觀の打破、 
古い世界秩序の势更にょつて、世界に理想.の平和をぅちたてる 7*2 め {C は、差常 6、 
大規模な世界戰爭の到来は必然で ある。 しかも、世界史上稀に みる 大規模な世界 
觀 的 轉搀 のた めの 大規模な戰爭は、 あらゆる 分野を M 動 M してか、 ら« ば、勝ち 




杉くわけには行か 2 總力戰爭なのだ〇總力戰爭に 勝ち 拔く ための準備は、總カヰ 
け 〇 はなら 2、 s 防 S の i こ仑はこの大掛—世界 觀的 戰爭に對處す 
る—不敗の— I だ、 といふのが、一—一年(昭和八年)以 f . 
ヌ•ドイツのかた.い價條 であ-〇、 施政施策の 根本基調で* つたので ある。 

Rn 題は、こ>•である。 

われわれナチぐドイツにもとめる他山の石は、こ S に—ると t 」。 

/力-^ f へこ、でょ《頭にあいてあかねばならぬこと•か—。古 
い英米流 QS 主義•個人主義世界管打破して、これに代—しい世界觀とし 
てイツはナチス； S 全®主義世界觀を高らかにか、げたのであるが、日本にも、 
日本獨 S.WS 世界截があぅ、從來、や、もすれば自由窘•個人主義世界 觀の 
糖力のため ints れて尝11が あへこの世— 激し、 


微底し、施政施策の基調と 3 へすれば、古い自由主義•個人主義世界覜 tr 立眠 
K 打破で きる といふことである。しかし、 ナチ ス的全 tf 主義的世界觀の ごときは 
日本的世界觀の實趙のぅちに醇乎とし'1:包容さ n て、しかも、仑れ以上の內容と 
力とをもつて， Q るのである C 

要は、この日本的世界觀にょつて、滿洲事： S 以來の對外、對內政策の一切をリ 
1ドし さへすれば、ょかつたのであるが、現實は、かなら やし も， さぅ は行かな 
かつた•たけの話である。しかし、い爻や、滿洲事镘以來の、否、明治維新以來の 
日本的典亞政策、日本的世界政策の總決斿をなすべき大東亞戰爭が開始されて . Q 
るのである。 

過去は過去としで、われわれは、戰爭に勝ち拔くためには、それだけの準備建 
設を必要とする。ドィッは、戰邻に入るまへに、戰爭のための建設をした。日本 
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とても滿洲 事變乃至 支那事變 このかた大東亞戰爭に 入る まへに、立派な「戰爭 
のための建設」をしてきたのである。滿洲事變ゃ支那事變も、名こを事變•た•か、 
やは6 -戰爭」に違 a ない、日本は、まさしく、戰爭しつ、建設してきた上に、 
3 らに 、ょ6 大 S なる建設のために、戰爭をなしつ、あるのである、何とハふ雄 
m な步みであらぅ。繰りかへしていふ0 
載爭しつ、、雄設しつ、!！ 

建設しつ、、戰平 しつ 、 n 

われわれは、刻-刻、新しい 世界 秩序へと脫皮してゆくのである。世界 觀の戰 
爭と 世界觀の建 設にょつて、われわれは、あくまで、勝利への進軍を つぐけ ね WT 
ならな v » ので ある J 


參 


日本的 世界觀とナチス 的 世界 觀 


大 41H5 戰爭と大朿亞趙設の根本理念は一言でぃへば、八紘一宇(または A• 紘爲 
宇)と S ふことに 盡きることは、 いまや、•接 阈民一億のかたい信念と なつて <0 

る0 

おょそ、大東亞の戰带と建設とについて語らんとするもの、考へんとするもの 
は、 a としく、この 八紘一宇の肇國精神を片 ときと v> へど も、肝に銘じ. 腦裡に 
刻みつ けて あかねば ならぬ。 これな くして は、皇國 の^ 3 しくと 6 か、 つて 0 る 



• 五六. 

大束亞_の大笼が、米英の大東亞 S や、；5いては、ドィッの 歐洲新秩序唐 
の根本理念やといかに異るものであ.^、どれほど尊いものであるかをみのがし 
てしまふこと 1 C なる0 

「八紘爲宇 J 、 すなはち、八鉍を掩ひて宇と爲す、とは、申す までもなく、_武 
天争力大和の 槪 原に 天下の 中心となるべき都を5めになつたときの詔の中に、 
仰せられてある御言 葉で ある。 

「日本書記」の「神武天皇紀」£ける御坊都の詔には、 かぅ仰せられて t 
のである0 

我 f 征 r ょ蟲に srrf 2 。 ip^/f !: 名 igvf れ ％«; 

土11 f 一“す ‘ しと雖气龆盔證 r し。誠に宜しく# 

を恢廓め大壯—べし。而るに、ゲ & f ぇ 


m ic 棲み、穴に住む習 f 惟れ常となれ 6 、 夫れ大人の制を立つる、理必ず時に 
隨ふ。苟も民にらば、何ぞハ聖造に妨はむ。且當に山林を被拂ひ、宵室を 
て， 恭みて1^,臨み、以て^ >,? &ひべし。上は則ち磐が國を 
授けた^ふ，槪に答へ、下は則ち皇孫の正を^ひたま a し心を弘めむ"然 
して後に、た i を皱ねて以て都を|}!1き、八紘を掩ひて宇と爲むこと、亦可から 
ず ゃ。5 K の 敵 份 山の ^^^ 恥の 船 ビ觀れば、蓋し® の S 區、 i 新るべし U 
兮こビに、詔のぅちに拜する阜謨の廣大なる、僚兆一た び拜 承して、あの.つか 
ら、心あらたま6、身ふる a たつ思 a がするのである。 

こ、に、嚷！ I の甚は、幣石のごとくに、さ^ま-^、爾來連綿たる， M 統、御歷代 
養正に大御心を弘められてゐる。 
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明治天皇の御製に、 

椹原のとほつみおやの^柱たてを めしょ. CN ^ はラごかず 
と 仰せられてあるやぅに、皇祖天照大神の大御心に基. かせられ7^神武天皇のこ 
の榮國の御椅神は、ながく'^御歷代の天皇にょ.〇ぅけつがれて、國の礎は 5ごか 
す4今日に S たつて.！3るのである。 

をして、この御椅神がまた、すなはち、われわれ K 民の翼^したて まつる大來 
亞建設の天業の御精神でなければならないのである。 

八紘、すなはち，あめのした」は、多くの興るもの、存在を意味し、 爲宇、 す 
なはち 一 S へとす J とは、，での異立を統合するの意味である。異立 は、榮えを意 
味し、統合は、すなはち、まつらふことである。大東亞の諸5 •諸民族をして、 
為の<をのところを得しめ、をの特性を發揮せしめつ、、大束亞全體の發展逢 


.昌を閫る、 I これ•か、大東亞建設にあける八紘爲宇の御精神の要點にほかなら 
ないのである。 

あらゆる對立•相剋•摩擦•帝^を止揚して、むしろ萬物を包容するといふ八 
紘爲宇の大精神は、このやぅに、わが皇國の世界に Jt 類なき世界觀として、いま 
や、大柬亞建設の大業に、くまなく、滲速されて行かぬばなら«0 • 
あらゆる民族は、白本に敵するときにのみ日本の敵として、征討？ n るのであ 
つて、一たび"われに^へるものは、すべて、日本阈比たる大家族の一人に加へ 
られるといふ/ SC 大無邊の皇德、包容性豊かなる®性こを、大東亞建設の前途をし 
て、洋4-大海のごとからしめるのである。 

一僚中一人と S へども、そのとこ^を得ざるものな刍樣し^しめし給ふ大御心 
は、大東亞の圈內に於けるあらゆる國家、あらゆる民族をも、をれ A 、 の地位と 

五九 
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特性において、そのと こ ろ を 得しめる様し ^ しめし、 かくして、 この 太 精神を人 
額世界におょぼさしめ/ I とする ので ある。 

それは、た C 單にわが日本のみの生 さかつ 富むの道 { C あらずして、大東亞乃至 
世界全體の あらゆる 阈家 あらゆる 民族•か生きかつ富むの道で ある。 相奇^ VW 扶ナ 
て C ： 他ともに、眞に生きかつ富むの道を現實の世界に具^せんとす るのである0 
端的にいへば「征服」 とか 「支配」 とかいふことは、わが八轼爲 宇の 大植 ntlk こ ^? 
る ものである。 

このやぅな日本世界觀、このやぅな根本 J 1 念をわすれて、大東亞の组設 はない 
はづであつて、そこに、ナチスとい へど も、 絕對 に、 校倣しぇざる日本の特性.か 
存するのである。 


「世界觀 J £いふ言葉は、ナチスに备いて、とくに愛用される言葉である。原 
語で、グエルトァンシクャクンクといふ。ゲエルトといふのが「世界」と S ふ意味 
の語で、ァン： n ャゥゥンクと s ふのが、 「觀察 」とか r 見解」とか s ふ栽味の語 
である。世界に對する觀梅、世界に對する物の見方、さう s つた^味の H 葉であ 
るこれをむ づか しく s ふと、世界觀とは、世界との關聯に忘ける人類の 4: 活の 
意義の全5 g と、人類がその牛活を左して行く上において宇宙のあらゆるものに對 
しても つ 所の價値の全 ft との、二つの全體を綜合して得られるところの緦髀的な 
考へ方の構成をいふのださうである。しかし* こんな ひづかしい 定義は どうでも 
よ S 。 要は、 ^ れによつて所期される內容であ 6、 それによつて意 y される 目標で 



ナチス •か 「世界觀」といふことを八签しくい a だした のは、 新國家 速 設の情神 
的•思想的 某 調の 上に、 强力な根本的な統一を期した からで ある。 

いひかへれば、一九三三年(昭和八年)からナチス政府の手にょつて迮設活動 
にはいることになつたドィッは、かぅした根本的な精神的思想的某調から叩 & I 1 1 ': 
さねば、 十分な建設工作をなし得なかつたといふことである。 

ドィッ 民族六千萬をナチス世界觀で、心底から叩き a し、#: へ ri す ことが* ナ 
チスの戰爭のための建^ にと つて、第一の要件だつたのである。 

だから、ヒトラー政府は、をの新ドィッ建設にあたつて、阈民の精神的_結の 
强化 のために、 ナチス的 世界 觀の普及 徹底、 この世界觀を甚調とした施策といふ 
ことに全力を集中した〇單なる阔民の道徳的精神的緊張統一といふことではなく 



し - C •もつと突さ進/ I で、もの、 考へ 方の 根本的 革新、 英國流 デモ クラシ— 的考 
へ方に封する世界觀的革新といふ ことを 要請した ので ある。 

ナチ ス的世界觀 これ•か、 新 ドイッ阈建設、 ドイッ梂 力國戰家體制、商度 阈 
防 S 家 SS の確立2ける一切の精神的—とされたので ある。1三年一 
月の ヒ トラー政府成立以来-庶政一新の一切の理念的 某調が、このナチス的 世界 
觀であつた。 

しからば、このナチス的世界觀 とは、 をもどんな內容を もつ た世界 觀な 
のであるか0 

ナチスといふの が、 ナチオナルゾチア？スムス (民族 社會主義〕もしくは、ナ 
チォナルゾチア i チッシエ•ドイチエ•アル.ハ イタ！ パルタイ S 族 社 1 

義トイッ勞働黨)の略稱 である C - とは、 とくに 說明 するまでもないことであるが、 
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をの晬稱，かしめすやぅに、ナチス根本理念は"民族主義、いはゆる民族協同髖の 
思想である。 . 

e 族協同體(フォルクス•ゲマィンシャフト)といふ觀念は、ナチス思想に為 
いてとくに«要視3れる核心であるが"ナチスによれば、民族協冏做とは「血と 
土を基調としてできたものである。したがつて、民族協同體は"血族協同體で 
もあ6、土地協 ISJ 體でもある。民族協 M 體にあつては、民族同體が.血と土ごの 
つな*か$にたいて、職業的身分によつて、社^を構成する。をして、械業的身分 
によつて構成された民族協 ipj 體社裨は、いはゆる指導者原理によつて運脊される。 
「職業的#分」の觀念によつて、ナチスは、民族構成 H を自由主義的營利勞働の擔 
常者に®落せしめることなく、むしる，かぅした中世的宗敎的理念を復活せしむ 
ることによつて、賊業觀念を營利思想から勤勞思想へと切$かへ/2。 


ナチスによれば•民族構成 M は、職龙によつて、勞働協同趙を構成し、 ft # 的 
地位身分を猃得 するので あるから、 仑こでは、もはや' 各個 人の 自由な民族的意 
思決定はゆる？れないはづ である。 民族全 f3 が、 意. , i 1 . を 共にし、行動を共にし、 

閩 爭を 共にし、困窮を 共にし、 要するに運命を共にするところ の、 意 ffi 協同 es であ6 
行動 協 rnjsf - であ6、鬪爭 協 fnlfs であ-^ •闲窮 協同 體であ6、要するに運命協同鱧で 
く あるのである〇 

そして、かぅし協同體の总思•感情•行動 •_ 爭•困窮 •!! 命といふものをよ 
く熟知し、よく體辟せるところの協同體人格の所有者が、この協同 fft の指導者と 
なつて、指導者原 pfl に則つて、民族全體の意思•威情•行動•岡爭•困窮•運命 
を指染するのであるかぅした指毋者は、もはや、單なる獨栽者と S ふ以上のも 
のであつて、民族をのものと本質的 一 fig をなす敁商至上の絕對求である。 

六五 
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•たから、ナチス世杲觀 K よる國家論においては、最高の政治價値 k 有するもの 
は、民族である。國家そのものは*民族の單なる手段で、何らの價隹を有するも 
のではな S 。 いひかへれば、國民は、民族意思の單なる執行者であ國家は民 
族あつての國家である。民族は、 K 家よ-^優位にある、といふのである。 

己のこごは*ヒトラ1の「わが鬪爭」のなかに、 A ?；キリと#いてある。す2. 
しばかり、讀んでみよぅ。—— 

ユダャ人力—火•マ，クスは、民族阈家の思想からブルジ m ァ階級を追ひだす 
2 .VI によつて、國家仑のものを否定する彼の怖るべき敎義の道が開かれ左といふ 
ことを知つた〇かやぅにして、一たび、國際主義者の奸計の裱牲となると•ブル 
ジョァ階級は、もはや彼らの民族を維持すること*かできなくなる。そして、彼等 
•か登醒しないかぎ$、彼らの世界は死の運命につながれる。 


この邢由にょって.民族的人生觀に基づいた新運動の第一の義務は3:«*ルめか 
の 保,. i 者であるといふ <g とが、明白に理解されねばならないと v > ふことである。 

阐家は、文化を创造すること♦かできない——阈家は"軍に、文化を創造する民 
族に役立-^、これを保護し得るに過ぎない0 

かくて、つねに1) 邱揚 されつ、ある 人類の 成功はいかなる 阈家 にも 依存せ ずして、 
文化を创造し 得る 民族の 生存、ならびに、その民族の開花 的な化活に依存する。 
國家は《一つの目標への手段である。 

國家の唯一の目的は、肉體的にも椅神的にも闾等な人 lln の協 rnjffl を維持し、向 

上？せることである。この H 的に役立たない國家は畸形物である。 . 

阈家は、一民族にょつて生命のための永遠の戰 CA に使用すべき偉大にして强力 
な武器である それは、また，共同の意思を表現するが故に、あらゆる者がそ 




れに服從せね ! r なら W 武器である。 . 

かぅ s つた ナチ ス 世界觀、ナチス國家觀であるかぎそれが皇阈世界觀と根 
本的に異ることは，いふまでもないで あらぅ0 

XXX 

大東亞新袂序の建設は、 CA と6、皇 K 日本のための ffi 設にと*>まらず、大東亞 
の諸地域*諸民族をして、それ-^\をのとこるを得しめ、特性を發揮して、共存 
共榮の货 ir あげしめるための建設でもある。しかるに •ナチ ス•ドイツの新歐洲 
秩序の建設は、要するところ、ドイツ民族の血族及土地協同 ifs を確保し、全歐洲 
をドイツ民族の能力の發揮、*榮 VJ S ふことのために、新たな^黏から、建て直 3 
ぅといふのである。いはば日本は、八紘爲宇といふ大精神でもつて、「權成にょる 



ft 設-をなさう、といふのである•か、ドイツは、民族 ft # 主 31 といふ根本押念でもつ 
て、「禳 力による建設」をなさう、といふのである〇權成は、德による心服を'® : 猜し 
、權力は、力による吧服を要請する。權威は大和による支 K をもとめ、揹力は、 
征服による支 1C をもとめる〇 

大東亞の建設と新歐洲の建設とは、をの根本 if 念にちいて、かうし f ; 差異があ 
る しかし、これは、 もとよ 6、日本と ドイツの 歴史。闕柄 から 來る必然的の歸結 
であるのであつて、 t トラ—が ドイツ 國再建の大業を遂し 、 W 建ドイツ阈を中 
技 52 として、アングロ •サクソンの束縛を脫 した 新し v ' 歐洲蹐制^, うち 立てよう 
とい ふときにあたつて、， -C の遠大なる計畫に ふ3 はしい深遠な指染现 念をもとめ.， 
ても、ドイツとしては、所詮、 か 5 した ナチス棟神以上にでることを得な かつた ま 
での 乙と である。しかし、それにしても、 ヒトラ— の指濞 下に、ドイツ民族う つ 
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て一丸とな6、 忠勇に して 果敢なろ神兵. か 喜んで祖阈の難に 赴く 現在の 姿といふ 
ものは.ドィツとしては、 一應理 想の«致に 達し1:ゐるとみるべきであらぅ。 

しかも • 仑の努力は、肴 «• 效を奏して、一九：一一三年(昭和八年)のヒトラ—政 
府成立乙のかた、 tt に、 M へきれないほ Vj の國力の伸張をみせ .乙 とに、一九三 
九年(昭和一四年)の對波戰勃發以來の三年間において/歐洲大陸の勢力は 、 A 
«むね、ドィツの力の前に、熠伏し、歐洲新秩序の地盤をおほむね確保して居る 
のでぁ6、 これは、 丁度•滿洲事變•支那事變このかた滿洲國 建設 蒙 ； g 建設 新 支- 
那建設が着々姿を輳へ、大東亞戰爭勃癸にょつて-はじめて、天地|^、南方 
諸 地域を一擧に、わ*か手に收めて、こ、に、一應の大東亞建設の地盤を確保し* 

て&るのと、 步调を おなじぅする。しかも、この 步調は、一九 三 九 年 (昭和一四 
年) の三 W 防共 協定、一九四一年(昭和一六年) の三 B 軍事同盟と いふかたい 結 


びによつて 、 iH す^- 拍取をかけられつ、あるのである。 

某調たる极本？1!念もさることながら•現. K の [] 標が、究掻においてあなじ姿を 
もとめつ、ある以上、これ - i / e 常然の歸趨でなければならないことである。 

X XXX 

た、で、ナチス•ドィッの企 g しつ、ある歐洲新秩序について考へて為 
かねばならぬことがある〇 

それは、ナチ K のいはゆる民族社件主義、民族阙家主義、一民族 一 K 家主義に 
よる 全 Is 主義 J < J ? 念が、現 rl - および 將 來の歐洲新秩序の建設にあたつて、 いかやぅ 
に扱はれつ、あるか、扱はるべきか、といふ問 M である。 

すでに、 東歐お よび 北歐を席卷 し-丙部戰線も、パル ヵン 戰線 も、思；3の^、 



{ cffl 伏せし め* 遠く北；一:戰線にまで も、 その平をのばしつ V あるドイツは、いま 
や' 仑の廣大 な新歐洲圈內に *数多くの民族を包含してをる狀態であ6•このも 
の W 家、 民族を、ドイツ民族のナチス阈家との關係で、いかやうな JU 扱 a 
をなすかは*ドイツとしてば*ま 2. とに S: 大な問題なのである3 

しかも，ドイツには、歷史的にも*阈柄 としても •日本に おけるやうな八紘 J 
宇の根本 f ?. 念•かない〇ゲエルサイユ 9 f 制の打破、大ドイツ^の# J 1 までは，桁導 
理 ±として •民族社 fr 主義の强力な る， ft s 践のほか、 なにも 考 へる 必要なく、 をれ 
で卜分な效果を？へあげてきたのである•か、第二次映洲戰爭勃發以後の新情勢に 
料 ^せんとするドイツとしては、いま、での民族主義的全 sf 主義の理念のなかに、 
欧洲 新秩序 建設への指導 性が はたして、十分にあ办うるか Vj うか反省せねばなら 
W 立 ^ にある のである。 


あをらく、歐洲戰爭も對ソ戰爭の結末、いまだつかず、いづれドイツを中心 ic 
して考 へらるべき 歐洲新秩序は•現段階としては ^ 當6 緊要な M 濟 建設に主眼 •か 
[5 かれてゐる程度で、をの根本的な政治體 制、 をの指導理念といふことになれば、 
ドイツと しては、まだ <、 構想$: 練6、工夫を凝ら3ねばならぬ 餘地が 大にある 
のではないか。 

た一.、こ、で、典味ふかく想起されるのは、ナチス•ドイツの新阈家理念、新 
秩序理念が、最近次第に*わが國體の本義をならひつ、ある"といふ2.とであ 
る。こ n は、戰時ドのナチス•ドイツに親しく足を運んで、各分 sf をつぶ3に觀 
察し、研究して歸朝3れた藤渾親雄氏などのつょく指摘されるところである。 

氏に ょれ パ、ゲル- r 1 ン古代の民族的世界觀を再典したナチス •か， 政權を掌握し 
て 以來•い ^ 、での大學などで講せ られてきた A 由主義的國家學における國家1二 

七三 



要^說 ( yg 家を主權 •人民 •土地の三要素から成立す る 支配 機構であると 說明す 
る) が、 根本から 動搖し、 ドイッ語のいはゆるシユタ—卜の意味の 國家觀 念が 權 
威を失つて、これに代つて、 フォ少クスゲマインシャフト (民族協同 搰〕が新興 
國家舉の 中核的な生命理念と な- 〇、主權 •人民•領土の舊國家 秩序)!)'*崩壊して、 
これに代つて、指導•民族•生命阁の新阈家秩序が建設され、 新しい ドイッの ^ 
4は仑の 本 K において、 シユタ ート でな くして、 ライヒであ.^、 生命な き迤力酱 
構でなくして、つねに生成發展してやま《民族協同髖で *$、支配さるべきもので 
なくして、指導 せらるべき ものであ6、か、 る 生命的阈家 {C おける有機的成 《は、 
相-71に何の 綠 ％な い 自由 平等の いは ゆる 個人では なくして、 一つの民族 ^-: 命の 多 
一 TC 的 ^ 5 i として 同じ血に結ばれて， Q るみ：^；!; 如である、 といふやぅな考へ方 C ! 
んでゐ る。 2. れは、ま？しく、 わが邦における「くに」の觀念に近い ものである、 


とい人のである。 

また、 ナチ スの考 へる 歐洲新 秩序と S ふもの、構想についても、氏に ょれば、 
を こでは、「一即多、多即一」 とい ふ東洋^ ^ の原理が追求されてを る。 すなはち 
獨伊は、軍事的にも、政治的にも、經濟的にも、文化的にも、全歐洲を指猙する 
が、自阈の利益だけを考へて行動するものではない。「公益は私益に優先す」 とい 
ふ 全 sfl 主義の根本原理にしたがつて、大乘的に、歐洲のすベての國をして、みな 
をのところを得せしめ、共存共榮し得 るょう に心懸けねば ならぬ、 第二次歐洲戰 
爭は、この意味での道義性をふくむ。單に、英佛 に 代つて獨伊•か歐洲のへゲモ•一 
1 を揠ると s つたやうな後はかなものでな S 。 新歐洲 秩序に おけろ 各國は、歐洲 
全 fft の防衞と發展 とに 牴觸しないかぎり、0由に、自阈の政策を究め# る。 歐洲 
共榮圈 全 fit の 將來の 運命 決を するやうな重大な政治 •經濟 •外交 •軍事 •財政 • 



七六 

交通などの問題は、指導躅家たるドィツに委せ、こ.の大方針に矛盾せぬかぎりに 
怎 S て廣汎な自由•か、备國にあたへられる、といふのが、歐洲の政治的新體制の 
構想理念のやぅである。 

力ぅな ると、たしかに、 ナチスとフアツシズム の全拽主義 的 理念と日本の皇國 
的 理念とは、その世界新秩序の建設の營みにお v > て、近似せる，關係をもつ 5 C いた 
つ.て. Q る。すくなくも、これらの建設理念は、明瞭に英米の自由主義 •個人主義 
的 理念と 相對 立する立場にあるわけである。 

X X X X X 

と^れ、皇國の世界政策は"肇阈以來、萬邦萬民をしてをのところを得し ti - る 
の八紘爲宇の大義を甚調としてゐるのであるから、もこに、まさしく、世界無4 



の濟粒の あ^ 'がたさが ある わけである。泉阈政治は、單なる獨裁に あらず、デモ 
クラシ-- にあらず、3れば といつ て、單なる 全 St 主義に あらず、 個人主義に あら 
ず、 八紘爲宇の大義に > る融通無礎なる もろ-— の主義の綜 / V.Z 政治で あると も S 
へやぅか。かやぅな政治理念あればこを、數多くの阈家や民族を包容し つ、、 しか 
も、をの 間、 な / I らの矛 盾もな く、摩擦 もな く •渾然 一體 たる 皇德椅神の和の姿 ある 
のみである。肇阈乙のかた、か ゞ る皇道政治の根本理念がみな失はれずに、悠久 
三千年の建設道を步み&たつたのである。 S まこ そ、 i の光狎 ある #. it 政治理念 
を刼拗し、廣大無邊 なる. MII を 1 M 現して、大東亞乃至世界の誤れる英米體 制を排 
轚して、一大新瞪制を戰爭と建設にょつて、展開し擴充すべきときであるの*た。 



かぅ考へてくると、 こ、 で、さらに、大さな課題が、われ<にあたへられる 
わけである。ほかで4ない、大東亞戰爭への突入にょつて、いや應なしに、皇道椅 
神にょる大東亞の新建設を遂行し、新しい世界秩序の再建設に乘出し着手せねば 
ならなくなつたわ*か阈が、わが阈みづからの阈内體制を このま、 にして JS いてや 
つてゆけるのか、といふことである。わが國みづからの Jg 制が肇阈以来の阈體に 
八"致した政治 • 經涛•文化•敎育•思想^の他 もろ'^- の 皇道 體制になつて， Q る 
ならば、 t たなにをか S はんやであるが、明治維新このかた、急激な西歐物質文明 
の徐入にょる國家體制幣備に沒頭してきたわが國として、一應已むを得ない事情 
tc あるとして、はたして、西歐式英米思想、米英的心情にこび- CV ついた部. S はな 


いか。政治•經濟•思想•敎 W •文化•社^ その他め 6 と あらゆる 部面1: おいて- 
明治維新以來の日本の姿を、 こ、 で、興劍に考へ直す必要は ない のか。米英と 戦 
爭を なし •» 米英の勢力を大東亞から驅逐 し、米英 式の自由主義 •個人主義に ょる 
大東亞秩序 や 世界秩序を覆へ して、 新たなる正義に もとづく 秩序を ぅち立てょぅ 
とい ふ乾坤一挪、民族 興亡を賭けたるの jil 戶際において、まだ、， 6 個人が、各分 
野が、米英式に怩める自由主義•個人主義思想に未練を感じ、 しかも、，.Vれを絕 
對の眞理 •正義と 感这 a をして， 5る徒浓| 1 、ゐないか 0 £> るとすれば、 2 . の際、 
徹底的に、精神的•思想的•文化的對米英戰を戰3ぬかねば ならぬ。 

大東亞戰爭の總力戰的; K 義は、乙の: S 味でも、 大きく考へ究められねばならな 
S のである。 

大東亞戰爭の目標は、いま、で世界を支配して， Q た米英勢力を、武力的に、撤 





AO 

底的に叩く ことに 在るのみでなく、同時に、わの間に執拗に m 嗦ふ 米英式 
の思想形態•文化形態を、一つ强力に一へし11!|げて、世界の姿を八紘爲宇の大義に 
ょつて、淸睜化する に 在るのである。 

かくして、大柬亞戰爭态ょび、これとつな•か<=>をもつ歐洲戰爭は、大世界戰爭 
の形において、今後、久しきにわたつて行はるべ5人類間の偉大なる建設戰爭で 
あるといふ 乙と になる。 

われわれは、こ、で、大 S なる人類の世紀の曙を期待すべきである。 將に 明け 
ゅく人類の新世紀の曙は、ゎれわれ人類の、かねてひさしく待ち訖びた新世界體 
制への眞近 S 序1!!]を奏づる妙なる建設譜なのである。 

まことに、思 a みる*たに、血 Tl き 肉躍4、心ゆたかなる心地の する ことで ある。 
ゎれわれ M 國民：億♦か*この大東亞戰爭の開始に杈たつて、かの昭和十六年十二 


月八日(：九四一年)朝にみられたるごとき、民族的緊張と威激を體驗したとい 

• 鏢 

ふことは*まことに、をれ*たけでも、世界史的意義大な办といふべきである0 



大東亞の戰爭 > J 建設への歩み 
その 一、 皇國史上の 對外戰爭 

X 

「戰爭と建設」 とい ふあたまで、皇闕日本♦か、肇阈以來綷驗 してきた 對 外戰爭 
の かづ につい -C 考へてみ ると、 歷史 は、あきらかに、 對外戰爭の 後には、 か 
ならず、 违設•か行はれた ことを 示して括6、 その戰 爭も、お ほ 1; ね、 皇网 々力の 
资 M の 前途に、 [1 むに 已まれすして、 術 まれた戰爭であつた ことを示して^ • る。 
これは、われわれのと くに 意を と v ■めねば なら W 乙と•たと M ふ。 


日本*か歴史上、大東亞戰爭までに經驗した對外戰爭は、といへば、_设學校の 
兒童でも、ハッキリ答へるであらうやうに、遠 S 古代の神功皇后新羅御親征がそ 
の一つ、、元寇に對する抗戰がをの二つ、文祿慶長の#:太閤の朝鮮遠征•か仑の三つ、 
日淸戰爭がその四つ、日解戰爭がをの五つ、第一次世界大戰の對獨戰爭がをの六 
つ、をして、滿洲事變•支那亊變•かその七つである。 

大東亞戰爭にいたるまでの以上七つの戰爭には、をれの目的 • 竞義•經禕 
•かあ$、かならずしも、一様でないのである.か、しかも、をのいづれの戰爭をみ 
ても、歐米諸 Ml の桢民地奪略のやうな慘虐の事例もなければ、ァへン戰爭のやう 
な不義の戰の跡もないばか$でなく、つねに、日本をめぐる世界と時代の動向に 
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敏感？？のと—、の指導者♦か、—平和4辛ると S ふ深遠な道義 
的動機から、ょ..〇大いなる秩序の建設をめざして戰爭した事實のみで ある。 

XXX 

神功^ V .の御親征は、 S ふまでもなく、今日の米英の援蒋のやぅに、 九州熊^ 
を背後から支伐•使嗾しつ、あつた新羅を征する ことが H 的で あつたのであるが、 
征戰は XL に血ぬら3ずして、新羅王の降服ビ S ふことで終結したばか6でなく、 
益 / H - の御親征の御意^は、史家の論證にょ n ば 4« あきらかに、 當 時の 朝鮮海决と^, 
馬海峡を內海とする古代文化圈を復舊し、皇國みづ.からその主 W となつて、さらこ 
一段と進步熒展せしめ / L とされる にあつたもの、 ごとくで ある。 し卜办と.^文、 

御親征は、まさしく、日本における最初の「建設のための戰爭」であつ たとみるべさ 


である。 事實、御親征によつて罃まれた建設 U 、 新羅 •.，= 濟•高句逋による大陸 
文化の對日移入といふ具 tf 的内容をもつて現れ、わ♦か文化の進 13 が これによつて 
一段と推進されたことは、疑ない。蠶業その他の產業技術や財政運用上の進步あ 
b 、 舉術宗敎その他の犄神文化上の剌敉あ 6。これらは、 W いては、大化ハ改新 
の^業、飛烏時代の文化の货現に對して4、大きな促進的役割を普ん*たのである 
から、皇后の御親征は日本にちける戰爭と建設の現^^を考 へる われわれに無限 
の示唆をあたへざるを得な S のである。 

XXXX 

元寇による抗戰は、日本の對外戰爭中唯一の防_戰であつた。欠永年間と弘安 
年間と二度の來寇も、あ-^かたき伊勢の神風と、相校太郞時宗の斷乎たる1斷と、 

八五 



八六 

阈民の血管に流る、神秘なる#阈の至情とにょつて、つ a に、見事に、これを搫 
退し去6、ゎが神州は、成吉思汗の馬蹄下ょ6免れ事無きをぇたのである•か、•兀 
來が守勢の戰であつたから、'容易ららぬ戰ではあつた。？すがの萚府守勢の 
戰の不利を覺$、むしス、斲乎蒙古征討の水軍を S だすべし、と決定、諸阈の is 
敢なる武士ど4、績々この擧に勇み加はらんとしたほどであつた•か、この攻勢が* 
まだ本格化しないぅちに、敵の第二回の來寇に遺つたといはれる。從つて、 
戰爭と建設ごいふ面から、2.の對外戰爭 K は、表面は、格別の成果もなかつたの 
である*か、しかし、刷家の辗力を國防!'集中した日本精神の昂揚といふ I 點から 
かへ6みるときは、いかなる國難に直面しても、いかなる屈辱に i & 遇しても 、斷 
乎として、己れに反潑し、これを克服せず/ I ば巳まぬ、たけき日本の阈民精神の 
姿を ハッキ9さした一事は、 日本國史 上において％、 稀に みる 光輝 ある思想揸汶 


とみるべきものであらぅ。この時代の國の上下祺げての國防態勢は、消栎的な•か 
らも、日本阈威の發揚、皇國理想への邁 i 2 を、一段と推進したもので、後代の眞 
の日本再建設に對する一の動因となつた乙とを想起すべきである。 

X X X X X 

秀士： I の試みた文祿慶長の兩役の主目的が、征明にあつた乙とは、史家の a とし 
くみとめるところであるが、しかし、仑の征明の目的 S かんと S ふ2.とになるご- 
諸說行 はれて、かならずしも、明かでないといはれる。 

當時のわが國をめぐる柬亞の情勢は、たとへば明の國勢漸く傾いて、國家的權 
成を失；3つ、あ6、朝鮮王室の力も££へつ、あ.〇、わが日本も、時^さに群雄割 
擔の戰一:時代で、いまだ PI 內統一もみられぬ時代であるなど、はなはだ紛糾をさ 




AA 

はめて. Q た K 面において、歐洲諸國は、宗效と K 易と武 # でもつて、東洋佼略を 
着々と遂行しつ、ある- li * 代であつたから•かぅ乙た世界の大勢が、.ホッ^^情 IU 
として 秀吉の 耳に も入6、っ ひに 東洋の平和確立のための大明征伐の斷行を決意 
したのであろ、と S ふ考へ方に、われわれは、大きな示唆をあたへられるもので 
ある滿洲事卑、支那事變を通じてのわが H 本の對支征戰の意 1 T か領土的野心に 
某くものでなく、支那の背後にかくれて、柬洋俊略の野一遂げ/ L としつ、ある 
英米}£歐諸勢力を！！逐し、もつて、アジア人のためのアジア、來亞の新秩序を確立 
するにあるといふ現代省阈戰爭理念は、遠く秀 VI の頃に為いても、形は領土攒大の 
形であって4、その E . Lf に,：}いて、東洋平和の確立-理想的日本の確立、擴張•いは 
ゆる 「まつらは W もの k 對 する荒魂の發現」 といふ 遠大な 皇國 理想主義が懷かれて 
ゐたものと解する史来•かある•か、かぅ考へ得 てこを、 秀^: の.^も、 無名の戰の謗 


から免か a、 皇阈になける戰举と建設の歴史 {-C おける大きな ； K 味をもつことにな 
るわげであると思ふ。 

X XXXXX 

t 

日淸戰缔は、 S ろ<の經緯はあつたものの、要するに、明治維新後、急速な勢 
で近代國家としての成長を遂げ、東亞に迫6來る西歐勢力に對して、東亞の安定 
勢力たる地位を自覺した日本が、その目標の下に大陸政策を遂行してゆく第' 階 
梯として、朝鮮問題をと$あげ、朝鮮の車大キ：義の因をなす背後の諸勢力の禍根 
を絕たんとした戰爭にほかならな S のである。 

叫治二卜七年(一八九四年)八月二日 BJ 1 治天皇の下し給ふた對淸宣戦の大詔に 
は、つぎの やぅに仰せら n てあつた。 
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朝鮮 ハ帝國力其ノ始-一 啓 誘シテ列國ノ伍伴-一就カシメタル獨立ノー國夕 y 而シ 
テ淸國ハ每-一自ラ朝鮮ヲ以テ魃邦卜稱シ陰二陽-1其ノ内政, | 干涉 シ其ノ 内亂ア 
グ-1於 テ 阈ヲ®邦/拯難二籍キ兵ヲ朝鮮 - I 出シ タリ 脫ハ明治十五年ノ條約， 一依 
9 兵ヲ出シテ错 -I 備へシメ ltl -1 朝鮮 ヲシテ-禍亂ヲ永遠 二 免レ治安ヲ將來 -- 保 
タシメ以テ 東洋全 ^ノ平和ヲ 維新 セムント欲シ先ツ淸阈 - lff クル,-協 M 事-一 從 
ハム n トヲ以テシタル-一淸國ハ«テ種 ❖ ノ取柄ヲ設ヶ•之ヲ拒ミタリ帝阈ハ id -, 一 
於 テ ^鮮>|捫 ムルニ其ノ秕政ヲ瘇革シ内ハ治安 V 基ヲ堅クシ外ハ獨立國 ノ權装 
ヲ入 土クセムコト？以テシタル *I 朝鮮；旣，一之ヲ肯諾シ々ル モ淸國ハ終始陰，一 W 
テ百方 其ノ E 的ヲ妨码シ剩へ辭ヲ左 右，一托シ 時機 ヲ緩 -ーシ 以テ其ノ 水哞ノ 兵備 
ヲ整へ1 B •成ルヲ吿クルヤ K -- 其ノ兵カ ヲ以テ其/欲望 ヲ達セ A トシ 更-:大兵 
7 韓土-一派シ我艦ヲ韓海- 1 要擊シ殆卜亡狀ヲ極 メタ リ 


當卟の淸阐も、 さしく 現在の支那政府を拨護する米英の立場にあつ/2ので、 
镎阈の安泰を確保し•東縱平和の安定を確立するには、皇國 として、どうしても、 
背後の淸阈を討たねばなら W 絕對の立場にあつた。これも、東亞秩序の建設をめ 
ざす日本の歷史的主^的地位がさうさせたのであつたのであつて、歐米の} U - 亞支 
配を拒む1$力を日本は年毎に强めて 行くことにな つたのである。 



そして、明治三十七年(一九〇四年)、對蘇戰爭に S たつては"あきらかに、 
日本のこの理想•東亞永遠の平和確立といふ大 M •想. KJU のために、支那及び禅 bg 
の 背後にあつて俊略の 爪牙を 磨きつ、あつた 當 時の 西歐 屈指の 强阈 露阈を相手と 
L た 一大戰爭に ほかならなかつた。同年一一 月 十日煥發し 給 ふた宣戰の大詔には、 
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かぅ仰せられた。 

帝 國ノ m- ヲ嫜阈 ノ保全二 S クヤ1日ノ故 -I 非ス是レ兩國 累世 ノ關係二因〆ノ S 
ナラス韓 國ノ存 亡ハ實-一帝！！安危ノ繫 y 所 タレ ハナリ然〇 I .蘇其ノ淸國卜 
ノ盟約 及 列國二對スV 累次 ノ 宣言-一拘ハラ x 依然滿洲- 一占摊シ益々其ノ地步ヲ 
索. 固. 7ゾテ 終-一之 ヲ併呑 セムトス U - -/I シ滿洲 ，ーシ テ 露國ノ領苷，一歸センカ嫜阈ノ 
保全 ハ支持 スル-一由 ナク te-rfff ノ •牛 和 亦 素ヨリ 望 ムへ カラス故- 1 脫ハ此/機二際 
シテ切-- 妥協-1由 テ 時^ヲ解決シ以テ平和ヲ佾久，一維新セムコトフ 期シ有司 ヲ 
シテ露 se 二提議シ半歲 ノ久シキ•二日：リテ rlt 次折衝 ヲ重ネシメタ〆モ露® ハー モ 
交 01 ノ精神ヲ以テ之ヲ迎へス咦日彌久徒二時局ノ解決ヲ籩延セ シメ 陽- 1 平和 ヲ 
吧道シ陰-一海陸ノ軍備ヲ增大シ以テ我ヲ屈從セシ メムトス 
この當時の露，も t た、あたかも現在の米英の立場にあつたのであ合、 この 野 


竿を叩かずして、東亞の平和得て望むべく 4 なかつ たので ある。 

1 Q 終了後1て、—は、つ£、1§ 5 石とレ 
て、を斷行した。すでに•日本の前に敗退した支那と—とは、日本の 
道在的な n 衛手段のまへに手％足 4 出しぇなかつ たのである。 

擎 參 
■■-, 

XXXXXXXX 

そして 、 sir 第一次歐洲大戰における日獨戦？ t か、 この 戰爭は、い 
はゆる S と建設と si 地からみて、先の S ほどの董はな s 。 H 本の參 p 
は、たス日英—の國—說にょつ5けで、大した—的理 f め— 
れな力つた。しかも、參戰に對する報撕 は、 取に南洋群—委任統治など二三の 
ものにすぎなかつた。元来この大戰は「世界 ■」と？ るに値しない？ 4 か 
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かはらず、あへて3ぅ稱するのは、歐米をもつて世界となす思想に外ならないの 

である。 

大 mofeMu 、 英米等アングロナクソンの世界制稱の野袈は、益々逐し易い情 
勢 こなつ た〇敗戰のロシアは* もと^ ^浓命で X 墟したのでそのま、大した手 fill も 
要らぬと考へられ (これは^ 日から かへ-®みれば、 •ト ィッの 場 A . 口と同樣の手拔かり 
であつ^ VV ドィッは今後何百 年經 つても 再起で きぬことを 目檫に酷遇され，戰 
勝 國ィタ リャなどの分 i 前はホ NS くあしら はれ、 日本惠 他の 有色人禅國も、 
戟泰の 瞪になつてみれば、劍もホロ <の很ひ方であつたばかりでなく、いまや、 
歟炻を牛耳つ た英米は、公然と、東亞にも野望を露骨にしはじめ、東亞の中核日 
本を、 事毎に、邪1扱ひにし、射瞪化 工作を 弄しは.じめ た。 

;•« 洲事®、乞那 - Jt ^ といふ、日本第七番目の對外戰承は、かぅした揚沟の! fc-c 


£果で—ことは、いはず としれたことで—。したがつ.て、 この兩事變 は、 い 
1いユ專も f、 I ょ气 支那ょ 6 、英米— I 逐し て、 こ、 に 
立 f ホ的の東亞 f 雄設することを主眼と して ， Q た。名を i 變」 といつ て 
一戰爭 J といはぬのは、當然でぁる。支那の反省を 促して、相共 ic 、 il £ 亞の平和 

I 辛— :^目的な？、し3て戰 fs へば、「聖戰」と X ほかないので b 

る0 

支那銎 に 際し召集 せられた 第 b 十二 网帝 S 分開院 S 昭和十二年九月四日) 
の# 語には、 つぎの やぅに、仰せられて ^る。 

帝國卜中華民國トノ提携協力，一依？東亞 ノ 安定 ヲ 確保シ 以テ共榮ノ實ヲ擧ク 
ルハ足レ股力 M 夜#念措ヵサ A " 所ナリ中華民國深ク帝阈ノ萁盘ヲ解セス1 - r - 
ホヲ搭へ遂 -1 今次ノ事變ヲ見ル-一5股之ヲス今ャ朕 力 軍人 ハ 百難 ヲ排シ 
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チ 艽ノ忠 勇ヲ致シ ッ 、アリ是レーニ中華民國ノ反 劣 ヲ促シ速一一東亞ノ平和 ヲ確 
立セムトスル-一外ナラス 

眹ハ帝 國臣 民力今日 ノ時局>1鑑ミ忠誠 公-一 奉 i / 和 協心 ヲ1 --シ 赞襄以テ 所期ノ 
目的5»達成セム3トヲ槊ム 

この勅語に仰せらる受 J とく、日本の大陸政策、をの非常手段としての武力行 
使は、いづれも、明治以降今日にいたるまでの一貫した東亞の平和確立、すなは 
ち典亞政策の迚賴であるごいふ乙とを、われわれは、ょく銘記せねばならぬので 
ある〇 


その 二、 英米 •の 東亞侵略 

• • 

9 

X • 

V 

東洋の 歷史 を；5も! r くもの•か、 It でも氣づくや5に、近世の東洋史は、 いよ^, 
丙 歐勢力 東漸の 歷史 であつた。 ‘ 

こ V ろみに、近代歐米諸^の東亞侵略の跡を索描して みよぅ。 

十//: 、 六世紀のこ/) 、 いちはやく、 近代的殖民活動を n 火を切つ た阈の名は、 

.ホルトガルとスペィンであつた。 

P 丨マ 法王によつ て東へ！といはれた•ホルトガ 〆 は、一路東へ向つた。西へ f 
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といはれたスペインは、一路西を目指した。 

東方へ向つた.ホルトガルのゲァスコ•ダ•ガマ*かァフリヵの南端、希望峰を M 
航して印度へ向つ たのが 一四九九年であつたし、西方を目指したスペインのクリ 
スト ファ • n ロンブスが世界球形說を實證したのが1四九二年、コロンブスの两 
航 による 東洋への航路發見は、や•かて、ァメリゴ•ベスプッチに よる ァメリヵ大 
降の 资見 となつ た。 そして、バスコ •ヌニェス•デ •バル* ホア* か、パナマ地峡に 
上陸した の•か一 五 ニーー年、マゼラン♦か、 南米 大陸 南端の海峡を通過して、はじめ 
て洋々 たる太•牛 洋に出たの♦か、一五一九 年であつた。 

十五、六世紀の交、世界は、•ホルトガルとスペインとの 往年の二大先進 國によ 
つて、はじめての祯民地的分割を經驗したのであつた。乙れは、ぃはく近代世界 
になける殖民地的活勐の第1期をなすものである。 


かくて、 f の 第二期は、十六 世紀の 後半、 フラ y . ス、オランダ、イ•キリスの三 
大先進阈の活勖を中心. i : して、展開^, H た。 

一五八八年スペインの無敵艦隊を擊滅したィギリス*か、^づ、スペイン 海洋國 
家に代る地步を獲得した。イギリスの i * i 印度钤社設立は、 一六 〇 〇 年、 つ^ ，いて 
オランダ(一六〇二年)、？ンス(一六〇四年)：テンマ-ク(一六二年)の東亞 
俊蝕のための殖民會社も、 c > ぎ-、設立され た。， 

しかし、 わけても、 活潑な侵略活動の 展開 者は、 イギリスで あつた。スペイン 
の無敵艦隊^滅以來の世界に誇る強大海軍力と、 世界墙初の産業革命の經驗にょ 
る經濟的發展とが、 イギリス 殖民帝®の存立を、 きは めて 空 固な％-(7)にしたので 

ある。 

しかも、イ♦キリスの殖民政策は、東亞の天地にあいて、あょ i へられるかぎ 
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6の猛成をふるつた。 

大誼、近代的西歐殖民活動の特質は、俗にぃふ鉍肉强食、適者生存、優勝劣敗 
といふことを极本の芘調とし、政治經濟的方法として、帝國主義をとつたといは 
n るところであるが、とくに、きはだつた代表的近代的殖民活動は、ほかならぬ 
イ v リスにょつて罃爻れたのである。 

f ノド も、 ビ 〆 マも、マレ ー も、 をして才 I スト ラゾャも 、目星し v > 東亞資源 
地域ょ、仑のほとんど大部分が、十九世紀にいたる^で亿"すでにイギリスの老 
巧な手管で料理されて2)た。 

かつて世界屈指の農業 H であつ ^ インドは、イギリスの手がのびてから は、 年 
毎に、 k せ犬のやぅに衰へて行つた。農產物は思ひき$安價でそつく 63ら ' lin , 
主^は、 S や應なしに、イギリスの高 v > 商品を資6つけられ、苦境から逃れやぅ 


として HW にあせ る ものは、高利の貸金で身動き もなら W 金縛. 〇の蝻苦を嘗める 
外な S 、 と S ふ狀態となつた。 

わが日本の二十倍もある廣大な才—ストラリャも、住民は、次第に、ぅち滅さ> 
れて、わづかのィ¥?ス人にょる獨占的支配の下に立たされた。ビルマ、マレー 
すべてしか-®'。 

一八三九年の有名なァへン戰爭にょつて、支那貴易の砧保に成功したィギリス 
は、香港、廣東と、支那の 要所々 ❖ をぅ ちかためて、徐々 に 柬亞 全域支配の酐頊 
を 果たすべく、虎視の やぅに 耽々 たる ものがあ.つたので ある。 

アメ 9力の東亞侵略は、ィギリスょ办はずつい遲れてはじめら—た〇米史 
のわが浦贺に來6通商を求めたのが一八四六年、しかも、 日本領土併呑の? f 苹を 
遂げ力ねた後、一八九八年(明治一一一十 I 年)ハヮィ it 革命を起させ、 その 释 ぎにつ 

一〇一 



1011 

けこんで、これを占領し、！一:年さらに、スペインに戰爭をう'®'つけて、フイリッビ 
ン、グアムを獲#した。わが國に二十倍冬する廣大な國土を有しな*から、なほこ 
れにあきたらず、太平泎を越へ1:東亞にまで手をのばし、豚のごどき物質繁榮を 
基礎づけるための袖民地獲得に狂奔してわたのである。 

X X 

大 tg 、 かういつ ^ 两歐の東亞校略の梭樣であつたのであるから、 4 國日本にし 
て、 ょく k * 府三百年の夢をうち破らず、うやむやのうち K 、萬#これら海賊的侵 
硌國のなすがま、に狂奔したのであつたならば、今頃は、どうなつてゐたことで 
あらう。4こどに、危 S 話であつた。お {: らく、インドや支那と同じやうな苦汁 
を吸は3れてゐたかもしれ«。 


神：座上に在皇阏 •£', 民の cfi は、かぅした魔の觸手が近づくにした•かつ 
て、 ハッ キリと 把捤された。 をして、光輝ある闕體の槠華、皇闕本然の姿が、立 
派に iM 立5れて、明治の御一新となつた。東亞侵略^; gl1 L せんとする!' 4' 哚、(と 
くに)英米の野望は、2.の^國の完今-なる； W 迚設の前に、一應、ぅち拒まれた形 
どなつ た。 しかも-明治維新にょる.規阈の毅然たる立 ^: ぅにょつて’もろくも當 
面の倥略活動をなす餘地を喪失したにも拘らず*英米その他の.?4歐諸的は、 しか 
も>5:ほ、 東亞倭 略の野望を捨てず、東亞に4ける日本の立阐$、典隆を喜ばず， 
布あるごど/'- i、 朝鮮、滿洲、支那、 a シャなどの周邊諸阈の迸面に©つて • H 本 
の阈力消耗を企闘した。 

明治維新以來の皇阈は•念激なる文化.的切換へに m 面し、數十年も數一〇年もの 
ハンデ ィキャップに 苦しみ〇 、も•とにかく、日淸戰爭、日返戰爭と戰 W ぬいて 

10H 
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きた。表面の敵は，淸阈であ6、溝闕であつても、裏面は•乙れらの背後に、侵 
略の桷钤を狙ふ貧慾な犲狼どもであつたこと5:知らねばなら«。 

しかも、皇阈は、御稜成の下、淸阈にも露阈にも、決定的な勝利を獲得し、着 
々、東亞安定のための皇閟のもつ指導的地位を確保することができた。一方また、 
西歐のあらゆる文化を輸入し、消化し、活用して、政治•經濟•敎育•文化のあ 
らゆる sg 制において、西歐に比 M する -i での發展ぶ6 を、 知年月の間に、 なしと 
げること♦かでさたのである。 • 

X • X X 

世界の大半を植民地とし、東亞の諸資源をも獨占せ/1とする英米西歐諸國にと 
つて、日本の興隆は、大きな障碍となつた。何とかし. てこれをぅち ひしぎ、朿亞 


乃至世界をこと A 、 く、 nd の支 Isd 下におくのが、英米年來の野望であつたから 
である。 

しかし、歷史は、3ぅ英米の都合のいいやぅにばか - C \ は'! ft くものではないとみ 
ぇる。時あたかも一八七〇年(明治三年)の苦佛戰爭におけるブ：ーシヤの勝利、 
ブロンヤにょるドィツ統一の‘ K 现以來、急速に勃興し來つたドィツが、必然的に- 
イギリスとの街突を免れな s ことになつた。 

一八 三0年の 產業箪 命以來 八 〇年ばか6の 短 年月の間に、ヨー D ツパ隨一の產 
業阈尜に発展したドイツは、その國内工業の原料资源獲得のために、 iln はせな 
•から、海外桢民地の搀抖を企11せねばならなかつたのである。地球上重要な領域 
を、すでに、大半、イギリス•フランス•オランダなどに占められて a たので、 
筠當6は、その殘餘の太平洋上の諸島とアフリカ內部の諸地域のみで滿足せ^士 



10 六 

ならなかつたが、とめどなき經濟發展のためには、こ / I な 小範圍の殖民 地で 足る 
ゎけがなかつた〇そこで’手をのばして’ドィッのバ少ヵン政策’ァフリヵ政策 
6>*、典劍に遂行さ - n た。しかし、結果は、先進の英•佛•露 •，ての他との衝突以 
外になかつたのである。 

一九一四年(大正 三年) の七月、かぅ した 揚句の果て 開始された第一次歐洲大 
戰は、結局のとこ KT これら 貪慾な俊略國群の 間に M 開された 醜 惡な闘 ^ 以卜•の 
何％ので％なかつたので ある。 

しかし、 阈際道義を貴ぷ皇國日本は、日英同盟の It を®:/ L じて、 ィ•キリス 側 (C 
立つてこの戰爭に參加した。日本の海軍は、太平洋にあけるィギリス 侧の絕大な 
る保^となり、とくに、ィ♦キリス本阈と M 民地との交通連絡の確保に努力し、地 
中 i 7 i まで出動して、その任務を全ぅした。 


な/ L といふ崇高な國際道義感であらう。 

しかも、大戰の結果は、もちろん、聯合國側に睜利が訪れた。皇國の參加がな 
かつたならば、は 7*2 してどう v » ふこと K なつて <0たかは、しれたものでない。 

大戰の勝利は、イギリスとアメリヵとフランスの^倒的興隆を齎らすことにな 
つた。をの他の國は、敗北國はいふまでもなく、勝利^といへども、大した利益 
もうけな かつた。4 ことに 奇怪な話であるが、事實は さう* たつたのであるから、 
什方がない。 

第一次世界戰爭は、要するに、イギリスとドイッが世界制*)!を爭つた一戰であ 
つ たのであるから、大戰後の世界は、勢 CA 、 イギ 、リス、 をして アメ 9力の支配下 
に置かれさうな氣配をしめすことになつた。政治的には、英佛中心の E 際聯 S の 
造成にょる世界各國の統御が行はれ、經濟的には、ユダャ的金權主義にょる米英 

一 o -fc 
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« 占#本の形成•か行はれ、夺して思想的 {c は、英米的デモクラ* > 丨®想の庳符が 
行はれ、いまや、自由主義的米英思想にょる世界秩序こを•か、神の地上に命じ始 
ふた絕大無二の秩序であるかのごとき氣 ffil を示した。 

C 己の 勘望 5:' 遂げるために惹き起した大戰爭の勝利を、あたかも、 〇阈 一個の 
力で 獲# し 7*2 かのごとく、イギリスの大戰後の世界政策は、 運ばれた。 阈 內 -¥: 命 
で、 いち早く^眘から姿を消した B シアのごとさは別として、阈內政治の腐 文 
と X - 產主義 思想の佼略のために敗れたドイツのごときは、將來 二度と起ち得ない 
狙 a の下に、天文學的賠償金を課され殖民地を奪取されたし、戰勝阈 イタソヤの 
ごとさは、あたかも戰敗阈のごとき扱 6 i で、聯合^ 侧に參戰の 際約束 3れた英胪 
密約も 弊® Q ごとく棄 5られ1をして、 大戰後の世界に S るァングロサク 
ソン跋曆の唯一最大の障碍心、東亞にあける皇阈日本のみといふ 2.とこなつ之。 


同盟の阈|^^|泣5:«しとしてイギ =N ス 側に 參戰 した 日本を、イ•キリスとして 
は、 要するに、大戰が 稚 利を以て終結するまでの仏用提 * T * ぐら， Q にしか考へて ゐ 
なかつたのである C 戰爭 後、 西歐諸 阈の疲#に乘じて、いち；，るし く阈 力を增大 
しつ V あつた束亞 H 本の楼頭は、戰が濟んでみれば、イギ yK や ァメリカ やフラ 
ンスに とつては、 ドイツ 以上の新しい脅威となつたので ある 〇 
だから、大戰後のイギリス、 アメリカの 日本に對 する 仕打ちは、 一から一 爻 
で日本の東亞安定勢力としての地位から、何とかして、 引きず 6 降 3 ぅ、何とか 
して阈力$:弱 糟 化せし めょぅと いふ ことで しかなかつた。 

念のために、仑の主要なもの/2け*げると、四つある。 

第一に•ゲ H 少サイユ媾和#遴に、日本から提出された人種平等案は、すげな 
く、否決され、參戰にあたつて英佛との間にできて， q た山^の特殊桥益は、 rA ど 



,.*4 -:に 大 JH 十 V --2 九二 一年) のヮシントン會議に态いて、英•米•日の海 
求勢力を五•五•三の比率と定めて强行し、太平洋における日本の海上勢力の抑 
町を企てた。 

第三に、翌十一年(一九ニニ年)の支那に關する九箇國條約で、支那の 領土 保 
全の美名のもとに、日本の東亞に心ける地理上、歴史上、人?®上もつ多くの政 ； IU 
經浒的特殊權益を否認し、日本を大降から 〆 め出す乙とを企てた。 

第四に、昭和五年(一九三〇年>^の a ンドン軍縮#議では、補助艦協定を根幹 
として、アメリカに對し、 M 計七割にちかい程度に、日本海軍力制限を强行し 


X x x x 

しかし、考へてみれば、英米のかぅした惡どい 日本 ^ 迫， p 、 日本自趙•かしつ か 
6して， Qn ば、ある程度まで、 反潑し 得たのであつたか もしれないのであるが、 い 
かんせん、世界大戰後十餘年間の日本と いふものは、あたかも 魔が さした かの ごと 
く*政治•經濟•思想•文 ft ァらゆる分野にわたつて、噫 落し沈替し腐敗して ゐ 
た。政治の面では、デモ クラシー の 中®で、 政黨 政治の 腐敗- かみ. G n 、 その外 交 
部面では、英米 ill 隨の N 際溢調主義が橫行し、思想の面では、 自由主義•個人主 
袭の滲速に加ふるに共產主義の佼入 さへ 見られ、 その 經濟の III では、基礎產業の 
喷打を外阈に仰ぐ贸易诚家の成立、英米 ユダャ 金融 资本への無我奉仕が みられ、 
その他•敎竹•文化 •*|-# の各部面に偁々として米英思想の洗禮が行は <'1、仑こ 



に、肇國以來の皇國精神 • Efffs の精華のごときは、日本人の腦裡から、物の考へ 
方から、危うく消ぇ去$かけて， Q た。 

言葉をかへていへば、前にか、げた政治外交上の日本^.迫は表-¢1の手で、裏面 
には、かうした思想上、經浒上、文化上の日本弱化の手が執拗にさし伸べ られて 
a たとみるべ5である。 

朿亞の屮核、をの安定勢力として、東亞諸國を率， Q て起つべきはづの日本は、 
大正から昭和の初期にかけて、かうしたアングロサクソンの毐手にょつて、 危うく- 
全身痳痺の危地に1?.れられ、もはや大陸の同胞が大陸からさへ手を引いて日本に 
かへらねばな^ ' W ほどの逆挞に迫；5つめられたのである。 

しかし、神^日本♦か、いつまでも、かうした麻痺のために、むざ米英の爪 
牙にか、つて、あへない最後を遂げろはづはない。肇國二千六 IT 年の光輝ある皇 


國、日本にあたへられた天の使命が、無になつて しまぅ はづはない。 

十有餘年の逆境期において3へ、桌阈の一部には、なほ、！ g 强なる 英米の魔手 
を もつてしてもつひにいかんともな し 桫なかつた贫い日本的* •• 在が 儼として みら 
れたのである。 

をして、まづ、最初の反榭が、滿洲事變となつて現はれた。昭和六年(一九三 
一年)九月十八日、柳條溝邊の一爆资 は、 っ a に、 東亞の一角滿洲の蟥野に、革 
新日本の烽火となつて 森 いたのである。满洲事變は、けつして、一部支那兵との 
單なる衝突ではない。英米を背景とした排日 侮 日に狂奔する支那に對する阜阈の 
一大鐡槌であり、 SW 柯へれば、東亞ょ6英米の勢力を追ひ拂つて、具のアジア 
人のアジア を、 眞の大朿亞を建設するための、仑も<の狼 一擊 であつたのであ 
る。2.の點は、われわれの十分に注意すべき點で あると 思ふ。 



要するに、 日淸、日露の兩戰爭 によつ で、 現 •甘の 方向— た へられた東亞，— 
は、 久し含年を亂て 、、この滿 洲事變 によ.^ ニハ ハ” と 日本の歷史的 動向の な 
かに刻み こまれた のである： R 本自趙 も 隣邦支那 も大東亞 地域 も、をのす ベてが、 
アングロァク ソンの 侵略の前に 危うく 屈服し 去らうとしたその瞬間に、神國日本 
の猛烈な起ち K $、 反墼•か行はれたのである•か、 これは、 別に ドィッの 動向を の 
ベる際にもふれるやうに、ァン-ダ B サクソンに よる利益 的世界秩序•か-新し- k 
義的世界秩序に牛：れかはる世界の火 台な 勝•史的轉搀に第一 石を投じたものと して、 
その意義をくみとらねばならぬのである。 

ゲエ少サィユ條約と國際聯盟と によつ て デッチあげた得手勝手な世界秩序を仑 
のま、 何百 年何千 年と維持し - e ゆく ことは、大戰 後の英米佛の 信條 であつたので 
あるから、 現狀維持に 反するいかなる世界の動きにも，敢、向から、反齡を加へるこ 



とが、英米の唯一かつ m 要な 世界政策であつた。したがつ て、日本が大陸の一角 
で 猛烈な 動きを みせ/2 とさの 英米晳 勢力の驚愕 もさる ことな* から、 はたして、 tit 界 
の與 S 四十何國かを 誘つ て□本攻 _ に出たことは彼等として當然の2.とであつた。 

そして、か、ろ世界維新の第一步をふみ出した日本が、國際聯盟にいつまでも 
停ることのナンセンスたることも、1 H た當然のことであつた。昭和八年(一九三 
一一：年)三月二十七日、阐際聯盟脱退の詔害は煥發 あらせられた。 一億國民感激を 
新たにして、 S まこそ、アングロサクソンの尻. W 乘 6 を 止めた。 をして皇阈獨自 
の S 際道淵步をなすべき決意を固めたのであつた。 

滿洲事镘の結果、日本の一趙不可分の國として、滿洲に獨立阈•か建設された。 

滿洲國の建設こそは、まことの大東亞建設の第一着手にほかならなかつ * ので 



滿洲の 一角に 4 S て 敗退した英米は、3らに、支那の蔣介石を,_して、眷令 
對日戰 備を整へさした。をして•その結果は、いや應なしに、支那事變の勃發を诱 
引す るに いたつたのである。 直接 表面の相手が、 支那であるから、 「支那 事變」と 
いふが、 W 望面の和 手からすれば、對米英事變であべいは^,大東亞戰爭をの 
ものにほかならないものであつた。アメリカの飛行禊^,用 a 、 ィギリスの機關銃 
を もつた支那兵を 相手の 戰爭が、どぅして 單なる 「支那」 亊镘であ 6 ぇやぅ か。 

支那事^は、ついに、執拗なる背後の拨助勢力のために、本#の 蒋介石は、 重 
慶.ぃ r の U 賊的存在に隨しながら も、 なほ數ヶ年の.抗戰 を絕叫し 3日本の阙力消 
耗を待ちつ、ゲ？ rs 戰で生きの？ t ? t から、所許、か #(> 歡か m ' 心か 


遘理方法としては、仑の背後の英米勢力の擊滅、その- 41' 亞ょ 6 の驅逐、つせ 6 、 
大東亞戰の開始以外になかつたと s ふべきである。支那大陸からも、南方の諸 
島からも、2.とく英米等西歐諸國の薄勢力を排除して、新しい東亞の秩序を 
確立し、あらゆる分野において自存自立の體制をとつて、世界平和の確立に ii 進 
することは、どつちみち、皇國のいづれの日にか、とらねばならぬ方策であつた 
のである。 

しかし•昭和十六年 (1 九四一年)十二月八日、官戰の大詔を拜して、いょ 
{大朿亞诹爭に突入してみれば"わ♦か大朿収建設戰爭の目標は、軍に、米英の 
勢力を東亞の犬地から 追拂3 大東亞諸民族を解放するばか 6では 足 6 W 、 良らく 
猛威をふるつ/2アング a サクソン世界 舊秩 序を打破して、根本的に革新せられた 
世界新秩序を建設する2.と、從つて、 Z . の世界から、英米兩勢力を徹底的に粉砕し 

/ 二七 




二八 

てしまふことにある ことが 判つ たので ある。 

そこに、われわれは、大 東亞 戰爭 と大 東亞建.! 3: の世界史的意義を みとめぅると 
ともに、この现前 の戰爭と& 設の大業が、いか {C 困難な、 皇 M の國運を賭しての 
大事業で あるかを知らねばなら W ので ある。 

ときあたかも、わが滿洲事镘离後ょ 6、 c )- a { c ナチス政府の手にょつて、見事 
々 fu 興建設を完成したドィッが、まさに、わが國の大東亞^ is : と相呼應す るか 9 
ごとく、歐洲新秩序の建設に、絕大の努力を傾注しつ、 ある。 しかも、目擦を同 
じぅする兩阈は、をの共同の敵に對して、力を合せ氣を共にして、當ること.か*で 
$る立場に立つてゐる0 

2.の東两一一つの新努力•か、舊勢力を徹底的に擊滅 して、新しい世界秩序を建設 
すろところに、 わ n われは 第二次 世界 戰爭の 大きな歷史的意義をみとめ! fakr ' なら 


ぬのである。 

い61かへれば、大東亞戰爭は、日本的にいふと、明治維新このかたつ C けられ 
てきた典亞政策の緦決算をなすべき一戰であり、ひいて世界的にいふと、ドィッ 
の新歐洲拉設と相- S つて、新し S 世界秩序を生みだすべき一戰でもある。 

この-戦*か、日本と しても、 世界と しても、 どぅしても 戰はれねばならなかつ 
た；戰である乙とは、上にのべた やぅに 日本 CI 體の歷史、世界のもつ M 史の上か 
らして、明かな乙とであるのである。 




日本國防國家の綱領 


日本に ちいて、 總力戰 ft 制、 國 防 國家蹬 制と s ふことが、世間に力づょく提唱 
3 れ はじめた のは、滿洲事變二、三年の後の i とであつたやぅに 思 ふ。 

むろん、 事變の勃發と v » ふことが、世界革新の 烽火、昭和 維新の 口火で あると 
いふ胺誠は、阈內一部のものにはょく判つ て ， Q たこと であつ たか もしれ ない が、 
なに 分にも、政界、財界、輕濟界、學界、新聞、 民間 fr 方面、 いづれ も M 想混沌 
として、 これどといふ#] I 竹もなく、能力％なく、た V 、一部の國民•か日本本然0 


國體を求め、現货の腐敗を悲しむのみであつたのである。 

をのぅち*滿洲漭變の處理に直接の責仟をもちかつこれを深く自 fi した軍部が 
らで、漸く、指導的方向づけ•か行はれだし*昭和九年(一九三四年)すなはちドィッ 
では、ヒトラ—政府成立の翌年の秋、陸軍筲新 CH 班の手にょつて、 rM 防の本義と 
をの強化の提唱」と k ふ乙と*か勇敢に提唱され、惰眠を1/さぼつて. Q た=：本各界 
に大きな衝動をあたへた。をれは、あたかも、嵐の夜舵を失つて彷徨する船舶に 
行く 〆 き方，[>*1を指示するといふ歷史的®耍性をもつたものであつたが、何分にも 
自らの理性を失ひ、健全な自 IJ 判斷の能力を欠 S て. Q * 當時の政界•學界•經濟 
界仑の他から、猛烈な反槧をぅけ、軍部も、ょくこれに耐へて、なほも、眞擊な 
研究をな己たらず、者々、皇國政治への指導力の培签に努めたのである。 

乙の「國防の本義と 仑の强化の 提唱」と S ふのは、 形は3、やかなパンフレッ 



卜であつ たか、 內容は、 W なる市井の研究論文などにみられない迫力•情熱•確 
信•指導性•理想に充ちた歷史的な一大文献として、わが 國の阈防國 家發展史上* 
絕對の愤値5: もつものであると思ふ。 

このパンフレットは、阈防の本義をば國家生成發展 の 某 本的活用の作用で ある 
となして、 阈防阈家の觀念を定立し、その觀站から、當時の國防 政策や、經濟 政策 • 
社 #政策にいたるまで•仑 の欠陷 と對策とを展開し、「た、かひは創造の 父、 文化 
の 母」 といふ有名な文句を提唱したのであるが、まことに、 ドィッのルーデン ド 
ルフ將 軍の 「全體戰爭 論」‘ や、 ro ては、ナチス黨のフユーダ—綱領な どに も gl 
し、むしス、をの雄大なる建設的？ rc 際的構想にちいて、それら 以上の ものである 
との 評價更あた へられた。このことは、 H 本の K 防 S 建設をかんがへるに あ 
たつて われわれの是非 銘記して^ かねば ならぬ 一^だら5と思ふ。 


乙の阈防阈家の提 pa 以來、歷代の內閣の施政施策の指導原理も、為ほひねこゝに 
界かれたのである.か、なにぶ/1にも長い年/1、英米流の^!由主義，個人主義闕家と 
して成反してきた阈として、とくに、政治の a 由主義、 M 濟の似人主義は、事每 
に猛烈な現狀維持の反潑を^み、$はめて、ジグザグな步みをしてさた。しかし、 
大東亞戰爭に入るまでに、一應の綱領が阈民の前に提••小'3れ、すこしづ、でも赏施 
に移されるにいたつてゐたことは、われわれの大きな W びであ-^、强みであつた 
といはねばなら ST 

それは、 第二次近銜内閣が、昭和十五年 (一九 四 ◦年)八月一日に發表した 站 
本！ i 策要綱と この 要綱にもとづいて、 その後 着々 設定し rz 各種政策 確立の 要 M で 
ある。これこそは、日本が、支那事變以來 H ハヰ、滿洲事變以來九年を經て、はじめ 
て、 世界に誇示しぅる日本的阈防阈家脸制、日本的緦力戰體制の建設綱領を設定 



irt 






したものとして、はなは*た Jff 義深いものであ^,、けつして、一近衛内駙の設定せ 
る政策要網たるにとどまることなく、 W 後の日本の步ひべき阈防阈家體制への 道 
を闡明したものと考ふべきである。 

もつとも、この阈防國家建設要網は、大東亞戰爭一、 二 年前の設定にか、$、 
をの全部の實施遂行をみ《ぅちに、 阙防國 家の地域的箱圍 •か、 確定的 1 C 、 大東亞 
諸地域に慷大？れた 。そして、 太東亞「戰爭」を遂行しつ、、大東亞阈防國家の 
「达設 」を遂行せねばならねことにな 6、 ささの某本阈策要綱は、 あらたに、 大 
東亞 建設要綱と 相補 完し て、 もつ て、今後の 大來亞日本、世界日本の「戰爭 と 建 




設」の基準とな'®'、指導方針となることになつて. Q -5 わけで^る。 


われわれは、爻づ、共本國策要綱を大略眺めて、孕阚の國防阙家建設體制を 
あさ^'かにし、つぎに、大來亞建設冻述 if の答申になる齐罹政策耍綱を眺めて、 



H 本の大東亞 W 防阈家建設の es 制をあきらかにしたいと敁ふ。 


支那事變後三ヶ年を經た I 十五年(一九四◦年) 八月一日、前言の ごとく、 

時の近窝涅、「故本 SI ， I 日本 g g 濃雲 S 本綱領を閣議 

で決定し、發 表した。 

耍するに、 K 界史的一大轉換期に際し、同じ世界史的目標の U しつ、 
ある—ドィツ及ィタリヤとの協力をいょ（緊密にしつ、、支那事1 
ひ《き、す、/ L で世界の新秩序剖造を横極的に指導するためには、日本みづ、 
ら•か强泛して—的 I 度 g 防しなければ f 2、と f S 
15とづ S て、わ•か S じ？ S 3 SSS 指針1にさめた 



薄いてあることは、きはめて1;づかし v » 表現して M るのであるが、网防網家 
とはなにか、日本のをれは、いかなる精神いかなる內容をもつべきものか、とい 
ふこと につ S て、 ハッ キリした指針をあたへたもので、をの指針は、大 東亞戰爭 
下の大東亞建？ la につ S ても、おほむね格別の變更を要しない 原則で ある。 

世界は、 S まや歴史的一大轉機; C 際 合し、 數個の國家群の 生成發 展 を某調とす 
ろ 新なろ 政治經浒文化の创成を見/ I とし、皂 N 亦 有史以来の 大試練 tcwilil す。 こ 
の秋に常6、眞に肇阈の大精神に某く4阈の國是を完遂せんとせば、右世界史的 
發嗖の 必然的 動向を把握して、庶政丙般に亘$、速に 某本的 W 1 J 新を加へ、 萬雔を 
排して、國防 _家 ft 制の完成に 邁進することを 以て刻下^ 緊の耍 格とす とい 
ふ te I'-f き 出しで、 「根本方針」 と 「國防及外交」 と 「阈 rtJi 勢の刷新」 とを 展示し 


穴のである。 

XXX 

R 本^^阈家の祀本方針としてか、げられたことは、「阜•國の國是 は、 八紘を 
一字とする肇阈の大精神に某き、世界平和の確立を招來する ごとを以て根本と 
し、ま.つ§を核心とし、日滿支1固 f 結合を根幹とする大 S の新秩序を. 
建； 5: するに在.〇」といふこ. i であつて、「之が爲皇國 自ら 速 {C 新事態に 即應する 
不拔の K^c 態勢を確立し、阈家の^力を擧げて右阈是の具現に 邁進す」 るといふ 
2.とであつた。 

こ r 才つ力 歎むの根本方針に ょつても わかるや 5に、 あょを國防闕家 馈 制の® 
本といふものは、わ： f , 農の—常時の眞の fHS さへすれば、日本の邻ド 



こ说 つて， Q るのである。 燈噩下晴しの磐へのやぅに、遠くナチスの空にばか4 
をぅ ばはれてるが、 ょく 注意して照せば、無限の t を？—國の三千年の姿 
乙を、仑の精神にあいて、まことの國防國家なることをしるのである" 

たとへば、國防—たるの|は、访-に、全髖的國防_家觀の確立といふ.こ 
とが S はれ、第二に、政治の M 濟に對する優位といふことがいはれ' 第ーー.-に、統 
帥と S 防との完全協 fs ふこと•かいはれてゐるのであるけれども、これら'一一つ 
は、いづれも、その理念としての日本的世界觀の上から考へれば、まさに日本こ 
を、世界にも稀な模範的な「阈防阈家」であるはづなのであるたぐ、近世開闕 
W 来の政治怙勢'か、しばし c 由主義•個人主義の洗禮にょる阈勢伸張を已む得ぬこ 
と、してやつ -C きてる.間に、この榮阈以來の偉火なるべき PI 體が見失はれかけ、 
近代的 S ： 防! t ' sl {氷 R 制の整備にお S て、や、後れかけ- tfc た事實は、爭はれない0 



で、ぁる支那1に五 f 經過した昭和十五年(一九四〇年 i ろに s 

てと1くも建設といふことが、當面の最緊念 S としてと办あげ 

られたのは、支那の背後の英米等自由主義8を敵と する 戰識 するとき、 

■の—の si は、—遂行す る—として、 あ—に—れて 

f かつ-^—ある。 SII の f 正面の 敵とす—に 入る 

yrr IA 、 つよく、ふかく、ミく、てねば— 祭敗の 態勢 
力 J ? 望されるのである。 


力ぅした相4方針4 つて、 日本認 2 QS ? び S はぎぁるべきか 
とし ふに、 「內外の新情1 、闕 I 揮の 國防 ssf 某： f し、 同 



是遂行に遺 ^なき 軍備を充过する」こと•か、をの國防原則で ある。 軍備か"國 W 國 
家確立のための最大かつ絕對の根本倏件であることは、說明するまでもない、當 
衫のことである。總力戰といふ言葉! t ごまかされて、軍備を他乃諸^^と並^ 

11；すべきでな S 。 「フランス敗れた6」の著者アンドレ•モー ロアが、端的にい 
つて. Q る■戰带 は- フランスに關するか §' 開戰と同時に敗戰であつたとい 
ふことができる ■何故に、 フランスは 敗れたか、といふに、十分左る飛行機、十 
分なる戰屯、十分なる高射砲をもつ- C ゐなかつたからである：■またさぅした不足 
ふべき 十分なるエ5?をもつ - cfe なかつたからである_さらに> i た*英佛は 
を ^ が貧；：； g であ 6、かつ巨大なる人的並びに物的資源を.5:速に活用すべき何らの 
機構をももつて. Q なかつたからである, 0 --咬ことに、思想も、經濟も' 文化も 
あらぅ，るもの.か ^铽であることは，裨0戰に對處すべき國防阈家の耍^でなけれ 



ばならないのであるが，平備の强 13 がなかつたならば、結局-な A にもならぬの 

である.、軍備の遺慽なき充實こそは、國防阈家の第一の絕封 要件で ある。 


日本 ^ 防 K 家の外交は 【 大 ii 亞の新秩， / f ; 建設を 根幹と し、 戋づ，ての m 心を支那 
本變の完遂に®き•阈際的大變局を速觀し，建設的にして、 かつ彈力性に常むハ也 
策を講じ、もつて阈運の進展を 期する」ことにあると斷せられた。(まや、大東 
亞—始 とともに、ドィッ 及び ィタリャとの同盟—ぐかたく、乙の國防 S 
外交にょつて、相とも1:世界秩序建設に乘出しつ、 ある。 

力ぅした！ S 防と外交を整へるための國內態勢の刷新 こそは、日本^ 防阈家建設 
の重要なプ B グラムである。內政の急務は、阈體の本義にもとづき、庶政を一新 
LW 以 wgkwffi の某¢1を確立するにあ6、として、も^^-^の要件の實 si が要 

Is された。 



汸一は*逬^的要件として*わが阈體の本義に透徹する敎學の刷新と相まつて、 
己 It ひと^'の利益に汲々たる自我巧利の. , ， L '. 想を排斥し、國家奉仕を K 一義とする 
W 民道 tet 確立することが要請された。かやぅな革新的な阚家觀、世界觀、人世 
観^ 某調と するのでなければ、 國防國 家はナンセンスである。 國防國家は、 立派 
な道義 國家 として 立つところに*無限の力を發揮てきるものである 

第二に、政治的要件として、强力なる新政治^制を確立し、^政の^*統一を 
圖るこ とが要請された。國防國家における政治は、をの 力 もつとも大である 「國 
防國家 に ちいては*戰爭でさへもが、政治をのものと考.へら n る。强い政治 力、 

乙# t は*! I 防阈家粒制の核心でもある。をのために、まづ、官民協力一致谷々^ 
の®^職分に ti じて S 家に奉公する乙と、すなはち臣道實踐」といふことを茈調 
とする 新！ S 民 M 嫌 V 」 確立す ることがあげられ、 この勝-史的任務を擔ふものとして 


大政奚 - iL - s 立されてゐるわけ X る。つぎに、新政治®制に即應 しれ—ぅ 
i 為制を確 辛 f 」 とがあげられ、—に •行政の薄に根本的刷新を 
加へ、その統一と敏活と を 目 S とした官界新態勢を確立す る 乙とがあげら12。 
これらは、 S づれ、2錐 i ¥ ある V 時：；？の1 とともに、少しづ、 では 
あるが、. W 現をみつ、ある"たどへば、もろ^-の 政黨 は、すでに. rl 發的 こ 解 rfl 
して、翼垃議 ft 態勢の完成に一致協力して きて， ^るし、猞界新態勢も宫廳市济.纟 
相成とか行政1化とかの形で、具禮化されつ、 t 。 大11への突入 t 
たる以上、 40とテン.4を早めて、實 現しなければならぬ問 M がまだ A 、 深山あ 
るはづである。 

第 3 、經濟的 要件として、 阜 - S を中心とする日滿支三骑經濟 の自主的建 f 
某"！とする 漂 S の14 立する こと ♦か 毫5れた。大來亞 戰爭と 火東亞吏 



設乃新情勢は、日滿支の外に、 m 方轷濟圈をもふくめた雄大な構成をもつた大束 
&: c :: l : 的 K 防經濟の確立といふ課題を提起したわけである。この大朿亞國防經濟 
の確立のために li 、4 阈みづから♦か、官民協力にょる， 1 a 道經濟の遂行、とく ic 主 
要物 - rr の生產•配鉛•消赀を It く一元的統制機構を整備し、これを某軸として、 
粽4=禅濟力の發展を He とする t ! l 政計 4 T - や金融統制やの確立强化をはか6、世界 
新情勢に對_する贸钻政策の轉換につとめねばならぬ。これとともに、11民生活 
必ぷ抑☆、とくに主要食柯の行給方策の確立、東耍產業、とくに重エ茉*化學エ 
龙•榉 fx 業などの剷期的發展、科學の剷期的振興ならびに生產の合理化、內外 
の新情勢に對晰する交通運輸施設の整備廣充などに努力せねばなら«。かくてこ 
そ、 綜合 國 力の资展を Eli とする 阙土開 资計进 の確立、日滿支を一環と b 大東亞 
を3? ?? する協 |..)猝濟阁の確立といふことも、着々と具馉化されることになるので 


ある。 

Msg : は、人口政策的要件と して、 强力なる阈防經涛の根基を確立し、阈防仑の 
ものの 1 的 Ji- ょび .： S 的强化 を 目標として、. K 是遂行の原動力たる阈民の -itK.fil 
力の向上、左らび ic 人 [] 增加に ij する W 久方策、とくに農業あょび農家の安定 • 
好 y に關すろ根本方策を樹立することが、要請された。 

6?五 は 、杜 ff 政策的條件と して、 W 策の遂行に ともなふ阈民 犧牲の不均衡の iiJE 
を斷行し、 / , / 生 的 dt 施策の徹底を期す るとともに、阔民生活を刷所し、典 ic 忍苦十 
年、 B . V 勒 克服に適應する質 ^ _迂な 3 :以生活の水準を確保す ることが要請された.. 

x xx x X 

右にのべたことが、日本0闢闢防家处設の綱領のあらましのと乙ろである〇か 
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うした根本3:泣の雄論に もとづ v ' て、 その他のもろ{の? f 論、經濟新蹐制確立 
要綱4、財政，ゥ融堪本方策起綱4、日滿支經濟迷設要綱も、阈土計,!£設定要綱も、 
秆平技術新馉制確立^綱％、勤 v > 新^制確立要綱も、人口政策確立要綱も、钸時 
打衫對策4、交 M 政策要綱も、ほとんど全部の具 ffs 的方策が火粒決定され て ゐた。 
大東 4;'. 戰爭にいたるまでに、日本の_防 S ： {氷迚設の根本方針'か、かうして、あら 
まし、決定されて. Q た乙と*たけでも、われわれとしては、大に: is をつ ょくす る •: 
G ると％ S へるであらう。 

いは/1や、 たと へば、新政治15制としての大政萬赞會の机織や、經濟新粒制確立 
耍轵 にもとづく: 5: 监產業統制分の組秘や、勤努新愤制確立 要綱にもとづく 大日 本 
年龙報！ S 分の m 純や、科.ゆ技術新 jfg 制確立要綱にもとづく技術院の設置などのご 
とく、あげれは、數多くの转足活勒が、あらゆる分野に、あらゆる姿で活潑に行 


はれつ、あることは、はなは•た心强いものがあるのである•か、諸般の情勢をみ 
*〇とき、糾 * a ' ができた*たけで、^ -(7)* A ' o *?:, Q ^: ぃ%'«'%'!^<'5:'<'^'£。「戰爭と 
建設」を完遂しょぅといふのに は、 その M M そのものがぼき^^と動かね r だめ 
である.把織は、要するに手段である。統制 <5；の糾織は、生產增强のための手段 
にすざないし、技術院の設®は、秤^技術の一!期的の躍進のための手段に すぎない 
し、大政翼15:會の組織は、 Ml 民各 D の職域にちける [:•: 道12:-踐にょつ -1: w 政の ( nl . rff - 
〆 なる遂行を確保するための- T - 段にすぎない。われわれの脚ドには、まだ人、解決 
せねばなら W 多くの fesl 防 feg 家的要請が、こ K ： がつて 7 D るはづである J 

總力戰は、い i まさに、 H の前に行はれつ、ある。われわれは、この锶力戦を 
遂行しつ、、大東亞國防阈尜の违設を遂行し つ、 あるので あるから、甘<1 と 1 C 、 
世界史上、い^^でかつてない大事^にと.^か、つて， Q るわけである0 
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大東亞建設の綱領 


大束 ':?. の建設方針は、大東亞戰爭*0>はじまると、いちはやく，さだめられた。 
大東亞建設方策を確立するために、昭和十七年(一九四一一年)の 二 A 、 はやく 
4、火 ^ *{;■ 建設难逄 fr といふ官民協力の阈策審議機關が政府内に設けら n た。 そ 
して、 H 本の大東亞建設計丧に對する雄大な構思•か練られたのである。 

大 ill 亞迅設審議 fr と s ふのは、內閣總咪大 1?- を緦裁とし、企#院緦裁を幹事長 
として、 衮 U に、 民間各方 Ifn の 權威太三十名を網羅し、その後 •-/!. 十名に增員し、 


「世界的^革に處する帝國 •，= 年の I * 計の確立ちょびこれと密接不可分なる大朿亞 
共榮阁组没に關する$•要事項の調^審壤しにあたることになつた—稀にみる大が 
か6な審議 ftj 關である C 本年二月はじめに設置すると、間髮をいれず、月末には、 
第一间緦行を開いて、スタ—卜した、内閣緦理大臣からは四つの wg I 大東亞迚 
設に肫する某礎要件はど5か、文教政策は V 」うか、人口政策 li - どうか、そして、 
輕濟建設の某本方策はどうか、といふ四つの大問題'か諮間5れ、審，嫌會から、を 
れ<、の答申•か <f はれたをして、^きつ；，き、さらに、經种建設基本方策にも 
とづいた鑛 Hm - r > f 力建設方策と農林水畜產業/；策と金融財政交 M 基本方策と交通 
某本方策の四つの問題も、 追加諮問され、これに對して，！ P 、 をれの 答申が な 
され、結局、己れら八つの答申の中に、日本の今後す、むべき大東亞建設への途 
は*^づ日本官民の緦 tvs をしぼつて 結論 づけられてゐ る ものと みる こと •かでき 
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るのである c 

ことに、これらの答申案をつくると刍は、審議會の中に、第一部#から第八部 
で、間題每に部#が構成され、部#長 1: は、をれ所管の大臣が 指命され 
て、 官 K 一糸みだれぬ審逄方法を とつたことは、はなはだ 當を得 た 進み方で、^ 
2べきことでなければならぬ。2.れらの答申案は、大部分、單に一審議機關の答 
申たるにと V ま办 、政府の國策 としては 確立され るにいたつて， Q ないけれども、 を 
の宵，議ム針、審秘拇_の構成からみて、今後の大東亞建設阈策の一大莊準でぁ6、 
指針と なることは、疑 a ない ばか 6 でな く、かぅした國 策を中心に して、 政府部 
内は4ちろん、背民ともに、心を一にし、考へを一にして、頭を撕つたといふこ 
と、 仑のこ VJ •たけで、すぐに、大さな政治的意義が あるといふものである 0 



大也亞违 d 審議分の答申を HI じて、大東亞建設の構想をぅか♦かぅ と、 二大別し 
て、 一般方策と經濟方策とに分ける C とができる 

一般方策は、建設甚礎要件と文敎政策と\口政策の三っでぁ$、經浒方策は、 
その他の、經濟建設某本方策と鑛エ龙電力雄設方策と農林水糸產業方策と 金融財 
政： 父；：？；某本方策と交通基本方策との五つである。 

甘づ、大東亞.姐設の茈礎要件とし' t は、「大柬亞建設の基本理念は、わが W 粒 
の^義に則$、八紘爲宇の大義を、*爻ねく大東亞 { e 顧现するに在6、これがた 
め、 各！ g おょび各住民をして、その分に應じ、各々， - C の所を得 L > しめ、道義に立 
脚する新陕序を確立するを4つて要と なす、」とい ふことが明示されたのである。 



わづか この 數行の 言葉であるが、その意味す ると乙ろ は、 深く かつ大 である。 

大東亞新秩序の建設の端緒は、一言に してつくせ ば、眞に大柬亞 的なるものの 
癸見であ^'、 具に日本的なるものの 展間 であるといふことができる 0 -4, して、乙 
の發見し展開せるものを維持育成し、確立する乙とでなければならね。米英蘭の 
搾取地帶たる 舊秩 序の 中から、 大東亞人の大束亞、アジア人のアジアといふ 新秩 
序を建設するためには、 かれらの 舊統治體 制を 完全に 拭； 3 去 6、 これに代るべき 
建設の it 本 «! 念をしみこませ、米英の哒 迫から 解放された原住民の 自覺を 某 調と 
した新秩序が確立するのでなければならぬ。 

中心某調となる，ものは、 s ふまでもなく、八紘爲宇のわが肇國の精神である。 
肇國の大槠神た る 八紘をもつて511と a ' す本義•を、火東亞$ に 顯現する こと •か、 jt 
義にもとづく大 4 i 亞述命共同贈建設の礎石に II かならないのである。 


しか4、大東亞建設は、ひと$わが皇_のみの贵任といふべきではない。大東 
亞全域の原住民もまた、皇國を屮核！ 2- とし、指薄標として、をれ 入、 の分に應じ、 
力に應じてこの大業にいをしまねばなら«立場に立つ。だから、日本の大東亞建設 
と S ふこと も*前に一言した や 5に、 それ •か、大朿亞各地住民の 共 MH 的たろ事 
K を、各住民の G 覺にもとづく信念として、確立せしめ、をの共同 n 的達成のため* 
つょくしてかたい民族協力態勢を完成し、 ともに 苦しみ、 ともに 樂し〇精神の も 
とに大柬亞各地各住民が、をの総力を集中し、共同戰線たる迚設工作にょろこ / L で 
菘掩的に贵加してくるやぅ、一切の施策を實行するのでなければならない。 

籲 » 

それがためには、大東亞民族啓蒙運動といふこと*か强力に推進され る 必要46 

るで あらぅ。 

だが、 われわれのとくに注窓せねばならないのは、大東亞 M 力戰態勢の確立と 
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いふ ことで ある。大東亞新秩序の建設が、 成功する も失敗す る も.一に #!- つて、 
大東亞緦力戰勢 1 の確立、大柬亞阙防態勢の 確立といふ ことにある。 
大東亞建設は、同時に、大東亞戰爭であることを忘るべきでない。 

大東亞全域の人的要素ご物的要素を綜的集中的に動 M 活用し、仑の總力を發 
揮せしめることは、大東亞戰爭遂行力を增强する赴大の方途である。 戰力¢9$ 化 
以外に戰爭に、勝つ方法はない。戰爭に勝つ以外に、建設を遂げる方法はないの 
である。 . 

XXX 

大 S 建設に關する文敎政策1口政策も、要は、かぅ した大東亞建設の 基本 
理念につ！/. くものでなければ なら WO 


大屯亞建設審議會の答申した文敎政策は，をの構想にち S - C 二つの面をもつ。 

一面は、空阈氏みづからに對する文敎政策であ6、一面は、大柬亞各地各民族に對 
する文敎政策である° 

長年月の問、英米思想の文敎政策にょ〇て癸展してきた日本が、この舊態勢か 
ら脫却して、みづからの能力とみづからの思惟とにょつて、大東亞全1®の a 生、 
建て I ^ L ' しにと4か、つたのであるから、皇阈民みづからの文敎的再錬成は、絕對 
の耍件であ6、これなくし1:は、到底、大東亞の指翦的地位に立ち得ないはづで 
ある。 

•たから、大朿亞建設に關する文敎政策の要點は、皇阈民に對し、火東亞建設の 
道袭的使命を體得せしめ、大東亞における指導的阈民たるの資質を M 成するとと 
もに、2.れに應じて、大東亞各地各民族に對し、かれらをして、各々その分に應 

1 w 五 
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じ、 仑の所を得しむ るを 本旨とし • 仑れ<、の姿に即した 敎育 •言語 •宗敎•文 
化の//策を確立するといふことにもとめられたので ある。 

fl - ifs 的にいへば*わ•か阈民の一人一人に、大東亞建設の^家的•歴史的必然性 
を C - S せしめ、大東亞の中心指導阈民たるの資質を ft 得せしめる ことを 中心自的 
とし、 これがために、文武一如の精神を基とし、剛健高邁なる精神力を昂揚し、 
歷史敎育の刷新、日本諸學に基礎を置く大典.；制度の再確立を圖り、大東亞的人材 
の- fr - 成に全力を集中する*といふのである。 

この 方針で、 たと へば、阈家計畫に もとづいた 敎疗の運營、條業 年限 C /) 短縮、 
文 軍敎育の 統一、 私立 a 校 制度の改革* 學校敎育 偏重の 是正などから、 當 面の 施 
策として、南方 派遣 要 M に對する特別の 鍊成 方策な ど、 いろ^.の箪 新敎育 的な 
文敎 政策が t じめ にと- C ' あげられる乙とになつ て， Q るのである。 


さらに、大束•亞迚設に關する人 n 政策いかん、といふ政府の諮問に對すろ赛縵 
#の答申の內容•か•例の基本國策要綱にもとづく人口政策確立耍綱の趣旨を、さ 
らに一步 Hii 進したものとなつたことは、當然のこと* C なければならぬ。 

をの根本本針は、要するに、大東亞戰爭をあくまで遂行し、大東亞建設を完全 
に 遂けすべき重大任務を もつ わ*か，^:國敁を、量的に增加せしめるのみでなく質的 
にも 向上せしめる ことを 第一義とし、さらに、南方進出名の配 a 計赉やその資質 
の 向.！：，： wli か.〇、 また、 大東亞全體の人口增强ねら ふことにある。 

わが 皇關 ix- の 人门增 强がなんといつても、火東亞建設の某 軸でなければ ならな 
S わけであるが、このためには*すでに政府として決定して、阈民に發表濟みの、 

人 P 政策確立要綱の中にか、げてある諸方策を、一段と强力に ' 實施し5へすれ 

♦ 

ばょいわけである。 
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大柬亞の新天地を背货ふ て 立つ皇國民の * g ： 兩面の增强向 _ U よ、 絕 對の翌 請な 
わけであるが、とくに、具 ffatilf として考 へられて， q るのは、 

&村人 口と して緦人口の四割^ けを確 Tafic 保有すること。 

大都||»- への人口集中を防止し、むしろ積極的に^---心するや5にすること0 
動勞態勢を№1]新し、 とくに 勞務 者の保健施設を改善すること。 

結婚と出生を大々的に獎勵 すること。 

牛：活必：物货の生產配給を改善する d と0 
結核の豫防•撲滅を本格的に實施 する こと。 

母性ちよび乳幼兒の保護を强化すること0 1 

大趙、かぅした具體策が と- CN あげられたのであるが、これらは、すでに 着々* 
施に 移されつ、ある^とは、われわれのよく知る M $である。 


大體、大柬亞共榮圈は、人口的にみるご、大雜把な數字であるが、 

支 那 四值人 
印 度 三億人 
日 本 5人 
滿 洲 四二〇〇萬人 
佛 印 二三〇〇萬人 
ビ y ► 1五〇〇萬人 
泰 一四〇〇萬人 

フィ9ツビン ー三〇〇萬人 

マ レ ー 四〇〇萬人 

といつた顎序で、練計九億餘に上るのである♦か、一億の日本人•か•他の八億の火 

一 W 九 
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柬亞 K - 族を リー•卜しょぅと いふのであるから 、まことに、われわれとしては 、 S 
任の 5;大なことを思ふと；11:時に、やは办、量的に人；3を增すことと?5的に民族生 
を向上せ しめる 乙とにょつ て， 人 P 的に も、これら 八 1 S に對 r る 大きな成 力とな 
らねばいかぬ と S ふこと になる。 

ことに、數的には、わが大和民族に四倍もあ〇、質的にも わ •か民族に 次ぐ優秀 
民族たるところの支那民族 Q 存在•か、大東亞建設上永久に大—問 f して T 
る ことを 考へる ときは、われわれとしても.ます^. 、大きな 赍悟 が耍る わけで 
ある。 

X XX X 

3て、最後に、大東亞經濟建設基本方策であるが、 これは、 ある 意味で、大東 


亜杜設の最大課題で あると いはねばならぬ。なせなら、大東亞戰爭の® L 接の動因 
は、米英兩 arh - c が大東亞に おける 皇國の發展を阻止し、とくに、經浒的咿迫を 
加へ/ I ごしたところにあつたからである。 

日本が大柬亞戰爭を遂行しつ、とくに南方 M 濟力を完全に把捉し吸收し消化し 
て、大柬亞 S 防經涛態勢を確立してしまふことが、大東亞戰爭に最後の勝利を得 
る所以であるのは、このためである。 

大來亞戰爭は、大柬亞 a 設のために遂行されつ、あるのであるが、火 Jfi 亞迚設 
は、この大 ii 亞戰爭を勝利にみちびく唯一の途であるところに、わが皇國の當 Ifif 
する【戦爭と迚設の難關があるのであり、容易に突破し•かたき難關であるだけ、 
これをわれわれの總力をあげて何年何十年の尔月がか、6、孫.' J * の代までか、る 
やぅなことが豫測3れや5と貼古'一れずあくまで突破することは、八紘爲宇の天 



? われわ 2 づからの手にょつて繼し 奉 f とになる ので あつて、 お 1 .2 
1 C 、血? 51 き肉 躍る 心ひさし まることであるといはざる^，得2 0 
すなは ち、 大東亞轾濟建設の目標は、大東亞建設の 根本 理念を、をのまゝ經濟 
面 { C しみこませ、八紘名宇の大義を大東亞 各地 域に 顧 現し、道 *にもごづ く大來 
亞の—新秩序を確立し併せて新世界 S の雲に積極的に ； Kf るにあるので 

ある。 

;:から、この大 n 檩を達成す るた めには、 なんごいつても、 大東亞 の综 泠 經 > 
力を 發报 し、 大東亞防衞に必要なる c 主的阈防綷 濟を完成する ことが、 絶 對に厶 
要と なる。 をして-この 「絕對の 必要」 を 可能ならしめ、 大柬亞の綜合經濟力を完 
全に發探せし#るた めには、 さきにのベた文敎政策や人口政策と态なじやぅに、 
中心—— - K みづからが、 いつまでも、 ユダャ式利 S 求主義、 a 由省 


の軒沪觀念で杓をいぢつて. q るやうなことでは、絕對にいかぬ。國肋覜念を明 m に 
し、.枝 fewfts なる- K : 族意志を劫掲し、直接開發に必要なる科學技術水準の劃期的 
向上をはからねばなら«。しかも、皇'國の指導下に立ち上つた大東亞各地各仆民を 
して、大東亞新秩卬の建設の成る成らな S ♦か、直接、自己の運命に火 さな 影* 
あたへる太事 53;' を •=« せしめ、2.の共同目的违成のために、ともに苦しみとも {C 
欒しむ心構へ を もち、 ffi 極的にわが4國の指導に協力挺身する やうに せねば なら 
ねこと •か* とくに、 ^ 濟の上に お v' て、 絕對 {C 必要で あることをょ《, 認識 さ 
せねばならないのである。 

大東亞經浒建設のためには、をの具 ft 策として、農業や林業や水齑や杏赤•を 
どうするか、鑛業や工業や電力やをどうもつてゆくか、大 ii 亞の交 M はどう 
か、そして、金融や M 政や交姑やをいかやうにとうあつかふかぐ、大きな問題と 

1 SH 



なる わけで ある •か， をの 根本某調と しては、 ま づ 、右に の•へた 2 L とで盡きるので 
ある。 • 

X X X X X 

';!. 阈 IT 年の長計としての大東亞經濟建設方策を考へ るに あたつて、われわれは、 
現. K - ic 大束亞戰爭を遂行しつ>•あると s ふ當！@の時；？に照らして、乙>-に南方經 
濟违設を V 」5考へねばならぬかといふ緊 ^: 焦眉の課題に m ひ 至る ので ある 0 
南方の it 源は、端的に s へば、大東亞戰爭の一面を資源作戰にもつていつた重 
大な芡镥となつてゐる。この南方資源、2.の南方經濟をいかに把揾すべきか、と 
いふことが、大 A - 亞戰爭の完遂に、もつ とも a - 要な關係^, もつ ので ある。 

南方經濟をどぅするか、の前には南方統治を どぅす るか、の問題が ある。 


これについては •第 - L - 十九 帝阈議會 ( 昭和 十七年一月二十一日)に £- ける東條 

首相の施政"針演說のなかで、 S ちはやく明かにされた方針♦かある。 MEtl されて 
1 Q る人もあら50 

杏港と、マレ！とは、帝！！の大東亞防衛の據點として、 lit 接統治 F に fs く。 
フイ9ツビンは、大東亞建没に協力するならば、獨立の榮#をあたへる。 

ビ少マは、ビ少マ人のビルマ违設に路力する。 

インドは、インド人のインド建設に協力する。 

蘭 np は、 インドネシア民族をオランダの 1¢ 制ょ 6 解放し、同地域をイン•トネシ 
ア民族安住の 地とする。 

濠洲 • ユージーラン ドは、 帝國に 對し杭戰 を 繼綸するならば 、これを 撃碎し、 
住民協力し来るならば、仑の M ' ld : と癸展に協力する" 

1五五 



尺糌、か 5 いつた方針であつた。 

南方統治の方針は、， <■ の後、この大股則にした•かつて、着々進推しつ、ある。 
フィリッビンもビ少マも、漸次•大柬亞建設の 一 K をになふにふさはしい姿を整 
へてきたやぅである。 

ィンドと 濠洲 *• ょび-ー ユージーラン ドだけは、いまだ、海のものと も 山のもの 
とも判然しないが、大勢は、すでに、仑の;/ 向を決してゐるのである。 

南方統治の方式として、‘^國は > 占領地域に軍政を施行し、廣大なる新！：土に 
おける施政の統一保持につとめつ、ある" , * H : の强力なる力で*「戰爭と建設」•か 
推進されつ、あるわけである。 

南方占領地の •-»••. 政は、地域的に陸海で分攒し、現地には、を U ぞれの軍 -- M ] 令 W 
の l.- , --lm. f? 以外に、格別の統抒飧關 4 置いてな S が、「軍一政とはいへ、む /> ん、行 






政. J 卞 W には、各省 または民間から商拔され た 優秀なる文官•か、 司政， , H * として ® 
躍するのである。かうした 地方 現地の軍政は、中央で統括す る 問 M も あれば、地 
方 か f で、現 2 間で協 (f める間 ft 得る わけで t 。 南音 S . 
基本事項は、いふまでもなく、中央に态いて、民盘をも徵した上で、 きめる ので 
あつて、乙の十一月一日から新設された大東亞省♦か 3うした 重要な 役割に あたる 
のである•か、軍官民の迚辂事項は、甘す^^多くなる わけで ある。 

さて、南方占領地の統治上の基本方針としては、當甸の示し/ 2つぎの 十 大 原則 
•かはつき6して £) る。 

1、 現地の攀情に即するやうに行政を行 ふこと 

2、 つと； e て現地人を利用し日本人は樞 f 地位にの tc — こと. 

3、 原住民の宗敎を#*する こご 

一五七 



原作14:に對しては恩 at 併用*いやしくも小乘的愛撫に pis しないやうにする 


5、 沿 W 人に對しては、假借な5態度でのどひこと 

6、 *.«!阈人に対しては/ X :好的態度での eli * こと 

7、 -).'..- f 脩は十分に利用すること 

8、 礓地住民に對しても和當の負擔を ft はそること 

9、 進出邦人を联遝、阈策に反する行勖を3せなぃこと 


10、坝地住民に對し、日本^の ilfeII 及につとめること 


I 


以上は、昭和十 t : 年(一九？：二年〕四月十-日陸軍谷軍俗局加' if 中^談として 
»表5れた「南方杻設の大構想のなかに示3れたものであるが、をの4<^介は 
い ^ .、常囁旳な' , ' !1'|で、今浚とも、かぅした心傅へは、保柃されねばならないと 


と乙！'/ , ' > てあらぅ，— 

X X X X X X 

南" S 政策と S 古のを、 「戰爭 i 設」と 5ふ観點 から考へ 

ることは、わ 

れわれのとくに心すべきことである。 

火 ili irrr r - n - 姒 ii : 策の m 要な 一 JS としてみ た南方資源も、現. , W : には、戰 P ンフ 

*»:.(!■' ■發しつ、戰爭せねば ならぬ姿なので あるから、 乙れを平時的な頭で考へ 
た - b 大間遂 W でぁる" 

Ifly / J'i 源に 對する杻本施策方針として、 當 ;..} のまづ明、小した のは、 

V 一、赍源の SS 保、 とくに戰平遂 行上絕對 必要なる資源を松拖 的に確保す るこ 
とで、大 束亞.料爭の资源作 ^ 的一面て ある。たとへは、 石油，ゴム.•銅 •鉍 • 



\ : • . 
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鉛•亞鉛•クローム•マンガン•ボ I キ•サィド•ニッヶが鑛•鐵轉石•麻 • 
キナな VI 、これである。 

第二は、南方資源の敵側への流出 PQ 止で、これは、戰爭前の敵側♦か、南方資源 
に對しては、わが 阈と 同様の依存關係にあつた事實に即應し、敵側を^^的 
に封鎖、^迫し やうと いふのである。これは、大東亞戰爭の甫要な一性格と 
s ふべきで、かつて、日本を經濟的に 1 C 服し ようと か、 つた 米英は、逆に、 
日本に よつ て經濟的 IR 服されるかどうかといふ$:要な點である。 

第.- r ; は、作戰軍の現地自活の確保といふ Z . とで、遠 S 海洋に散在する多數の岛 
啤に據•る現地軍が、さらで•たに逼迫するところの船舶によつ- C 運ばれる物資 
に期待しなくなる*たけでも、1つの大きな利點となるわけである。 

第四に、現在存立する現地の企業をわ•か方に對して協力するやう誘琪すること 


で、乙わに成功するがどうかは、南方經蜱建設の成否に關係す 30 ことに、 
「南ルに支那あ $ ' といはれる華僑の企業を うまく 活用する だけでも、大きな 

ブラスである0 

火 ST かうした一：つの基本方針がとられたのである•か、南方 S の開發にあ公 
•つて iT これもあれもの慾#式開發にょらず、'戰爭と建設」の根本方針に則つた 
牴位をさだめ、第一に、戰爭遂行に： 1 U . 接必要なる重工業資源，たと へば、石油 • 
® •銅 - f どが、眞先に開 f るべく、ついで、わが g の S に應じ漸進的に 
開^3るべきである、とされてゐるのである。 

乙、で、とくに東 f のは、南方に存する過剩資源—うするか、といそと 
である-これをートンーリットルといへども、敵側に流出させ W やう it すること 
は、前言のや5に ff ととして、3て、わが國の—から、大東亞全贈.とし 
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て、これを•どういふ形で處理するか、といふ問題かある。 

たとへば、砂糖•ゴム•錫•米などの 過剰 物資の處现につ v > ては、 S しあた*"' 
つぎのやうな途が考へられ、あるものは、すでに、着、々、 實行 されてゐろものの 
やうである. 0 

1、 貯藏して、有事に備へること尨、なんといつても重要なことで、ストック 
のきくゴムとか錫とかについて 考 へられねばなら W 。 

2、 船 rii 次馆で、他の大柬亞地域たとへば滿洲支那方'¢1に廻すことは、ある福 
度まで、砂糖などについて考へられる。 

3、 同じやうに、盟邦 ドイッ•イタソャに M してやれる物資も考へら n る。 

4、 用途の轉搀で、たとへぼ、科學技術の動 II にょつて、砂^のァルコール化 
ゴムの商級澗淵汕化、マニラ麻の インド pk •ジユート代州、コブラの 燃料 化な 



ど^山ある。砂糖のァル nL ' ル化などが本格化すれぱ * gi 在 H 本で行は n て 
ゐる坞鈴薯*甘薪のァ少コーグ化の代用と4な6、禺鈴薯*甘^を仑れ*たけ 
餘計食棟に M す2. と' かで きることになる。 

5、砂糖などについて、作付轉換といふ乙とが^へられる。砂糖 l *: rli を棉花 . Mic 
轉拎するなどである〇これは’むろん’從來砂糖品に—土狞生活して〇た原 
住 U - の生活#業に影響する大問題である ことな どについて、愼宽な収扱は要 
いるで あらぅ 0 

大東亞仝做にまたがる產業立地の計畫につ s ては、大來.亞建設審議##0前途の 
滓巾案においても、ある程度考へられ、また、 it 本阈策要綱にもとづく n 滿支經 
濟迚没要綱にちいても、考へら H たことである'か、大 Jli 亞建設の產業立地的 ffla 
としては、大 f 5、 そ/ I なと z ./) で盡きてゐるのではないかと思は n る〇滿洲阈こ 



つ S ては、鑛業および電力事業の劃期的振興、これを某礎とした適地の $ 工業およ 
び化學工業が考へられ、支那では、 纊業 および鹽業の振典が重點で、棉花その他 
の特產物が- > n : 視 3 れる。南方に資源が豊富だからといつて、製蝕業 •ァルミ エ業 
などの重要產業を南方 諸 域に 起させる ことはいろ^- 間 題があるであらう•か、さ 
ればといつて日本を第二の英帝國として、「世界の工場」化する乙とも&國百年 
の大計としては、 考へ もので あらう。 、 

なほ、こ.' W でとくに 注意せねばなら« ことは、 從來 r 資源的考虛 にもとづいて 
重視 3 れた國內の人造工業、たとへば人造珩油、人造 ゴムな ど、 ァルミナ エ業、 
貧纊處理などの立場である。これらは、一寸考へると、南方資源の日本歸屬で、 
もう力をいれな くと もい S やう tc 考へられ さう である*か、なか-^ さう はいかな 
い。南方 II 物資源の確保♦か現從化するのには、「戰 f と 建設」の今日、なほまだ 


先のことである2.と、海上輸送と S ふこと♦か大きな間® V ある己と、供給は 
增大したかもしれ «* か、需要もまた、戰域擴大で犬いに增大したこと、人造物に 
は、性能上天然物よ$優秀なものがあること(たとへば、人造揮發汕は航空槻油 
として、天然揮癸油以上である、人造 ゴム も同様)などの理由があるからである。 

なほ、をの外、大東亞®設、南方建設には、具體的問題が、無數にあるのてあ 
るが、ぁら爻しの輪郸をしめせば、以上のゃぅな乙とでぁらぅと^ふ0、 


因みに、大東亞 is 設審蟥會は、その後、本年十一月一日大柬亞省新設と同時に、 
同省に移管3れ、今後は、もっぱら、大東亞齡牌建設の具體的な綜合方策の審議 
にあた る ことと * つて. Q る。 
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ナチス1:おける「戰爭の f : めの建設」 

, • » 

X 

為ょ仑世界 S づれの阈 でも 「强い阈 ' になら うと願はぬ^はなく •いづれの阈 
でも 自由な 國 j にならうと望ま V 3 S はな v ' であらう。 

しかし、 もと <「強い0」、「自由な 國 - であつたのが、なんらかの事情で、 
不自由な國、强くな SK にうらぶれた國なら、3うした願望はとくに撖烈なは 
づである。 

'その一番 ss 例を、わ n . われは、一九三三年(昭和八年).^ナチスの阈となつ 


た ドイツに みる こと.かできるので ある。 

ナチス•ドイツの指^者となつた當初のヒトラ—の念頭には、 1 H も早く、一 
年でも早•く、11國ドイツをもとのょうに、「强い國」、「自由な國 j としょうと S 
ふことしかなかつた。彼みづから靑养の命をかけて^らう Vi した祖國は、一たび 
戰敗岡となるや、底知れぬまでのうらぶれ方を示し、情けないほどに「强3,」と 
「〇由さ」をなくしてしまつたからである0 

ヒトラ—•か、ナチス第七人目の黨 H となつて、政治家たらんことを志したのは* 
母の死に際して 4 落さなかつた M を祖國の沒落ぶ6にはとめどな く 落した とい ふ 
事實で 6 わかるや 5- に、祖一:にもとのやうな「强 さ-ご 「自由 さ」 とを と办戾し r : 
い一念からであ-つたとは、マイン•カンブフといふ c 叙1#で、ヒトラーみづから 
ハツキリいつてゐるのである。*たから、己の間のな•かい年月、苦しい茨の道を步 



んで、と-政府の首班にまでたど cv ついたヒトラーに、いまこそ、，での渾身 
の力をふるつて、ドイツに , 强 さ」 と rc ： 由 3」 とをと- CN もどさねばならぬとい 
ふ勇^心*か、ゥツ然とし1:、も^'あ•かつたことは、十分想像のつく2.とである。 

仑して、'ヒトラー•か祖阈に「强さ」と「自由 3 」 をと. cv,pVj す M 善の道は、た 
K 一つ、「戰爭のための建設」といふこと以外になかつたのである。 

ナチス•ドイツは、ヒ トラー の指導下に、 a た ひきな 精進を つ^ ，ける乙とにな 
つた。 r での：： I 標は•一切♦か、「戰爭のための建設」にちかれてゐたのである。 

しからば、ヒトラ I は「戰爭のための建設」といふことをどういふ風に考へた 
のか。どうして、乙れを絕對唯一のドイツ復興策と考へたのか。 

仑れは、說明するまでもないことである。 

t トラ—は、前の第一次世界戰爭で、ドイツがどういふ戰爭の仕方をしたか、 


なせ敗戦の 憂：：： をみねばならなかつたか、仑の浚の世界、とく K 歐洲の 情勢ょ ご 
ぅか、といつた點を槠細に反宵し、研究した結果、結敁、さぅいふ結論に達した 
爻での2.とであつたのである。 

前の第一次世界戰爭は、ナチスにとつては、建設の絕好の活資料で あつたわけ 
である。 

# 舞 

X X 

一九一四年(大正三年) 八月に 紙祀した戰爭 は、 四年 過ぎても*なほ勝敗が決 
しな かつたが、 陸上に おけるドィッ 軍は、 大趦に ちいて各戰線とも終始有利な 戰 
鬪 をして， Q た 3 と6わけ、一九一八年(大 E 七年)三月に西部戰線に心いてこ、ろ 
みられたドィッ眾敁後の總攻擊の ごときは、まことに、はな人、し f ものが あ〇 
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た-0攻搫ま/2攻擊、突述につぐに突 -'1 をもつてせるドイツ軍は、まムたく問に、 
英师聯へ：： 軍の 聯辂を遮斬し、アミアン近くまで 迫つ た。英軍は、はやくも、本 W 
めざして 退却の 準備をはじめ、佛軍は、酋都パ リ ー防锲のために集結を はじめつ 
、あつた。 ドイツ得意の 長距離砲陣がパ？ 1 の表玄 關をねらつて、一切の 準備を 
完了さへしてゐたので ある。 

ドイツ軍の決定的な勝利は、‘もはや疑ふべからざる ことの やうにちもはれた。 
その上、ドイツ本网内は、事實 k 、 敵軍の一兵の侵入に對して さへ、 完全に 防 
護され て.0た。全世界 戰 ^ 漠々と 稱3れ ながら も、 四ヶ 年善戰 のドイツに、やう 
やくにして勝利の女神が微笑みかけて， q たかのやう ^、すくなくも 戰線の表 ¢1 は 
なつてゐたのである。 . 

しかるに％か、はらず、ドイツは、結;.0、あのやうな慘ましい敗戰阈となつて 


しまつ亿のである。 

戰爭の W 々年間、終始、功敢な一步兵として、? ff 一線 ( C 活躍し/2苦さ戰士アド 
火フ•ヒトラ—にとつて、勝ちつ、敗れた c 己の祖阈の姿は、 s ひしれ W 悲しみ 
であつた。 g 多威な彼の胸奥深く、この慘ましい事實のよつ- t : きたれる原因の 

一つ一つが、いと も克明にきざみつけられ*ことは想像に •!; くないの である。 

e トラ—•か、ま， p なく、苦難な 政治 生活への 撤底的 活動を決意したの％、要す 
るに、この祖闞の 慘 せし い沒落の 姿を 眼のあた $ まざ<、とみせられるとともに_ 
►v のよ つてさたれる原 W の货相*かつぶ5に、銳 s 眼でみと ゞ けられ、放い耳でき 
、と v けら n たからにほかならな S 。 

一舉にしてネグロ國なみに沒落してしまつたドィッ帝！：、祖國をもとのやうに 
雄々しく起ちあ'からせよう、もう一度もとのやう R 强い，自由な^にしよう。仑れ 
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K は、 自分自らの一生を、 全身全魂を うちこんで、政治 建投への II 行 (C 挺身す る 
« かにみ ちは ない。 - 

ナチス•ドィッの 「戰爭 のための建設」は、 かうして，ヒ トラー •か二十 幾 歲に 
して、 政治的活動を決意した一九一九 年 (大正八年) からはじまつたともぃへる 
?ある。一わた4設を終つ て、 戰爭 にと上、 つた一九 三 九年 (1 十四年) 
から勘定す ると、 丁度二〇年前にあた 

る乙と K なる〇 

XXX 

第一次 大戰にひさつ V いた十幾年のドィッ沒落期は、 ナチス史的 もしくは民族 
癸展史的にふ- CN かへつてみれは、いはば、つぎにつ d へき「戰爭のための建設」 
隼備期であつたともいへるであらう。 


端的 R いへ ば、ヒ トラ-- ♦か ドイツの政權を 一手に 委ねられるにいたつた一九 H 
三年(.昭和八年)といふ年から6>、具の建設期であつたのであるけれども、ナチス 
建設は、 あく 4 でも、ヒ トラー のこの 第一次大戰に對 する 挺身 的賴驗が 根本の甚 
調をなしてわた ばか^ 'でなく、 戰爭終結と同時に 開始され/2 ヒ トラ— の奠劍な 政 
治活動な くして 一九 三三年 (昭和 八年)の政治的榮 冠と 建設への間髮を ぃれざる 
スタ—卜の あらぅ はづもなかつたからで ある 0 
そ も'^、 前の 大戰に敗れた ドイツは、 一猜ど 5 S ふ國に なつたのか、一 わた 
$想ひ*たしてちく必要がある。まづ、なにょ4も第一に、軍事的無能力阈になつ 
たことは、いふまでもない0 

.「北 フランス、ベ火•キ I - アルサス p 1レンょ6十五日間に撤退すべし Q その後 
の 十日間にラインランドょ - cv 撤退すべし 。聯合 軍はライン 左岸を 占領し、 ヶルン、 

一七三 
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r-v レンツ 及び マインツの楫梁を 占領す 。ヲイン右岸にて は 十キロの中立地帶を 
sn .?? け、ドイツ軍の立入-^を禁 J :: す * 方に ては、 一九一四年當時の阈境 R 甘で後 
退すべし。 W. 〇〇〇門の大砲、二 71'. 五〇〇挺の楢關銃•一七 〇〇寮の飛行機は 聯八" 
軍に引渡すべし。搀關単五〇〇〇臺、貨車一五〇〇〇輔 、自動車 五 〇〇〇 茶、 全部 
の潜水艦、戰艦一〇隻、裝屮巡汴艦六隻、巡洋艦-'/\货、軀逐艦五〇隻も、聯合軍 
に 引滩すべし。ドイツ國 1:對する 封鎖は依然艇紿す u ° 

これ •か、一九一八 年(大正 七 年)一月 一〇 tn ドイツ軍侧に呈示5れた休戰條件 
であつた。さすが - to 軍阈ドイツも、これで、完全な丸 W - にされてしまつたのであ 
るが、 その上に 封鎖 戰、飢餓戰をも續行するとい ふ 徹底した 1 ]!?:<求がなされたので 
あるをして、さらに、この 一時的 丸腰 { C 對して、恂久的丸裸を要求したのが、 
ゲエ少サイユ條杓であ6、仑のぅちのとくに艰備禁11-.條頃であつた。 


「陸軍の常備水は一〇萬を限度とし、將校の數は四•〇〇〇を超 § ろベからず。 
匁^本部 , i び軍^行政槻關は最少限度に之?:縮少すべし。兵器、軍用付料、軍# 
工場の施設は之^禁止する。とくに戰車のやぅな攻漀的武器の製造装惝 ulf:,-!{c 
之を禁止する"義帒逍兵制度を廢止し、志頓兵制度となすべし。海軍においては- 
沿海防- m / H の軍 K のみ之を許し、潜水艦の所存を許さず。な II 陸海軍と.、っ , f : 川禰 
は*2封に之を保有すべからずコ飛行機の製作も之を然止する〇要塞の大^^沿岸 
防備施较は、すべて之を破毀すべし。」 

これが、世界最强の陸軍、英！ I につぐ大海軍を誇つて»たドイツに G はされた 
屈娣條项の內容であつた。むろん、あらゆる分幵で力^$て講和の已むなきにい 
たつたドイツとしては、どんな内容の脩約で 4拒むわけには行かな かつたので あ 
る。ドイツ全權も*ゲユルサイユに出かけたことは W かけたのであつたが、眾に 

一七五 
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講和條杓書を うけ 取るために出かけた ので、 條約 會譎 のために 可否を論ずるため 
にで かけた のではなかつ た。即時 調印しなければ、聯合 軍の即時侵入、ベルリンの 
即時堪暫あるのみ、とフランスの新聞はさかんに威嚇して&たのである。ナチス 
が、^ ある 每に、ヴ H ルサイユ條約を 目して「强 制條約」 だとい a 、 こんなパカ 
げた^扣储 約な ど あるものじやない-<0いつて罵倒してきたの次、あも，^:、あの 
常時の 悲 tft を絕えず想起したためで あらう。 

とにかく、完全な武裝解除をうけた大戰直後のドイツ•か、一時黑人阈 にもひと 
しいもの { C な4下つたことを知る者、今日の强大ドイツ國への建設ぶ $ の偉大 さ 
を世紀の^異だ、と^へるのもま2.とに無理なら W 話で ある 0 

そして、大戟の結果、ドイツは、さらに、經浒的無能力の阈となつたのである。 
ゲエーサイユ諮和^約歸結の翌日、ドイツ政府は、國民に對して、「吾人の損失 


…：.屮產地鉍の二割、阈民の一割、石炭產額の三分の一、パン粉及馬鈴碧の全生 
產? fn の四分の一、钱鑛の五分の四.殖民地と商船との全部*」といふ#表をし/??ぅ 
であるが、とくに、ドイツが一八七一年(明治四年)の-^佛戰爭にょつて#たア 
ルサスローレンを再びフランスの手に奪 a かへされ、ザール炭田地方•か十五ケ年 
問フヲンスの委任統治に附〇 n た後、その^婼を一般投禀できめる乙とになつた 
2.とは、ドイツ資源の一大 ffl 失で、 P 丨レンの鐡、ザールの石炭を喪つたことは- 
ドイツ 將来の M 濟 1 UM が完封？れろ ことを 意味し/2のである。をの外、海外植民 
地の全部•か沒收されて、しまつたばか6でなく、一切の俊略地に i ' ける一切の报 
-*>;: 賠扪として、爻づ-*1ケ年内に、現金、物品、船舶で二〇〇憊マ/^クの支拂を要 
求され、ついで、一九二 一年 C 大正 一〇年〕 五月、阈際賠 ®# i :- i 會から一三二〇萬 
值マ斤クといふ天文學的教宇の賠值金額•か、その胺格な支出方法の條件附で M 佐 



て、ドイツ nt 政經濟は、まるつき-®'.4¢なしの M 化ぶ^'を；不すにいたつた。仑 
の ■•. この天 va 的數 -/•- もド—ズ戈やヤンゲ尜と S ふもので、漸次に、较扣され 
て行つたもの0、こ0過'1の脐位佥支拂は、必然の勢として外資.0愉人インフレ 
—シヨン政策の遂行、 HI 政^入の不 111 、公^濫熒といふ一聯の破綻を誘發し、つ 
S にドイツの机 frrll * n :>)' l - として v '- i 拂つた方が金 n にな-^、さら^燃料としてスト 
I ブに n 3 た;/が m #: へ"あるとまでいはれた前古未 ft- 有の M 性イシフレーシヨン 
時代を? U 出し•對内的に4、對外的にもドイツ終濟の完全な無能むを招來するに 
いたつたのである。 

•たが、敗戦したドイツのょ 6.3: 人な榨相は•第三に、思想的無能力の W となつ 
たことである もと^-、ドイツの敗戰 HW •か、當時の左 ^ 過激思想の W 内潜入 
て fl-r . w したと S つて％い s のであるから、戰後の M 想的挪：能勺はむし/>常然の結 


?■ あつた。もと—、儿產主袭^にょる勞兵委14钤などいふもの.か現はれて、 
危くロシヤのやうな亦色政撳•かてきかけたところ、ドイツの傳統•か物をいつて、 
轱 wd . ffK ' 卞々葙政郴に^しついた、といふ輾緯があるので、戰後ドイツの阈内 
^は、ゲ#タツシーの思想活觔がこと5らに强大な力をもち、政治*#|:會*文化* 
輕濟な‘-阈内のあらゆる分蚜を支配したのである姐想なんらの解決力、货 
»りを政治的にも社#的にも經濟的に4苓たぬデモクラシ—に支 ffi された戰後ド 
イヴの思. «. 界の況述は，はなはだ徹&したものであつた*か、仑の iii 迷につけこんで 
地盤をかため、ドイツ阈家社分を蝕んで to たのが、ほかならぬユダヤ人及び. L ゲ 
ヤ见想で、大戰後のドイツは、かうして、咬るつき6、ドイツ固有の思想％ 1 H : 界 
觀％诉學も喪失してし爻つた精神的無能力の W となつたのである。 

だが、 吉1<|鱗 «は 來翁•か，.! U とやら、 太%後のかうし* 慘伧 たる無能力ぶ 6 こを 

i 一七九 
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は、偉傑ヒ トラ— をして、今日の大ドイツに甦^せしめるにいたつた一大敎訓に 
(5 かならなかつたのである -0 このことは、 ナチ スの發 Mit を！! <" ものの61: しも疑 
は2と乙ろでぁる"勒^>汝を玉にす、苦しみ匕もレ^'队ん』^>/1»^>_£へハ^ 
は、 へへ ^: mntc * 」、 ド VHL. ^: nir^ f ' r し心 
ヒ トラー ， iJ 指導^に媒いて、見事な、玉となつて、起ち上つたのである 0 
私どもは、第一次- k 戰から第二次大戰に v > たる 二 〇年間のヒ トラ— の步み來つ 
た道 ft を、か、る廣い总呔で、 ドィツの 建設期と いへ るのではないかと思ふ。す 
な ti ち、一九三 .-. 年(昭和八年}以後の本格的な ナチ ス妞設期に對 し、ナチ ス以前 
の十五ヶ年問は ドイツ 建沒準備期といふべきものと M ふのである〇グユ ルサイユ 
條約は、俗 tc いふ泣尨人6にお3ま.〇はしたものの、不當不屈の SI 張りで 聞ゆる 
ゲルマン民族が、心中 wf かに、他日の復典を希 W 、 後日の從興を替つた、仑の熱 



烈なる 民族精神•か、十 ?1: ヶ年間の試練に耐へて、 つ ひに、 wa 起ち卜-つた 姿が ナ 
チス •ドィツなのだ、とすれば、まこと、志ある4のの一念ほど恐しいものはない 
わけで、世界史上、「戰爭 0ための 建設一を志す ものと怠るものとでは、 所詮、 
勝敗の歸趙、 CI ら 、判然たる ものがある 道理である。 • 

X XXX 

e トラ—•かナチス违設を間始するにあたつて、最も. t を用 a たのは、と. cs もな 
ほさず、前大戰のもたらした敎訓の反省といふことであつた。「戰^:のための建 
設」にと^'か、るのには、まづ「戰爭 j とい ふ ものの本 W をつかまへる ことから 
して か、らねばならぬ。つぎに来るべき戰爭は、 どぅい ふ形を とる のか、 これに 
のぞむ闕家は、勝利 ^ たらんがためには、いか やぅなる 準備 •か 要るのか、とい ふ 



問題の解答は、ほかでもない、前大戰の示した ft ' 物敎訓に對する反宵にょつてあ 
たへ^'れたのであるか5して、ナチス•ドィッの「戰爭のための a 設一 に對する 
第-步が、第一次大戰の W 究にはじまつたといふことは、ナチス建設を f*I 解する 
のに、 きは めて重要なことであると瓜 ふ。 ナチスが、笫一次大戰か ，； 舉び とつ* 
访一の敎訓は、 一-: .. にしていへば、將來戰が、いはゆる「總力 戰」 の形を とると 
いふことであつた0ドィッ；:11. |のトターレル*クリーク( ^體戰^〕といふのが仑 
れである'か、ドィッで、この觀念を、最も早く、最もまとまつたものとして此こ 
示したのは、前の 機' &にもしるしたょぅに有名なル；-*テンドルフ將取である、同 
牌： 束が一九三五年(昭和十年〕 SS た「全體戰爭論 」と いふ 本は，近代 戰爭論を 
やるものの必ず引合ひにだ3ねばなら《名著で、初版十數萬部が、また、 く 間 (!: 
出て諕唛れ、洛陽/)紙位を高めるとともに、仑の論疔內外の反铿をょび起した創 


勘的々著畨である。 

珞と^---ユリツヒ•ル1デンドルフといふ將軍は、岡知のごとく、 m -1 次大戰 
當 0.V I1 垮楳 次 ii の袈職にあつて、ヒンデンプ' <グ參 謀總 .長を 輔佐して、縱故に 
作戰の腕をふるつた名'たたる戰略家である彼が 最高統帥 府に入つてこの $: 任に 
就 s たのは、一九一六年(大 !| : .五年) 八月"大砘 li 期化して、ドイツ s 內に各方面に 
漸く扣がのき 3'しかけた^であつたが、仑れからニヶ年、大戰終結にぃたる^で、 
K {水の紡力を 1 r -^ 遂行に犯中して、ートイツ阈以を鼓舞し、ドイツの 武威 伸張のた 
め 懸命に 努力した。その 結果は、 結;..;なんら酬いられることはなかつたのである 
けれども、とにかく、大 k を M じて、さらに大戰後も、火1デンドルフの名は、 
ドィツ阈内政治と氷事との蜊而を知悉せる偉傑として、內外に聲赛をほしい.-5:、 
にしたものである。 

一八三 



1 <E 

をの後ヒ トラ ーのナチス黨勃興するや、愛网の情禁じ* i く、 ナチ ス瀚の 一 M と 
な6、一 九二三年(大正十一年」十一月の有名な ナチ ス •ブッチ (> ランスの第 
二次ルール占領に反對して、ミュンヘンに突發したヒ トラ — rM の示威運動に 基 
因す る 政府側との衝突事件て、乙の亊件のためヒ トラ— は、 一九二 四 年 (大 JR 十 
一-年)二月判決以後翌年二月末^でのーヶ年を獄中ですごした。有名な自叙^マ 
ィン •ヵンブ 7は、 この 獄中作 だつ たので ある) に參加し•ヒ トラ— と危險 t 共 
にし、ナチス政府成立後は、 もつぱらナチ ス國防軍の再建に盡 力し、とくに、國 
防思想の鼓吹に畢生の努力 V 」傾けて來たのであるが、一九三七年(昭和十二年) 
十二月、大ドィッ阈發展途上で、ついに•水眠したのであみ。 

ル—デン •トル 7 の著#には、 この 「仝體戰爭論」 のほかに、「戰爭遂行 ど政治」 
(一九二一年)と** 余の火 戰回 W 錄」 (一九 |九年)とか數稩あるのである彳 


なんとい つても、「全 wfjc 爭綸」が、 ナチ ス建13:の一つの大きな理念的 基調で あ 
6、仑の一大典據として最も注目すべき論 著で ある ことは、疑をいれないところ 
である。 / 

ルーデンドルフ•か 提唱した「全體戰爭 J ど S ふのは、要するに、 彼 •か世界大戰 
の B 驗 を Ji 礎と して 構想した 新し い戰爭哲學に ほかならな S のである。 

ルーデン ド/ V - フの改 いた 全 特戰爭の本質 S い ふのは、大粒い ふと かぅ いつ 办こ 
とである、すなはち、令-體戰爭とは、 W と6_卓隊の仕事たるのみならず、參戰國 
民の一人一人の生活ど椅神と に ！*:接影驊 すると 2.ろのもので あつて、 要するに政 
治の垮 化と 人口の膨張と に 作ふ一般兵役法の採用とます的威力を 增して 
きた兵器の找用 とにょつ- C 生じた ものである。近代戰に^' ける 戰場は、文字通. CV 、 
交 IJC 阈 M の全範阐にわたるのである。 W と.〇軍隊のみで なく、 一般の阈民も、部 
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分 的相違は あれ、 政接に敵の 戰鬪行 爲の對 象と な 6、 間接に貪 g 封鎖 や宣傳など 
にょつ て、 ともに 戰禍に 苦し L ' こどになる。 全 體戰爭は、 をの本 妆上、 國民 全 fit 
が仑の生存を矜か？れ、か ゞ る戰爭を2:ら引きぅけて立つ最悟をきめた铅合にの 
み 起るものである • 〇をれ は、一阈民の緦 力を 要求す ると、 

，てして、さらに、甘た、述べて&る，かや5な戰爭の本質の變相にともなつて、 
政 irl の (I 務の範 圍 が a ろが 6 、 政治それ自體も、變へられねば ならな くなつてき 
た政治も、全 9 f 戰爭とおなじやぅ^、全 K 的性格をもち、「全骷政治」(トターレ•.ホ 
交チーク)でなければならなくなつたのである政治は、全體戰爭にちいて、國民 
をして1の沿ん能牟を赘柯\£-しめるやぅに考へ、その目標に合致した阈民生活維 
持の押<1を.«税し、かつ椅神的領域はもとょ0の2.と、あらゆる領城において、 
阈民卞作確保上必娈なる祺职に十分の考虛を拂はねばならない〇をも-^一國民 


がその生 ^ 維持のために行ふ辛商の至; C 緊張が硤 $ であるから tc は、 全 SS 政治も 
爻たすでに•牛時か， b 戰時の ^ 民生存闘爭の準備に即し、かつこの生存閊爭 のた め 
の it 礎を確立し、それ•か戰時の危 W に：也滞や 齟齬を 來した 6、 敵の破壊に葬 
6夫られた6すろことのないやぅにしなけ U ばならねわけである。 

少1デンドルフは、かぅいつた觀细から、戦- Tf を語- CV 、 政治をな•かめたのであ 
るが、さらに、これを全 £- 戦爭の基礎としての阈民の精神的 Ifll 結、經濟と仝掀戰 
带、阑防^のね制と用? J ;- と S つた諸點から、論證したので*る 

X X X X X 

なほルーデンド少 フ將 軍の全粒戰爭論 J に4 いて、 S 民の精神的 1®! 結をも ^ 
家總力戰の芄碏な 6として、 第一にか、げて あることに、われわれとしては、と 



くに 典哝を為 ぼぇ るのである。彼の述懐として、 「ドィツが慘收 した里由は、 撖合 
軍の砲 ^に 對抗 する己と がで きな かつた からではない。* トィ ツ阈内に散 ^ して ゐ 
た 外米移住^- と 過激思想の持主•か、聯合 軍の! 3,的宜傳 の.ために、容易に 诱惑さ 
れ、戰線の-/ f 後で、國家が崩壊した からである」 とい ふ言葉♦か ある やぅに、 當寺 
のドィツは、たしか|:、聯“國侧の巧妙な宣傳作戦にょつて致命傷をあたへられ 
たので あ6、宣絛戰 LC 敗れた反面に、！ s 民の精神的 !# 1 結、思想的確立が なかつ た 
とい ふ虞 S - を指摘することかできるのである。 

ル，デンドルフの全趙戰爭をょんでみると、ナチス，ドィツの阈防阈家建設、 
牌米の全 ffi 戰爭に對遨すべき全體阈防の一環 vj しての 椅神的阐結 i - いふことが と 
くに眞劍に說かれて， Q る。たとへば、かぅいつた言葉が ある。 

艰陳は、阈民の中に仑の祺をもつ。要するに、阈民を形作る一部である〇從つ 


4 -.S 爭、卽ち總力戰にち ける 艰の强弱は、骑民の肉證 的*經种 £ ょび 精 
神的—にた f れる。 と 6 わけ、 精神力は • fl にわた—定際し、 
民 SS 2 IS ? 公 sIf する W 結力を f ょ S 民に あたへ る 
もので t 、 こ Qi は、——存亡のために行ふ—至、酱の決を 
あたへ f ? ある。言ふに、今1いづれの sf 軍の— s ? gg に 
附して fs - t て、た V 精神的 S 2 が、農を して、—薦の中 
にある 米に、 終始、新たなる情神力を注入し、軍の2に盡 し.戰時雑の 屮 
に X 'いても、將又、敵の戰爭行爲の下にちいても、自ら必勝の 信念に 燃ぇ、 g^r 
として•抵抗—續1るので ある。 わづか I におけ— は*國民の精神的 
两地に ts て、 S & 別 Q 地位を占め f 。 むかし、一度び gw 令が 下つ 
て、 作5男子•か召集せられ、ば、この特殊の地位はたち—沿域し、戰 
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爭.か長' JI くに從つ て、 一般阈民の精神狀態は、次第に萆に反映し來 6、 戰線にお 
ける勝利によつて、軍隊および國民に對し、直接に精神力が ft . 入せられぬ以上は、 
結 tej 全く、軍の精神を支配するにいたるのであると。 

ルーデンド 〆 フ將軍の全體戰爭論の全部がわれわれの肯緊に値するのでは、む 
ろんな S 。 ことに、あれほどの名將軍でも、遠い東亞の皇國日本の神髄にどれ 
ほどの深い理解をもつてゐたのか、疑はれる節もある。たとへば、「日本國民の 
阐結は、これィタリャや〇シャの閹結とは、全然、趣を異にする。をの№1結は褙 
神的であぅ、主として天皇に對する忠節を基調とする神道の信仰にもとづくもの 
であつて、彼等の祖先の遺風に副ふものである。天皇に對する忠義と同時に國家 
への忠義は、日本人の信仰生活が命ずるとこ/)である。日本民族の 傳統から發生 
した神道の信仰は、阈民および國家の要求に適應したものであつて、現今 日本人 


はこの點を恝_して、神迸の精神を大に鼓吹し、天皇の神性はいよ， ^ 絕對性を 
增してゐる こと •か知られてゐる。日本國民の强みは全く、 をの 民族的俥統為よび 
信仰の統一と、それにもとづく國民の生活の仕方に存す るのである 云々といつ * 
說き 力を しながら、 どぅしたわけか、これにつ C いて、 「しかし、 他の 宗敎と 同 
樣神道もまた日本阈民に重大な危險を齎すので ある」など、、 妙な斷定を 下した 
办し てゐるばか 办で なく、 その 戰爭理論に公いても、「戰爭 および 政治は、とも 
に闕民。生存のために行 li る、ものであ 6、 なかんづく、 戰爭は、國民生存意志 
の最商の表租である、といふことから、「從つて、政治は、戰爭指導に 奉仕す ベ 
1 S である」と S つた-^ して と— 名 われわれの 無條件に承服できぬと 
nJK ： である-しかしながら、その 總力戰 論全 f 通じてみ るときは、その所論の 
趣 匕 a にあいては、 大特 を ri くしてゐる士みていい ので あつ. て、ヒトラー が ナチ ス 



第家として、總力戦即應の國家 體 制を建設するにあたつ ては、 周知のやぅに" 
まさに、 M 志たるル ー デンドルフの 2. の戰爭理論を^調と して、 物を考へ 、策を 
施して きたのである。 

XXX X X 

ひるん、わが 日本の 立場から ながめた場合、ルーデン•トルフの全 ijt 戰爭論 が、 

一♦あてはまる ものと考へてはならない。■例へば、「戰爭の本質が變6」政治の 
本ぬも褚つた以上、政治と^爭指導と S 關係もまた變らざるをぇない。戰爭と政 
治とは、 ともに阚民 (/) 生存の ために 行はれるもので あ6、とくに 戰爭は、國民生 
存盘志の最高のム現であるから、從つて政治は戰爭指導に奉仕すべきものであ 
ろ、といつ た考へかたは、わが皇阈 S 政治と戰爭の觀念とかならすしも心なじ 


でない S 一：あるけれども、しかし、ナチス•ドィッの戰爭理論、戰爭哲學として. 
dm に、最高のものと考へら Jfl — た。 

十チ vKfi/;K 家建設の某調は、 ある意味でこのルーデンドルフ將軍の全 Iff 戰爭 
の觀念 にあつたともいへる§である0 

すなはち、 r デンド 〆 フ將軍の提唱した「全 體戰 爭」の 觀念からは、た<ち 
に•全曾防 sg 念が引き f れ、ナチ ns 防漂の建設は、そ s 网防觀念 
にちいて、綰力戰を完遂す るに 必要な國家の あらゆる 力を 阈防の一點に集中して 
考へるといふことを某調 V 」 したので あつて、 篇しく、將來 直面すべき全 雅戰爭 
のため S 全 IgKS を豫め全面的に考慮す ることこ^/か、ナチス施策の眼目でぁつ 
たのである。 • 


九 Ml 



ナチス國防經濟建設の步み 


ドイツの建設は、 ナチスにょ6經濟政策の上に具現化 3れて、 有名なフイ —〆 
ヤーレスプラン广 四箇年計畫 ) と なつた。國防國家1®制に ち v ' て、阈防「經濟 ' 
の占める位 s は、絕對である。四箇年計畫は、このナチス阈防經濟の. S ; 際政治施 
策の上にぅちたてられた阈家計査にほかなら ない のである，しかし、ナチス•か’ 
フイー ルー レスブラン (フイ / V - ヤ ーレスは 四 H 年、 プラン li 計畫の意味) とい ふ 
ときょな にかしら經濟的^味以上のものが表現されて/ D るのであるが、それこを 


特定 il 想を 目標と するナチス國防阈家建設、戰爭のための建設と s ふ道茏 的; a 味 
•か、深 is - な含蓄となつてゐるために li かならない。 

ナチス建設を語るには、•ぐ j ぅしても、このフィ—ルヤーレスブランの Rfi を落す 
わけには行かない。四 S 1- 年計迸にょる建設は、見様にょつては、ナチス建設上の 
大綱をなすもの* たからである- 

ヒ トラ ー•か政府^，組織してから、第二次歐洲戰爭の はじまるまでの 七、八年間 

•か、ナチスの活潑な建設の行はれた時期であるが、をの間に、ナチス政府の政策 

は四ヶ年の區切 $ をつけて 計* 的に行はれた「一九！二三年から一九三六年までの 

四尚年が第•次、一九三六年からの四箇年が第二次、といふ風に。これを普通！^ 

- 

ナチス四筒年計畫といふのである、おなじく四崮年計®」(フィールヤーレス 
ブラン)といつて も、 m - 一次四炖年計査と第二次 m 饰年 計# とでは、その性格、 
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をの目標、その組緣に A S て、大 S に趣が違つて. Q た。か S つまんでいへば、第一 
次の方は、 どちら かといふと政治恐想計査であ6、第二次の方は どちら かとかふと 
經濟產業計盡であつたのである。しかし ffM に ナチ スの四箇年計畫といへば、大槪 
後の第一•次の方の四筒年經濟計畫の方を意味するやぅである。といふのは•ナチス 
违設 S 仕方にないては、な/1.といつても M 濟分野が最後の飛も重耍な目標であ6、 
政治. 1 i 1 . 想計畫3方は、いは こに到達するまでの準備計迸だつたからである。 

しかし、「建設」といふ點からすれば、をのいづれの計盡、 s づ n の施策でも、 
ゥェィトに輕貫はつけられないはづであろ。これは、物的經濟主義の行きすぎを 
If 戒するために4、十分に、注意してな S ていいことと思ふのである。 

ナチスの第一次 rq 崗年計*は、ヒトラーが政府の首班として、はじめて演堉に 
立つて獅子吼した一九三三年(昭和八年)一月三十日のボッダム特別議舍で、有 


名な-われに藉すに四犄年をもつてせょ」といふ大演說をしたのにはじまつた。 

切迫に切迫をつ* V けた大戰後の情勢ドに、血のでるやぅな政治鬮爭の あげく、 
やつと M つてきた政權であつたから*ヒトラーとしては、まづ思ひきつた政策，^ 
强力に推進し、斷 1r せねばならなかつたので、まづ•机つ鼻において、四@半の 
期 Ri 付で、一切 C /) 專斷權を逄# (國民)に要請したのが、その第一回演説の主旨 
だつたのである。 

とにかく四鲔年の射豫をあたへょ、その約束の四筒年以內に、政府は、 かなら 
ずや、阈民の期待にそむかぬ迚設を遂行してみせる。仑れには、政府に、議#を 
の他 2 掷關 3 拘束から脫した自由な裁斷權、琪行權をあたへ てもらは ねば W る 0 
し力し、こ n を許容してさへもらへば、政府はさつと、 ドィッ 甦生の效果をあ 
げてみせる。といふのが •ヒトラ ー政府のスタートにあたつてあげた第一聲であ 



つたのである。 

乙のときの議锋の模樣は、今日の大ドィッへの纽設經過をふ6かへるものにと 
つて、きはめて»味深いもの•かある" 

X X 

ナチス政府 成 ■/■: 後はじめ ての 3 IN •史的な逯會は、三月 二十 1 日、 ナチ ス黨絕對多 
K の' K に招 » li された。似し、共走黨に絕する iv : 璜土八十一名には招集狀を發しな 
かつた ので ，戕凑 |± 1 名も穿院できなかつた。開院式は、•ホッグムの衞戍敎 f ? fc 
1: 打ょれた。®戍敎钤は、ソ y — •トリツヒ •ウキルへ火ムー世と フリ— ドリツヒ 
大王との is 骸の i) るところ、 白髮の t ンデンブルダ 大統領、かつての靑年中 C-1- と 
して々 丨 -I ヒゲラッッの 戰 |: 從ひ、普佛戰役の勝利の喜びを味ひ、歐洲大戰の恐 


るべき域火の渦卷中に €闷 のために戰った彼は、 この阈民涡 仰の的たる 故 帝五の 
兑の前に花輪をさくげ’敎會の鐘はっキ：を讚へょしと雎かに鳴り以 ゞ いた〇祝砲 
は、股々としてと C ろいた。 幾萬 の群衆は、 立錐の餘地 もない 爻でに街路を塊め， 
この記念すべき式典の一班な6と兄んとし、ラジォの前には、黑山の群衆が、大 
統領の演説、 ヒトラーの 熱辯に 聽刍 入つた。 式 中目立つたのは、前皇太子と マッ 
ケンゼン老將箪とが列席したことであらぅ。 夜は突擊隊 ( S はゆる8 A ) 、锇兜 
!«!、ヒ トラー少年! «| な ごにょつて、大炻火行進が行はれ、幾十萬の人々は街卜-を 
押め、ヒトラー萬 a の聲は、怒濤の ごとく、 r ドィチエランド •ユ— パ—•ァ k - 
ス」 (ドィッ W はすべての上に)の阈歌 と、 「旗を高く揭げ、固く隊伍を組みて」 

のナチ ス黨歌とは、 全阈 に r ® さち 乙つ たのであつた。 

問 K -: 式後，谨事は、議事党全燒(同年二月二十七日夜半阈分建物内部ょ6發火 
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した'■いはゆるドィッ！ K 分議事 <■¥-: 放火事件を もつ て、 ナチ K 政府は、共產黨 mq 
恐るべき反政府運勖計# の 烽火な.〇として、 これを 機待に、共產黨 H の大彈哫、， 
大檢堪 を 斷 〔U 、 一舉に こ . U を淸掃したことは、 ナチス 建設史初期の緊迫 さを物^ 

る有名な事件である)のため、 Y 〆 リン市中ク&少劇場で行はれ、ゲーリングが 
漭 k 席 { C ついた。 

爻づ 、大統領 ヒンヂンズが ダは、 左のごとく 演說 - L た。 

「二月一日の命令にょつて、余は、阑#を解散し、ドィッ阈民自ら♦か、余の 
新たに糾辙せしめた阈粹的- m 中政府を支持し得せしめた。三月五日の阈會選舉に 
怎いて阈民は、明白なる多數をもつて、余 S 信任にょ6任ぜられし新政府を採け、 
政府をして政策を； U ふに必要なる患法上の基礎をあたへたのである。 

い 爻 や、 大宰相(ヒ トラ—を 指す) おょびその 閣僚が なさん とする 任務たる やき 


はめ -CJ: 大 であ6、複維である。内政並びに外交にな S て、また阈民經濟の問題 
にないて、困雉なる問題を解決し、重要な決定を遂げねばならね。余は信ずる、 
大宰相ちょびその政府は、確乎たる意志をもつ-1:、これらの問題解決のために邁 
進することを。卿等、新たに選ば n し阈件議 M 各位、望ひらくは、この緊急の事 
態を明かに越誡せられ、政府を拨け、政府が困難なる努力をなすに對して、これ 
を支持すべく力をかさる、であらぅ。 

今日、われゎれの集合せるこの會場は、われわれをして、古きブロイセンを想 
起せしめる。ブロ イセ ンこ をは、 歌虔と葙 務に忠 货なる努力と、退くことなき诏 
氣と献身 的祖閟愛と にょつて偉大とな6、こ C /) 精神を もつて、ドイツ R - 族 VJ 統一 
したのである。顋くば、この 光輝 ある 會場の 左 き椅神が、 ドイツ 阈民を感胬せし 
め、 利己慾との鬪爭爻たは政黨的抗爭をやめ、 われわれを 阈粹的 更生と精神的改 
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新に結 t しめ•統一されたる、自由なる、—、 ft ドィツ？祝福する 
に至らしめんことを。 

この願3 を もつ て、 余は、 新し 4期の 開かる、に際し、网貪に敬 f 表し、 
さらに大宰相に對する挨拶とする。- 

乙のヒンデン5グ大11につこて、ヒトラ——相は S に 
す、み、左のごとき熱烈な演說をこ、ろみた。 

(大統領 gFS にドィツ S 3 男女營諸界！ 

久しきにわた-、重さ—は、わが上に宿つ てゐる。 

跨1降の時代、われわれの—の、すべての方 W におけ—な—か 

f Is 時代の次に I 過去 g S ても、しばぐあとごとく|>方 t 
S と聖とは、われわれの許に來つた。 


勤勉にして、勞級の意志あるにか、はらず、十分なる知識と善 i 志との能力 
あるにか、はらず、幾3の同1は、今日空しく、をの扫のパン|とめてわる。 
S は荒廢し、財政は％ S した、そして、幾 S の失業せる人々。 

世界は、われわれの都會3外觀のみをし6、慘苦—幸とは、何人もこれ i 

ね。 .. 
二千年 以前ょ 6、わが§は、か、41み1の裡にある。降昌の後 

には、つねに、沒落が來つたのである。 

原因は、つねに、同一であつた"_ 

ドィッ人は、內面的に—し、'精神 s 統一—さ、寒 S — し、行爲に I 、 
なく、自己の生活 I 持する力すら失つたのである。彼は、里の間に權利墓み’ 
地上 U おけろ地盤を失つたのである。 

二0:11 
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ヒ トラ—は、語をついで、ビス z . クの偉 f 歐洲大 f ょ4 壊し、 政治的 
に、 道德的に、文化的に、また經濟的に、 •トイツが 沒落 S 道を f つ、あつた こ 
とを指摘し、ぷツ闕とそ民と•か、内部 S — に沈みで—、自己民 
族に 敬碧る信賴を抱き、これを S せんとする新—(ヒトラ—運動を指す)公 
こ-、 この 若き、新しさドイツ國に、大統領は、偉大なる決心を 4つて、 闕家の 
11ねられた〇阔晉 らが、生活の 新し4 序の建設に— せし むべく、 こ 
s § ls 人々をして、奮に、闕 f 糾$しむべ——ベ、 S 3 代衣 
た—、十—にわた—錐 S に、 謹 的11的考へょ b 起越すべき 
で ある、と 要求した s であつ た。今日、，^るごと i 大なナチス •ドイツも、 と 
にかく、 T 出しの當初は、ヒ トラ— みづ から、かぅした非常な決 f 、 そして 
抱角とに燃えて#のであつて、いは v この決 f 抱負とがあ&|、困 f 


建設をや 6 遂げえたのであらぅ。 

尤も、こ s 議#演說の前に、ヒトラ—は、組照 a 後の二月一日夜、ラ•チォを通 
じて、阈分解散後のドイツ政界拾收策、ナチス•ドイツ建設の方途 {C 關して、熱 
辯をふる S 、 全阈民に訴へてゐる。 

この演說は•一層、ハツキリと、をの決湓と抱負を阈民の前に示したのであ 
る。すなはち 

かの不幸なる日、ドイツ國民が、數多の空手形に肢惑されて、.過去の貴き所有 
物を忘れ、阈の榮#と自由とを捨て、顢みなかつた日ょ$十有餘年が過ぎた。こ 
の日ょみ、天は、ドイツ國民 (C 激をあたふることをやめた。 H 滅の運命は、容赦 
なく、 をの步を進め、 十有餘 年の S きにわたつて、マ\キシズムは、ドイツを荒 
廢に歸 せしめ、 ドイツ農民^ 困難 s 深淵に W れ、幾百 萬の失業群をつくつた。® 
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民政府は、鐵3-ごとき決心と不拔の忍耐力とをもつて、つぎの計畫を行ひたい i 
思ふ。すな li ち、(ィ)四年の間にドィッ 31 民を窮乏の淵ょ'^救 a 、 (口) 四年 
の問 {C 失業を 徹底的に克服する こと^。 をれがすべての經濟振奥の前提で ある。 
この振興の 使命とともに、國家地方^蹬の行政財政の改革を使命と する。 以上の 
計 ^ の 核、 レをなすものは、勞働袭務の觀念 と 移住政策とである。阈民 は、 われ 
わ-*こ.指すに 四筒 年の 日子をもつ てせ ょ。しかる後にわれわれを批判し、審判せ 
v*o 

大蹬、かぅいつた意味の演說であつた。 # 

つま 6、 ヒトラ—は、故初の四諌年間において、失業者七〕0萬の疲弊にあへ 
C 祖國、ユダャ恐想、共^思想の跋扈して- 1 i '. 想的混迷にあへぐ祖國の建て直しを 
0 flf し*單なる建て E じではなくして、將來の世界にあけるドィッ P 1 策の歸趨に 


鑑みて、 緦力戰 體 制の確立と'いふことを眼目とした建設を、 全面的に、 實行 しよ 
うとした ので、 これ •か、 ナチスの第一次四箇年計査の眼0♦たつたのである。 


私は、こ、で、その建設計盡の具粒的內容を こま < 、述べょぅとは 思は ない。 
要は、ナチス施政の最初の四筒年でもつて、いは ゆる r 國防阈 家」 の總 力戰 ff 制 
•か、糾織的•思想的にほ C 完成されたばか-〇でなく、仑の當面の大眼目だつた牛、 
業撲滅方策や阏内移植政策や"文教政策や•か、すべて、所期のごごき成果をあげ、 
f 戟爭のための^^一の一翼として織6こまれ、刻み こまれ、をして植えつけられ 
た、とい ふこと を知れば足6るので ある。 

一九三六年(昭和十一年)の秋、 ヒ トラ— は、國民に向つて•その四箇年 WK 
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おける施政の綜合戰果 V % 誇ら かに、発表し、この第一次四箇年計畫につ^ •いて、 
さらに、 第二次四箇年計盡を货行し、 もつ て、-形ので きぁがつ た ナチ ス阈防國家 
に*肝腎の魂をいれたいから、もぅ四熵年間、われわれナチ'ス政府に全權を委任 
?れたい、と演說した。 

ヒ トラ I が誇示し * ナチス政府最初の四箇年間の施策成果といふのを、ならべ 

てみると、 . 

第一1 C 、乙の四箇年間に、社會民主黨•共產黨•中央黨•ブルジョァ黨 は、 一人 
も存在しなくな6、政治的•精神的な統一戰線が、實現したばかりでなく、例の 
頑強を誇つた階級鬭爭のための勞働 M 合 も、 資本家紺八 U も、 完全に姿を消し、經 • 
濟的•思想的な統一戰線もできぁがつた。 

第二に、阈家の統 r か完成し•地方割據の州政府も州議會もなくな6、十六州 



旗の代-*'に唯一の H 旗が生れ、総力戰體制の核心たる中央集權が名實ともに货禺 
した。 - 
第三に、ナチス黨及び阈民多年の要望たるグユル サイ.-^ 條約の 鐵鎖からの 解放 
が、果敢に實現され、ふた、び國民兵役制が布かれ、 二 箇年の兵役義務が 實施さ 
れ、强く自由なる國への第一歩•か踏み出された。 

第三に、海岸線為ょび通商の防護のため、新艦隊の建設に着手3 れ 、都市ち ょ 
び工場乃至は阈士全 ffs の防衛のために、強大な空取•か建設され るにいたつ /C 〇 
第 四に、 ラインランド進駐が 斷行 されて、ライン 地方が、 ドイツの 支配 下に I 
かれ、ドイツ阈力の強化が、漸く、世界の注□を惹くにいたつた。 

第五に、なににもまして大きな成果は、六〇〇萬七〇〇茁 と稱された失業者•か、 
四箇年間のぅ ちに 、 fg か 100 萬足らずに 減少してし ^ ひ、しかも、をの就業 «• 
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は、おほむね、國策上重要なる事業部門に置された。 

第六に、農民に對する強制執行♦かきはめ - C すくなくな$•農民の收入は、かへ 
つて、第一次大戰前ょ$$增加し、農村復典の栂運をみせるにぃたつた。 

第七に、國民全 ft の貧窃といふ點にあいても、年四一〇位ラィヒスマルクだつ 
た國民所得は*四箇年の後には、五六0億ラィヒスマルタに激增した。 

第八に、中產階級 VJ 中工業者•か、新たに、活況を呈しはじめ、商業も、またも 
とのょぅ な活氣を恢復す るに いたつた。 

第九に、ハンザ諸都市•か、ふた、び海運業の中心として繁榮しはじめ、また無 
數の工場も數倍の從業 M を抱へるに S た6、新設工場は激增し、有名なクルッブ 
工場のごとき大工場などは、未 It 有の活潑な活動， V つ C けつ、ある。 

第一 0 に、 枰浒 不況に崇られ て休業して 0た C ： 動取 工場の ? U 活膦張がみられ、一 


九 H 二年年產四五 0 〇〇臺が 精々 •たつた生產能力は、四箇年後には、 一躍一. •五 萬 
事：にまで向上するに v »/2 つた。 

第一一に、阈有鐵道は立派に甦生し、有名な自動単道路(アウトパーン)の建 
設は、豫定計畫の一部完成、残6の大部分が工事中でぁる。 

第ーニに、數十萬の家屋を擁する新集團住宅地が関發され、洱都市にも、立派 
な新建築.か、どし着工されてゐる。 

第一 三 {C 、 III 峽•谿谷 に li ドィツ 技術 文化の梓を集めた數百數千の大橋梁が 架 
せられた。 \ 

• 第一四に、四箇年間に、地方財政の改善がほとんど實行され、州ちょび町衬の 
赤字は減る一方で、國庫の枕收も、年約五0億ラィヒスマ/^クの增加となるにい 
たつた。 
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大趙' ならべれば*かういつたことであつた。 

これは、むろ/ L 、ナチ K 政府はじまつてから四箇年か、つて獲得した成果のう 
ちで.最も$:要な代表的な成果をあげた*たけで、をの外にも事 ^として あげれば、 
爻だいくらもあるのであ-^、そしてまた、われわれの銘記せねばならねことは、 
かうした成果の一つ一つ•か、政府の奠劍な努力と國民の忍耐と協力どの賜だ、と 
S ふことである。 

XX XX 

ナチス•ドィッでは、每年秋、ナチス黨の全阕大會を開催するが、一九三六年 
(昭和十一年)の秋の黨大會も*例年のょ5に，-ーユールンベルグで行はれた。 

乙の黨大會では、ヒトラー總統が、例年. S : 大 t 政治演說をこ、るみる tft 阑に 


なつて. Qi ので あるが， 仑の年の演說で は、 とくに、前にのベた 第一次四讅 年計 
兼の輝かし S 成果を誇示するとともに、かくして出來た ナチス •ドィッの ^ に 魂 
をい れる 作業とし 1 :、a きつ v き 第二 回の四窗年 計*! を行ひたい、ついては全 攉 
委任法をもぅ四年延長して、一九 WO 年 爻 で货施したい、と演說かた/.、 阈民に 
要請したのである。 

これが、ナチ ス第 二次四箇年計畫の 宣言なのである。このときの ヒトラ I の-; g 
說は、數多い彼の演說中でも、 とく ic 政治的 忿義の大きな演説として汴目すべさ 
ものであ4、ことに、仑の演 説の 中で、第二次四菌年計晝は M をな？/ I とする の 
か、 その 目標、^の方針、 KVW 要項は何か、 といつたことまで言及して， Q るので、 
其だ意義の ある 演説で ある. 0 仑の ぅち、 中心となる文句•たけを抜き讀みしてみょ 



わ•かドイツにちいては*縫正な國內經濟の建設、すなはち桢民地を 4 たない阈民 
轾濟3建設は、殘念ながら.不可能事に近い。なぜなら、ドイツの現狀は、自阈 
通貨流通領域において、食播と原料を十分に调達でき W からである。しかし•わ 
れわ n として、全力をあげて、われわれ s 阈土からと n る*たけのものを とらうと 
試みてきた。 

ドイツ s 經濟は、健全な國民經濟のすべてが さう であるやうに 、 n 阈民を經 
濟的に維持する/2めに、 でぎ る •たけ 01力を活用す ることに 努め、他力た る 世界 經 
濟の 力は 第二次的に のみ 利用するに と V めたい と思ふ。 ナチ ス國家は、ど/ I な i 
と* かあつても、人口制限など絕對にしない、制限 V、J 乙ろか、あくまでも CI 然的な 
人口增殖を欲するものである。從 つて* 人口增加と s ふこと に對しては、將來永 
く、な / t らか の對策を考へねば なら 5 r しかし、土地の收益を現在ょ6も飛躍的 


に..-2めよぅと思つてもできない2.ともあるし、さればと s つて、輸出を^激に增 
大せしめることも、近い將來にお S ては、望み薄である。 

こ、にお v ' てか、ナチス阈{氷の指禅者、ナチス經濟の指^者の任務は、ドイツ 
國内にをいて必要と する 原料、燃料などで、どんなものを内給生產できるかを. 
仔細に調査檢衬する ことで なければならぬ。かくして節約し#た外阈爲 替 は、今 
後食 W •品を 確保す る 資金の一部に常て、 または 阈內でどぅしても自給4:齑 できぬ 
物 fft の瞵人1:當てなければならぬ。 仑こ で、 余は、 こ、 に、 新し S 四 箇年計畫を 
樹立し、《表したいと M ふ。 . 

ドイツは、今後四筲年以内に、ドイツの必要とするすべて2物資の外阈依存を 
打破し.これらの物資は-なんらかの方法によ$•ドイツの能力によつて、すな 
はちドイツの化學エ袅•機械工業•もしくはドイツ得盘の鑛山業によつて自給 
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生產すべきである。 

この大说瑱なるドイツ原 5 t=nnx 業の再建は、軍備廣張の一段落ついた後に現れ 
る 失^者の大群を4、 經濟 的に有效に活用で きる であらぅ 。われわれは*これに 
ょつて、ナチス•ドイツの生產が、各分? f {t わたつて、ま rz もとのや5な能力に 
まで增進できることを期待するものであ'2.。またナチスの生產が、國内収^|の上 
に fcS ても增加し、をの結果、輸入品は、主として、不足せる食糊 品と 原料品と 
の 補給に限定される2.とを 期待す るものである。 

この强力なるドイツの經濟計畫を遂行するに必要な指令， P 、 余は、すでに赛し 
た e 乙れが tt 行は、ナチス的 H ネル♦キーと®行力とをもつて、なされるであら 
ぅ' しかし、 L '/> ん、ドイツは、別途械民地要求の解決を斷念したわけではない0 
•トイツ顾民の生存權は、他の阈民の棟利と间様、强烈にして重要なものである。 


大體かぅ s つた? a 說であつた。 

この Vi : 1 目演改でも、すで1:明かなやぅに、第二次四箇年訐进の H 標は、すでに 
(1 <{ »C 成した ナチス 阈防國家 fit 制の强大なる推進力としての阈防經濟力を昂揚す 
る こと U あつたっその計: IE >«. は、あくまでも、£點主義で、- 1 !軍備强化のための阈 
防輕裨的极調としての贫粉1.-ょび哼料の=給！£制の確立と製鐵業*化學.丄業*機 
械エ茗などの赁要芄砭.能業の本格的生產力锒充」 is ふことに、全力を m 中する 
ことと したのである。 

これは、ドィッの建設にちいても、嗦5に、釗 !!)]的な大計盡であつた。 

經 ^的に*たけで も、 火規梭な阈防經浒計炎を遂行するためには、勞務者問|1と 
物 ( It 問題と にお S て、 格段の工夫を凝らさねばならなかつた し、社 #的には， 
軍 ^./位先のために、いや煦左しに、一般民志の：過迫"生活の切下げは、不可避な 
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乙とであつた。「パンょ64 大砲」 を 穿〇國家建設としては、絕對的な憐へ であつ 
たのである 0 'V 
この四脔年計^を遂行するために、政府のとつた措, , a の主なるものをあげた C 
けでも、第一に、この計龙遂行の令煻をゲーリンダ航空大 £?- に委ね、新たに四 
箇年計龙岛4-〗設け、四筒年計盡遂行に關するかぎ$、各柝大|?.及黧を指惲監忏す 
る1¢限をゲーリンゲ叫^バ牛計ぶ受託官にあたへた〇このためには’經押打の大改 
机さへ斷行され、いはぐ四商年計发舫は耖濟參謀本部として、备宵の卜にこれを 
統忮する形をとる 2. とになつた。これは、ドィッの 總力狨髂 制上、最も 赁要 な、 
釗期的な政策で、ヒトラー政府の政治力を寸す^-强化するに役立つ/2〇 

四筘尔計龙廳の構成は、坑一部から抗六部まであ6、备部畏には、ナチス著名 
の逸材! 6' 找躍任 命された。 乙の役所は、 v > は V 計: ft 平 , n * 應の特 色として、下ほょ6 




も上役の方の多いクラゲ式の構成をとつて. Q る。わ•か阑でいへば、^向きへ IP 宠院 
と S つた ft 所にあたるものである3乙れは、結^、锶統の政治力强化のためにむ 
はれた機 ^ 幣撕で、 M ひきつた施策*たつた こと vf jn .® せねばならぬ。 

访二に、 この 四 ^? • 粁 l (. M . 乃®行のために、龙大な勞锄力♦か必要であることは S 
ふ i でもないが、ナチス政府成立當時あつた LO 0 萬の失装者は、もはや一〇〇 
甩足らずに M つてしまつて、匁務給源に一工夫しなければ、新らしい勞後動 H は、 
なか^^で 5 W 状態にあつた。このために、ナチ K 政府は、いろ^- MCA きつた 
勞伤對策を过沲したのであつたが’なにしろ’勞働糾合^资本家組合のやぅな階 
級鬮- 1«'-思想1某調とした^働組嫌を5ちこはして、新しく、勞働者と资本家とを 
打つて一丸とした 轚國的 生 If : fi-m 蠘 として、ドィッ勞蚴戰線を创設した $、 緙昝 
内の ifeir ^ と從業者との關係を规悚 する、 ナチス世界觀(桁導^ wpn •公益1#失主 




る勞抒各の茯錄、勞務 f -帐制を f - 姻しょく , rf - 施した6、冇名な r 火べィッディ—ン 
スト <勤勞奉 ft 制)を實施した 6 して/ J たので、いょ.^全阈の人的觔 H の緊急 
嚷胜に當161しても、 ぅつ ?-に無 % とい ふもの •かなく、己とに、 軍 ^ エ笨や セ £ 
flr-fc 部門への勞務灿 ii の外- , ;两部阈境 S 冇名 なジ—クフ リー ド' ?«:• 隹の構築こあ 
たつての勞杨動 ii には、 wit 徴用制を樹立し、また i れを强化するな ど、大戰は 
じ^る：.則か.ら、すで(: 戰時-总—でや6拔くこと.かできたわけである0もちろ/1、 
政策り .L では さぅ でめつても、. ff 際の情勢が、いつのと きにも is 迫の度を 示して 
ゐたことは. m 像に餘6あるのであつて、玫府 とし -C も、なか-^苦! K せねばなら 
W とこ^であつ たことは、. ^定でさない。 v >- づれにしても、平時から「戰爭のた 
めの姥設」にか>*つてゐたのであるから、表面は、不時でも、客況谇勢は、大戰 


開始の頃にいたつて高度 t/) M 迫を示した とて、 怿むに 足ぅないといふべき である o 
乙とに、 m - 一二に、物 M 政策に i ? いて、さぅいへるのである。ナチス政府 i 、 

WW #: 濟^'二次四 M - 年計赶 is :- 施に入る ¥• 々、諸般の：？：；情を察知して、(ちは^^、 
一* 7 L :.: ハ年(昭和十一年)十月十八日に、物愤停止令 k 施き、低物憤政策の完遂 
そ£>した■听沏に近い ( It 物 { R 水準の維持に成功してきた、といふの も、ドィッ人 

の禽的§?!^腦£した優計 Isi が - Ki — して， q 言 

が第一次四®年計羞の强 ir か、 ¥■ 晚 浙らすであらぅところのも/ } ^^.り出^こ 

對して、见ひ切つた施策をいち¥く斷行した準戰時意誠の所產であることは間逮 
ないので ある 



•卜彳ッの蒗二次四筒年計,}£は*闽ソ戰爭の開始にょつて、一切が戰時計蛊代き 
6かへら n た後も、依然聪給實施すること、3 n 、 しかも、仑の翌尔、一九四. 

年(昭和十艽年)で1應終る勘定にじつて^たが、同年、政府は、戰時中と v » へ 
V 」も、なほ、今後さらに、 W 箇年、泌二次四 SI - 年計畫を繼镄 K 施す i 口を宣言した。 
あへて、「第-二次」四箇年計*と s はないのは、「第二次四箇年計畫」のもつ意 
味に、前にのベたやぅな、特殊の阈防經濟的盘味•かあるからであらぅ。 

ごにかく、 ドィッの r 戰爭のための建設一は、一九三六年(昭和十一年)ごろから、 
念 C 度に 本格 化したことは、^ !•{• であつ て、しかも、ナチ ス 政府が誇示したとこ 
ろにょると、 頗る傾調な 成果を あげたものとみられるので ある。 

ナチ ス政府が，面白い數字を示してゐる C 一九二八年(昭和三年)を某準にし 
て、ドィッ3&?、一九三六年(.昭和十一年)、一九三八年(昭和十三年)に、をのエ 


1淹力をいかに 2 上せしめたか、といふことを、英•米•佛と此較 して 
ゐるのである。，てれにょると、 

一九-:八矢 g 和：一年)一九三六年(昭和十一年)一九三八 ^ , 昭和十一一一年) 
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とい ふので t f たとすると、ドィッの大戰にいた—での工業—力 

巧至：般 S 力 S 湿は、一 QS に S な s ? t 。 一切高 S 備へての建 

7 い H ことで あれは、 その K 防力の强化、推して 知る、， 1らう。 ' 
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た v ■、こ、で、 1 つ T 1-: 意して®きたいことがある。をれは、ナチスの四箇年計 
晝下に胬甘れてきた國防經浒建設の觀念が、名は、「計*」でも、統制」にあ 
らずして、1指導〗であ6、一 統制經濟.一にあらずして、「指 m 經濟」であつたといふ 
ことであるナチスの經濟建設においては、統制」と s ふ文字が、ほと/ I ど使 
用3れてない、と v » ふことは、われわれに何ものかを示唆しないであらぅか。 

フユ—レン(指導する)とか、シュトィエ少ン广操縱する)とか、レンケン(力 
向を定める)とか、レーゲルン广調整する)とか稀に、ブラ彳ネン(計畫する) 
とかいつた用語例があるだけで、「一律に抑へる」.といつた意味の「統制」の語 
ょ、ナチ K 經濟には、案外にも、^るでみ當ちないのである。 


一昨年#、來朝したナチス經濟建設の關與者の一人た るへ/^フユリツヒ(ハン 
ブ少ゲ來亞協 rt # 長)氏 •か、かつて、日本經 濟聯 SK 會にあ ける 講演において、 こ 
のことに言及して、つぎのやぅに、ひべ たこと が ある0 

-われわれ•か、ドィツで發見しました新らしい賴濟形式は、往令誤 つて、 計畫 
轷濟として呼ばれて居- 〇 ますが、むし ス 、この經濟形式は、たと へそれ が多くの 
埸入=、非常に廣範圍にわた る 指導で t るに しましても、をれは、 事 實、一 つの「純 
浒指猙，一であるのであ6ます。いふところの「計畫經濟」は、非個人的，乜僚主 
義的な友示であ6 まず •か、 ナチ スは、經濟上にあ いても まつたく個性べ 
少セーンリツヒヵィト)を主とするものであ6ます〇 ナチ スは、私有；；5:点•權 の. ¥ 
念を、完全かつ全 M 的にみとめるものであ- CV 咬す•か、しかし、 個人の 無 制：^.、 U 利 
W 主義は みとめ ませ/1。ナチスは’1公益は私益に先/1 ず」なる言葉を銘として ^ 



b ますナチスは、個人の利得は、これを許すのであ 6 ますが、公益を先にするこ 
との制限附で許すのであります。をの協间體觀念に立脚するナチスは、個人主袭 
を否定するもので あ 6ます*か、しかし、 個性、 すなは ち 個人の 創 ;&(ィ ニ •> ァテ 
ィゲ .) 個人の自ナ ]« •これを一言にして v ' へば、技倆(ラィスツンク y を要求する 
ものであ6ます。これは、なんら^^するものではなくて、や、異なるものにす 
ぎ5せん-しかして、われわれ•か-ドィツで、新經濟形式の範岡において課せら 
れたすこぶる大きな任務は、 M 濟指薄とこの個性的技倆とを S かにして調和し、 
統合するかといふ問題であ6爻した。經濟指禅において、それ*か一つの官僚化に 
_性しなければ、な/ I らの羈束がないご、わ n われは、みとめて55$咬す。むし 
ろ•反對に•わ n われの建設しつ、あるこの M 濟指谿制度は、一つのょ6俊れた 
自由/ ill 則 だとみ て. Q るので あ 6 ます。 . 



大體力う S つたことをいつて， Q るのである。—經濟建設が、想？れるや5 
な過激® i 念論的 Jf 想論的改革に走ることなく、過去(2;おける各經神部 F l Jlt 達の M 
.過な ，1- びに栂構は、できるかぎ. o # m し、その機構を阈家 H 的に 仑ふ やうに、 指 
導し、利用して；^ f とや、その課指 S ための機？一元化し、命 tf 
あきらかにするとと％に、事務の SJF 滯や能率の低下を梅力防止してゐることや、 
局部的計^に走らず、つねに綜へ U 經蜱的見地よ4檢討して， g ることや、 いは ゆる 11: 
唧主義的な指遵經濟であつて、! rlcf 的に無關係な部面の抑职などよ6、徒らに， 
嗜咚•相剋を招くやうな己とは-播力回避し -co ることや、阈家 目的遂行上 必要>5: 

S 辉：5遂 V 」 S : するごと矣爲に對しては、 i 主義—つてのぞんで〇 

ることや、すべての計* が、 背^の別な く、， <■ の道の , iif 務に明るい尊 PJ ^ によ 6立 
奢れ、 Ini て S こと、など、 s づれも、ナチ KS 政策 Qi を研究别 



充せるものの 、； S としく あげる特長であつて、われわれとしても、 大に、學ぷベ 
き點があると见ふ。(私と しては、前に、 「ナチス戰時树濟 鱧 制研究なる小著に 
ちいて、その他一•一三の 機 f ? に态いて、5ぅした 點に とくにふれて办 S た 2.とがあ 
るから、乙、では、これ以上のべないであらぅ0) 



生産の戰爭 VJ 建設 


近代總力戰が、生產戰の一面を もつ 乙とは、い-; X さらい ふまでもない ことで ある0 
► VH は、 近代戰が、巨大な消耗 戰たる ことから くる 自明のことで ある 0 
生產に從事 する 人の數を戰線に# 鬭する 兵の數に比較してみれば、近代總 力戰に 
あける 生產戰 の盘義 'かょく わかる。 第一次歐洲戰爭 においては、前線に活躍する 
ftft ' 人の兵器•彈藥•兵稅•戎服をの 他 一切の裝備を あつら へる のに、 工業の從業 
者は 二百八十八 A . 要る とい はれた のである♦か、 第二次大戦下に 為いては•その後 
の絕大 なる 兵器の進步、裝備の II 達のために、どぅ少くみつもつ て も、まづ **. 百人 
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は要る、といはれてゐる。近代锶力戰に^•ける來：產業の動：1は*軍幼^に比し 
て、それほど規税が癀大3れてゐるのである。つ46、銃後の生產戰が、停 el す 
ることは、前線の武力戰が婷頓することを意味する。 

銃後からの補給がつくくことが、前線の活蹯を保^する所以である。 

锶力戰は、生產戰だ、ともいふのは、この;&味である。. 

大東亜戰爭下、皇阈の頑敵は、む/>/1.ァメリヵである：龙大なる產業機搆と豊 
富なろ JK 粁と無數の勞力と、をして、世界無 Jt の財力とを％つて、世界支 Rd に耽々 
た6しアメリヵが、い t や皇國の目前に、ま2.との敵阈として立つてゐるの^。 

緒戰の敗北には、5すがの7 メリ ヵも、愕然としたと赍ぇ る* か、名にし心ふア 
メ 9 力である。 みづからの大生產國 たる 衿恃の手前、乙 のま、、* た^ つて引刍 S 
がるはづはな S のである。 * 



はたせるかな、アメリカは、緒戰の敗北 5 r 拔さ打ちにやられたかす 6 きずにす 
ぎないとし、 Mi 容を建て Iff . して立ち向つた曉は、 H にものみせてくれ A ず、と K 
語して1 Q るのである。しかも•アメリカの朝野の敵^!心は、相當なものだといは 
れる。大きなアメリカが、小さな： n 本に、たとへ，*たし W けにせょ。一度でも、 
うちのめ rjn たことは、彼等のもつヤンキー的 fi 負心を拟ふこと I .'びた一,しいも 
のがあつたからであらう。 

ょし！ 一九11四 年 1 H で待て、航空機は六 萬臺 、艦船は 八 〇〇萬トンと.いふ 大 
能力あげて、 總 反攻し、日本など 一 もみ*た。それまでの戰力焙 荽こ仑、アメリカ 
の當面の問 M である。ルーズべ少卜は、かう怒號して、 a た1/き { C 、 一:玫の戰時 
竞識 ir*l 揚 につと めて ゐる ので ある。 . 

支那舉 哼 で、 すでに四年冇除、日本も、軍事的•經濟的に、相當弱つて^るの 





il 

だらぅとみて、卑劣な M 濟雕迫政策で押してきたのは、アメリカの勝手な誤算で 
あつた支那事狻中といへども、阈力の四割を事變仑のものの遂行にを、たこ 
すぎず、 あとの六割といふものを軍備おょび生產力熵充に仑、いできた日本の遠 
謀、!^^^策を御^じなかつたのである。ま 2 .とに大きな誤»といふべきであ.5 0 
•たが、一たぴ ^ T ?. と感づいたアメリカは、まさに、 a 然と、起ち直つた.。そし 
てあの K 大なる H 體をゆ^'ぅごかして、やあら立ちあ♦かつ 7*2 のである。 

外面、徹底的な邊分主義、デ#クラシ1の國とみぇたアメリカは、內實、少— 
ズ •へ ルト中心の獨裁政治が、相當 s 程度に行はれ、彼の號令下、さすがの 自由主 
義 アメリカ 4、 め 2 T ましい 戰時體 制化を開始した とい ふので ある 0 

例へば自勒車文化の國アメタカは、 C 動車工業の生產にょつて、阈の盛：«:•か左 
右されるとせで從來 s はれたのだが、事. K は豫想に相違して、 みごとな 戰時鞞 搀を 



やつてのけ、いまや軍需一點张 6 の 0 動庫エ業を 51 ^しつ>あ$といはれるし 1 
女の^ r メリカに、いまや女の兵隊、女の勞働者•かめざましい進出と活躍をみせ 
て、防衛と生產に從ひつ、あ6とも S はれる。 

かぅなると、アメリカと ても 油斷はな ら！ 2。 

本格的に起ちなほられて は、 厄介な敵手である。 . 

敵は、長期戰をねら(^、畏期立らぬりの後にゝ立ちむかつてくる算段である。 
日本は、 この 際、ょほど、しつか'^した戰爭总力を«枨し、あらゆる^產力を， 
できるかぎ6の取.いで伸張して、對抗せねばならぬ。生產戰でくるもの ( t は、 
一應、生產戰で立ちむかはねばならない。 

むろん、唯物的な眼から、あの尨大な生產力の國アメリカと口本とをくらべて、 
とてもかなは«、比較になら«、と5じをなげるもの**>あるとすれば、名つての 

二 三三 
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外である、日本人は、【日本人として」物を考へ、事に當らねぱなら«0 
思ふて 4みるべし、 「金样一は「金律」 それ nifa として力•かあるので はなく、 「iaJ 
がこ Jrl をもつて•ふ-^まはすところで、力がでるので ある 〇ア メ y 力は、生產力 
に物をいはして、一 金棒」は、 どし A 、 つくるか , p しれない。*たが、しか'一 f,tl 
はどう か -.鬼. 一の 精神は どうか。 魂の こもつた 「鬼」 でなければ 作 6 すぎの「金 
棒一は、 むし ろ、もてあます のみである。 

肇阈以來の大椅神で、大君の邊にこそ死なめ、と鍛ぇに鍛ぇ、練6に M つてき 
た大和武十が、大和魂をゆ-〇うごかして、「金枠， j をふ.〇まはすかぎ. CV 、 ャンキ_の 
;-帏/こときに、辟：： R する道理がない〇日本の牛•產戰で、一本でも多くの「金棒¥ 
つく6あげ、皇阙の「鬼」をして、縱横無盡にふ办まは S せるならば、 アメリカ 
またなんするものぞである。 



rr から、 われわれと しては、阜軍の戰閩力に絕對の信賴を R いて、た* V ひたひ 
きに、生產性を"卯祺させなければならない'二 h ンの鐵•石炭でも一依の米でも 
總力戰、生產戰の對 象は、 單なる兵器师藥のみ、でない" 

生產從亊者は、，でのぁたへられた職域で、遮二無二、生產戰に頑張"'3へすれ 
•勝利は、おのづから、われわれの上に揮くのである-'' 繰返へしていふ、武力 
でくる ものには、武力で、生產力でくるものには生金力でたち向 ふよ^' ほかない 
のである。 


總力戰 の一而は、咬ことに、 生產戰であ 〇、 勤勞戰 である。一人一人の勤勞者 
が、 あらゆる 困 II を 克服して、 最大最高の勤勞生筘性を發揮できるやぅな^制が、 

11 三五 




i 六 

螗か戰粮制の重要な 一 « となるの- C - ある。 

f ff. 0 pffpf 0 tf 0 LV 

みづ t に W へ^ 0 n °/ 2 ° tt : 0 ^ w - c 0 v る t - o い 1 :⑤ゲ ir 遂げ。る、 A;s v こ i ° m ° 
外にな S 2 U かしの CI 由主義•個人產時代？5に、 S がどぅの、 
努 ai - B . IF 問がどぅのと、工場主と工員との問 K 、 もめて. Q / e - のでは、，\\たサ、 

1 u k に—わけで—。 HII で、ゆ—か f 、5の生活 

1激し、工員は工員で • H — に、霜の信賴—いて、そ—を、5 
の作 I 傾ける 、 f から生れる工場生產の力が、をの t 、 總力戰を完遂する 
ための一戰力に轉化してゆくのである。 

總力戰に； i 、 武器をとる兵士と、機械に携る兵士と、 二つの兵士がある•か、そ 
の義務や A 任やは*南者全く相同じい、とい土 S の 乙とを、ドィツ指梅者はし 



ば强調して 居る。 

したがつて、「機械に携る兵士」のための國防糾織は、ドィッとしても、執政 
以来*大に考へてきたのである。 

ア少\ィッ*フ0ン.卜と*^*:::1.*卩といふのが、すなはちをれである。 

をして、 また一方、生產の擴充を計诺的!:確保するためには、產業經濟全蹐の 
紐織を 從來のや5 な 自由主義 Iff 制に放任しておくわけにはゆかぬ。をの體 制は、 
あく 爻 ても、綜 4::國力の發枰に適した冇機的構成を もつ M 織でなければならぬ。 

ドィッの經濟糾織•か、その國防經濟建設への門出にあたつで、いちはやく、再 
編成されたなどは*ナチス政府の遠遨、果斷の所產として、われわれのとく { C 注 
度せねばならぬところである。一九三四年(昭和九年)二月二十七日 (!: 制定された 
「ドィッ經浒有栂的 N 體構成準備法」以下の諸法令にもとづいてでき穴「全 M 脚」 • 

一一 三 七 
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「經濟撕： • 「專門一 e •「分團の業種別糾織 ' 「中央經濟 fr , 議所」「地方経濟#議 所」 
の iliiM 別組嫌の全！ g 產業經湃糾織' かそれである。 

わが邦でも、阈家總動 M 法に 依る*要產 1阒箝令 にょつて •«■ 種の統制 fr •かで 
き、 30に、近く、從來の商工#織所に代つて、 M 濟#逯所が生れ やぅとしてゐ 
るが.徂ひとするところは•いづれも、あなじ生產の力の傾充 といふことであ 6、 
戰力の增强と s ふことであるべ色；ものである。 

むろん、生產戰の遂行には，單に、かぅした產業經濟の紐織の確立といふこと 
だ1+では足-ない のであつて、或は、戰時下不急不要の產業部門を はじめ日常 生 
活品產業と v> へど も、 戰時阈民 4: 活を確保でさる ??度の牛•產目標の程度で、おさ 
へて、をこから， rlH il る餘分の勞務 •資材 •設備などを、一切、他の重要產窠にふ 
6むけて、 生 產增强に 資せねば ならぬ。或は、中小商工業を幣理統合して、能率 



本位の卞產に建て ll*i し、かつ勞務の供出にも資せねばなら《。 或は，阈內の眠れ 
ろ资源の回收活用、不急^要の工場にぁる遊休米働の設備の轉用なども*どし 
A ヽ行はねばならぬ。とにかく、阈內一切の事物が•載力增强 とい ふ眼から5;直 
し、その祖；3で考へ!&:されねばならぬのであるそこに、また"不斷の「戰爭と建 
設 一が ある ことを わするべきでない- 

つま 6、 砵 產戰の 完遂といふことは、阈家锶力戰の 一翼として 考へられる かぎ 
$、堪に，一機蛾、':丄場、一 II 山の生產數最 を 物理的に 增す だけで十分なので 
はない ii き1:ゎたる戟力の維持のために、不断の生產を M 保するはもちろ /.の 
こと、さらに、をの 生 產杻源を 確保するために、國力の一切を 生 產增强の一點に 
集中し、 綜八：：化せねばならぬので ある。 


わ•か邦の弗報 r « 觔、「大 H 本產業報阈分」の飢織にあたるアルパイッフロントへ勞 
勵戰線)、 とくに その外廊机楢たるクラフト•ド /^ ヒ •フ &イ.テ(歡喜力行會~の活 
觔について眺めるときは、ドィッ動勞者/#♦か、/ All 國の建設について、いかなる心 
措へと飢糙とにょつて、仑の生產部 W を^常してきたかが、きはめてょくわかる 
のである 

むかし、左铊思想の®/ I なこスに、勞働糾合と s ふものがあつた。階級鬪爭思 
想を金科 Hi 味のやぅに考へてふ6かざし、生產部11の把持者たる資本家と彼に使 
は*1る勞衛迸とは、もと'—-利^相反するものであるから、勞阑者側としては、 
MW して、 資本家に對立抗爭しなければ、 R 金は切下げられ、勞働時問は延茲 3 



れるといふ危險がある。かういふ淺ましい社件见想が根底となつて、勞働紺合が 
癸^してゐたドィッで4、むろんさうであつた'いや、ドィッの場汗は、をの 
粁濟界の困亂、思想界の la 迷の/?めにとくに、不健全な反^家思想•かはびこ6、 

左^思想 LiJt rid s ゎて、勞働者側は、. U 分一個の利. yf の iil 及のみ(:情一杯であ^^ 
art 本 *4: 陆級の「ザ脱」からなんとかして脫却しつ、 nd の利益を忡张しょうとあ 
せ6、唯物的世界 M でコチ'-とな 6、 w 結の力を利) »] して、怠業その他の勞 ■ 
1? f l ベ#き^をやつして. Q た。從つて衣木^侧も、 n 然、これに對抗して、1«!結 
し、 ? t 本家 組 ^ と勞働糾 A .= との對立のうちに栉浒は iij か？れてゐたので ある。 

ナキス新.トィッ迚,15:が^?-されるにいたつた一九三三尔(昭和八年)當時のド 
<ブには、かうした勞鋤糾分の數が全阈で一六九、资木来糾介は四六を似へ、そ 
の問に1;起された穷働爭述|1、夥し S 件數に上つたのである<〇 



11 nil . 

かぅした^力戰 w ^ ff ? 制 iit 設上の最大障碍が、ナチス政府の英断で、爻づ第一 
に^»入れ3れ、斬しい傅想の下に再建5/1.たことは、3もあるべきことであつた0 

全 W 唯一の、资本家と勞®者とを tl 掩した新しい 組蠘の 名を、ドイツ *r 少パ 
イツ •フロント < ドイツ勞锄戰 線)と nf - ぶのである、フ〇ントといふのは、「戰線- 
「坑一線といふ .6:味のボ隊用語である。ナトヌには、かぅした風の軍隊用碏を政策 
用 r - f にどし 用して、戰時體 制的な感赍を } li して， Q る例が 多い 7 ての總囈加 人 
U い1や二1-五！ c 萬を 突破し、 ドイツ人 U の四 flj を 占める状態に あるので ある。 

この新_<?5が正式に成立したのは、一九：ーー：二尔(昭和八年)十月二十四日附の 
法^に某いてでち7たのであるか6、數名いナチス施策のぅちでも、とくに早い方 
であつた。しかも、->:法 {' 先立ち、同^-の? I './!一日(往年のメ—デ I 、ナチスの 
阈1<:^働記念日)の大^を期して、勞働新粒制確立に闕するヒトラーの宣言がげ 


は^'るや、顇日'1!-速、左》陣夼の勞働糾合私部に封して斷|»が强行され、事抒上* 
汚势 0 が褅 26 -?れ、こ、に間嶸をいれず、新たなる政治條件にへ=致した勞働生活. 
f 八としての 一大糾锇 ffs ' か、 ¥: 新的脚光を帶びて"生れ出た とい ふわけである。 

勞働戰線， とい ふ' t 語から ぅける 威じは、一寸狹岵な i >£ じだが、憐成 11 はド 
イノ W - H のサラ！マン も、械 X も 、 5 ! f 某主も、自由職裳米4、銀行、尚店の經符者 
も 1:ょ 仑 勤勞に從事するもの一切が、これに參加す るので あるから*いはばドイ 
づ內のあ G ゆる 職業分野が、これに#加してゐる乙とになつてゐる。た <、盌 業 
•たけは別に、なつて £) る . 

X X X X 

ドイツの力 I •デ— 丄 フ <’ K .1>* F 〕 といへ ^: 、 ^ らない人は少 S であらぅ。 
とはクラフト(力)の 5];文字、 F とは フロ イデ(歡甚) の 如 A : 字、 D とはドゥル 

二 W 三 
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ヒ(に依る)の頭文*/-一歡菡1:よる力 J といふ盘味で、 S は <「歆薅力 If #」 と 
で4課すべきもので*る。 • 

T ルバイツ、 フロント(勞 働戰線) の營 む數 多い 社 會事笨施設の中の一つで、 
政府- |7恂の社钤勞鳓政策である。これ％、.いは<ナチス建設而にちける承要な一 
Kt «\ o てさたものであつた。 

|&於力行# j は.つ4 り、•トイツの 動勞者 m に、でさるかぎ.^交化生活を味はせ 
やうと S ふ趣旨で 設けられたドイツ 勞働鞅 線本部の 外廊糾織で ある？從來、金と 
暇とにめぐ爻れた一部特橄階級の みの獨 ,'.• 物とな6勝ちだつた文化生活を、わづ 
かの資とわづかの^ 暇とを 活用す る乙とによつて、生產の欹|線に從事する勤勞 
者3?に4、 できるかぎ 6、 -.v チ受せしめよう、かくすることによつて、彼等勤勞者. 
屏の^神練成、见想番染にも、陡康保持 乃至 ffg 位， W 上にも大いに役立たし 6 よう* 



と s ふのが、をの大きな狙 a なのである。 

「氏.：： 一： 力行 fr 1の^ Hli 、 t */ SA •卜、ィッ勞働戰線所 M の動勞者のほとんど全部で 
あつて、二千吆 TT 萬人に達する。をの袢 ft は、これらの^ M の會赞と vr 廳矜社方 
面からの^附とで_ヂて&るのであるが 、^ Kii 萵紛のものほど多額で、 t - 均^ 
額 約し—四 ラィヒマルク*たといふ。仑の事業はおょを勤勞者大衆の文化生活の向上 
:-:5立つ やぅなものを網羅して居る■歡 '!¥ 力行會本部の糾織が、糾栊>..! 、 資金局、 
TT 傅 W の三 I .. J の外、輿絮關係として、ス.ホーッ局、旅行遠足 ^ 、 X 場 ^化 局、 社 
f ? 敎^兒などに分れてわると2.ろでもわかるやぅに、をの^龙の主なるものは、 

ス.ホ—ッの奥呦、勞働の餘暇を利用する他の技術の W 得、休暇利用の安 {0 なる旅 
行、演劇の割引 a 物、職菜知誠の向上" T 場作業場の美化運 £ b な•とである 

第一のス.ホ—ッの獎 su、Sr 坎保雔 のた めの 運動の大衆化といふことを Hts に 

I1W 五 
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して、夂：冰場ゲラクン*卜*趙疗誼コート*屋内體操塲などの熵張新築などに、資金， 
资：；£の許すかぎ - CN 、 力^一そ、ぐ一方、大#社、大 r : 場、大商館 などに ■*• 用の設備 
をもたしめる^ぅ、獎勵するのである"ョットとかグ ラィ ダー，こかい ふ ものに 對 
しての、歡. -UL : 力行 fr の力の入れやぅは、大したものであ. 0 、茳たゴ少 フの手 ほど 
$なともやる-とにかく、單なる記錄の M 爭でな く*勤 勞者のための 娛樂 •磁安 
をかねた SS 位の向上となるや3、注意 il く考虛3れて， q ると 聞.いて， g る_ 

第* のは、 勞働は餘暇を活用す る 他の技術を於得したい 系のに、で&るかぎ6 
の I ' iirL-tfftlJIl へすろ、 たと へば旋盤 r ; でも 無 16 の技術を W # するものな ど さへある 
第-ユの除暇を利用して、たとへば日曜日爻たは休暇に、闕內阈外への旅行、ハィ 
キンク、キャンビングなどの催を Mifs 的に行は しめる 2 . とは、 ^ 喜力行 # の ^ も 
承要な事業の一となつて 居る。 s 有鐡道なども、大いに協力して蓮 H 倒引をして 



勸勞者各 C 眾獨では、なか-''—-や-^得な S 海外 irlr なども、容祛に if , れできるわ 

けである。この/2めには有名な「ロバート•ライ」號とか「ゥキ/ V ヘルムダスト P 
ッフ ー 彼とか s ふ歡#力行 fr^M の二'一:..; W トンの御用船5へ用：®してあるドイ 
の#誌などにょく歡 -?¥ 力行^一行のライン河畔ハイキングの寫眞などがでて居る 
•か、動负者)#の姑安と修養と保健をかね/:•かぅした催は、彼等の職場にちける 
能.•中拊進を机つて a るのであるが、大規校にやればやるほど、國民 K 生の施設と 

I 

しても、.®耍な仗割をもつわけである。 

第四の演劇*芝居の割引 a 物も、5ぅした, a 味で、歡涔力行#では、大いに力 
をいれて ? J るらし S が、第五のエ垛作業場の美化運動のごときはとくに、本部に 
麻管の局までおいて、一生懸命やつてゐる。仕讲場の淸潔と整_、とくに作業場の 
»埃汚物の庵分.小'さつば6した工場庭阳または空閑地の設遛、食党の美化、脫 
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衣所 f : i ; il ' 所体拽审、休. Q . 用綠地その他附 M 設備の淸淨化、綠地に 臨む明るい作龙 
場 拎 审の他 そ 完備せる 衛生 施設な ど•ならべると いろ^- な 仕事が あるわけであ 
るが•要する { C 仕唞邱に 一 tc を送る勤勞者層•と6わけ靑少年勤勞者のために、 
環境の羌化と S ふことは、敎化上からも、または勤勞能率の上から， P 、 大きな 
影馊をもつことは、常然なのであつて、歡：酱力行 f ? の一大磨 どして、かぅした 
•• J とを、とくに、强制的にでなく、， H 發的に . Iff 行し やぅと いふ 主旨な ので ある。 
「仕？ tv 埸の外觀は内部の仕^の價佑を表はす」とか rft - 5f にはまづ光線」などい 
ふスロ—ガンをか、げて、本部の桁薄が行はれて ， Q るが、 これは、 軍に勤勞者 
侧だけに呼びかけてもだめで、工場主側に， P •十分な «! 解が要請 され て ， Q る。 

第 六の抑 勞者厨 の 職 ^ 知識の向上、ナチ ス的 世界 觀の涵養、 一般 知的敎育の 曾 
進と いふこ•とも、 歡 軎力行行の«:耍な自治的4:の.一つとなつてゐる0國玫敎化 


4 



ふかドィッ 社 5 育 W とい ふか 、 f した一つの部局 •か設けられてわ 
て、博物&の暴、 展署の 開催、 移動圖喜の設備な どから、 團禮的に、音樂 
I •將棋 •1.1 の敎授 さへ行ヂ 、その他、 全 S 喜 所に、 特別の講— 
を 開設し V 、 S 、 速記 • 1£ をの他 X く S 本知誠の敎 f へ行つて 
ゐるのである。 

X X X X X 

要するに、かぅした朱產職場 [ C おける勤勞教(企業と勞(#名とをふくひ)の組 
樣的、 S 的 再建設が、 SSI 行のためにいかに大き1營みつ 
ゝぁ るかを、わ n われは、十分に味ふべき點ビ思ふ。 

二 Is 九 



二五 o 

民族力の戰爭ミ建設 


總〇戦5:戰 a 拔く原動力は、 あくまで％、國民自 (ffic ある。 わけても、奇少年 
cf にある。 長期戰とか、百年戰 f かい—葉は、い W かへれば、靑少 
年戰领といふ; S 味と なるのである。 

一！ s の國勢を判斷せんとするには、をの國の靑少年をみょ、と S へいは n る。 
平時に tsj 、 iQ 上4にあるか，下.^坂に—かは、をの§靑少年♦か 
—剛 I 、遊惰 f やで判斷される-。いはんや、戰時下，^いてょ、戰を 



の あ/:' ゆる 分野•か、靑年の力に待つこと大である。國防の第一線でも、產業戰卜 _ 

として4、銃後の護$に為いても，一切は、靑年の活動に期待されるのだ。戰爭 
によつて•いや應なしに國民生活の上に齎らされる有形無形の困苦と缺乏とは、 

ともすれば、國民犄神の上に Bif い陰影を生じがち R なるが、この難境によく耐へ 
て、率^垂範、阈民指導力となるものは、. v {- に、^年の責務にほかならない。 

かぅ した 重大な責務をもつ* alT 年が、平時から、組織的•計晝的に，よく練成5 
れてあ n ば ある ほど、 國防 力の 充實 とな 6、戰力の擗充となる乙とは、いふまで • 
もないこ-.あらう。 

ことに、戰爭と建設の 一面の 目標が、 十 年先、 五十 年先にあるかぎ6、現 rF . の 
少年は teIT 年とな6、靑年は壯年 とな. つて、この難事業を遂行する？(務を先々と果 
たさねばなら W ことになる。 

•-1 五一 




緦力戰•か•必然的に民族戰爭となるのは、あきらかなことである。 

幼%も、子供も、#年も老人も、年が移$•代が镘つても、今後果てしなくつ C く 
戰爭と建設の^みに、ょく耐へ、ょく忍びつ、、邁進せねばならぬ。前途の光明を 
期して、邁進せねばなら W 。 苦しめば苦しむほど偉大な成果がうまれる 

このことたるや、まことに容易なことではない「從來のやうな自山主義•俩人 
主義の知 W 本位の知育 W 制に委せられた靑少年がかういふ重大な A 荷 1 C 耐へぇ W 
は、當然である。敎 W も甘た、戰爭と建設に即した5 g 制をとらねばなら W 。 

國防闽家體制下の敎育は、單なる知燄敎授の敎室敎 W たけでは、完遂されない。 
ナチス政府が、その國防國家建設への出発にあたつて"とくに第一にとりあげ 
たのは、.炎に、舟少华の阈防鍊成といふことであつた：久しく，テモクラシ—の洗 
?3 で民族的に汚湞3れたドィッ民族を根本から再建設するのには*これをうちこ 




はす强力な世界觀によらねばならぬと考へたのである。 

ナチス的世界觀に よる M *!- 少年 M 成 こを は、ナチ ス•ドイッ建設の根 # である、 
と 考へ たヒトラーの 施策は、 あ . b ゆる 分野に こ、ろみられたのであるが、と6わ 
けわれわれに注 H されるのは、 ヒトラー•ユーゲントと、アル パ イッデイ ー ンスト 
とであらぅ。このことは*わ•か H にも*すでに、ひろく紹介 - t - みであるから、あ 
らためて 奸 し v '.^ njj もいるま c -' と m ,, 7'>'> が、 あらましをのべてみよぅ。 

x X 

•トイッの子供は、男女滿六歲にして、阈民與 i 校(フォ火クスシユーレ)に入,^ 
することになつてゐる。拢學袭務は八馆年であるから、滿十四歲までが義務敎疗 
年限である。そして、滿一0歲.すなはち第四學年になると、學校敎 TY の外に t 

• = 五 H 
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トラ— •ユー ゲントに加入して、をの方の敎育も受けねばならない。 

學校による 敎 育と有名なヒトラー •ユ— ゲントによる 敎 W とは、共にドイツ靑少 
年を對象として併行して行はれるのである。學校 ic よる敎育が、授業による知育本 
位であるのに對し、ヒトラー•ユ—ゲントによる敎育は•身體鍛練の體育、政治敎 
養の徳育本位である。ドイツでは、この兩敎育•か、•增擦なしに併存し、相共に、 
幼少時よ.〇の鍊成によつてナチ K W 家の有用な一員たるべき國民を造成すること 
になつて fe る。 

ドイツのヒトラー•ユーゲントは、單なる民間 Hfs でも•半官半民の_體でもな 
く、立派な！：家の阈民練成機關である。尤も、正確には•ナチス黨に所鳩の組織 
であるが、黨と阈家とは、不可分一體性であるから*學校と镘6な.い制度性をも 
つて. Q るのである。 



すなはち、ヒトラー•ユ ー ゲントは、一九三六年(昭和十一年)十二月一日に制 
定された次のやぅなヒトラー•ユーゲント令に基いた國家制度なのである。 

第一條ドイツ領土內二居住ス火ドイツ W 少年ハ、スベタ、ヒトラー•ユーゲ 
ント-一之ヲ編入ス 〆 モノトス 

第一一條ドイツ靑少年ハ、スベタ、家庭竝二學校-一在 V テハ、ヒトラ ー •ユ— 
ゲント-!於テ、肉 <s 的•精神的•道徳的部門-二旦リ、ナチス精神-1基キテ民族竝 
*1 民族協同體へノ桊仕ヲ目鏢トスル敎育ヲ受クベキモノトス 
第一一一條 t トラー•ユーゲントニ於ケル全ドイツ靑少年ノ敎育使命ハ、ナチス 
黨ノドィツ靑少年統監-一之ヲ委任ス。仍テ、ドイツ資少年統監ハ，ドィツ國靑少 
年統監トシテ、ベル9ンニ在住シ、ドイツ最高官遛ノ地位 ヲ占メ 、緦統一 一 iff .® ス 

ルモノトス 

二 五五一 




二五.六 

坑四條本法ノ施行竝-一補充一1必耍ナダ細則及ビ1般行政規程ハ、锶統之ヲ定 

ム - 

現在のヒトラ 1• —ゲントは、かぅした法令の极據をもつ國家制度化して* 
るが’む八ん’すべての他の運動と同栈’菏少年運動がかくまで發展するにいた 
る.^てには、短か、ら«沿革をもつてゐるのである。こ、では、くはしく述べる 
蜍裕もない'か。 

ヒトラー•ユーゲントと 一槪にいふ•か、男女、年齡の違 a で •組織の名稱にも、 
羌異がある ijfl 單に、をの m 織榀成をのべて、參考に供すると、 5 i 子のヒトラー 
•ユーゲンドは•滿卞歲から十八歲咬でであるが*十儀から一四歲までをユン 
グ•フォルタ(少 S 民) として 編成し、十四歲(國民學校終了)から卜八歲ま 
でを狹義のヒトラー•ユー ゲントと して SHi 成する。編成單位 は、 最少 團 M 十五名 



以内で^成する [ffi 志隊 (力.メラ—ドシャフト)と 幼年隊 (ユングシャフトンから 
傾次上の方に ビラ ミット型につみあげる d 

■4- 子の ヒトラ— •- ユーゲント も、 fiij じ やぅに最小 lit 位を十五名以內の少女隊 (メ 
I デ少シ ャフ ト) 幼女隊 (ユングメ ー デダ シャフト) からはじまる0 2 S : し、 少 
女隊の方は，十四 a から 二十一歲 までとなつて^る。 

ドィッ全阈の男女命少年は、その性別、年齡别に應じて-かなら个、そのいづ 

れかの.隊に席をちくことになるのである。 

卜. 7£ f , 以內で編成された最小單位は、いづれの ^ 八：：でも*•三個 集つて、五十名 
以内で、同志隊は胙阑ぐ !^ ャ I ) を、幼年隊は、幼年 ®(ユンク ッ_ ク)を、少女 
隊は少女群 (メーデルシャ —) を、幼女隊は幼女群 (ユンゲ メ— デルシャー少) 
を榀成する。と S ふ工合に、 傾 次に上に1/ かつて、#•然 たる隊組織を もつて構成 

一一五七 




二五 A , 

3 n るのである。 

組織 li # ll 織として•しからば、 t トラーユーゲントの任務は、..、」んなこと ic あ 
*0 のか。 , 

1九三三年('.昭和八年)の九月二日にニユールンべ 〆 .ダに開かれた恨伊のナチス 
黨全國大會で、匕トラーは、大會に參加したヒトラー•ユーゲントに向つて、っ 
ぎのやぅな演說をした0 

わ •かドイツ靑少年諸转！諸れ は、未來のドイツで ある。 諸岩は、 めれ らが力 
つて將来のドイツに期待したことを學ばねばならない。諸^ は、 また^ いし、 人 
世の ffll ? 馳する«;々な^響と v ' ふものを ff ?. 驗し- t : ゐない'諸 V 1 ,は、將來认して相 
7 I . I : 離反すること•かないやぅに、がつち6と^結しなければならないのた諸^ 
の苦き胸に、獨斷 や、 不遜 や 贫 */;•; の階級的见想や差別感が萠してはならぬ諸 -/5- は、 



諸/ }• •かもつて0る友情や阁結の偉大なる威情を確保して， Q なければならない。諸 
君が*もし、仑れを放棄しょうとさへしなけれ、ば！；人といへども、それを諸井か 
ら#ひとることもできな s であらうし、^のときこそ.、はじめて、諸 i ； は、ドィ 
ッ ul ' l 少年として*われらの大なる希望-わが^民の信賴、信仰として、現在さう 
である様に、がつち$と腕を組ん*た一つの國民となるであらう。 

捃パは、偉大に ならうとする 國民が必要と する 諸徳を涵養し なければなら W 0 
諸打は•忠. K であ潑淛とし、果敢で なければならぬ。 をして、 - srn がために 
は、諸/} • は、唯一の、偉大にして党 令た る團體 を 組織しなけ n ばなら ないの だ。 
しかるとき*わが阈 ii の生命の ために 拂はね ばなら なかつたし、現在-^で拂は れ 
てきた 過去のすべ - t の锇牲は、無駄では なく、これらす ベての犧牲の 中から、 遂 
に、漸く、わ•か^民の生命の幸；解なる菝展が實現せ られるにいたるであらう。 

二五九 
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親愛なる奇少年諸抒！諸/ V らは、ドイツの生きた保誇人であ6、將來の生き 
た ドイツで ある。承虛な槪念、蒼ざめた命題ではく、諸パはわれらの IfD . の血、わ 
れ. しの 肉の肉、 われらの 精神中の精神であ6、わが阈 K : の永^する生命なのであ 
る— .J 

ヒトラ—•ユーゲントのもつナチス的使命は、この t トラ—の情 M 的な演説で 
盡さて， Q るのである。 

要する,'.長き迮没の前途を考へるとき、將來の : i : it - を^ふものは*！: pr 少年であ 
■<>、乙 n らの靑少年が年糙て、眞のドイツの成年となれる曉にむいて，その負荷 
された35;'5('堪ぇる*かため|:は、若いぅちから十分に練成してなかねばな*^«。 
吁少年の肉 JE と淸神とを糾織的に鍛へあげられるならば、まづ、网防國家赠制の 
大垆は確. V :できたやぅなものである。ヒトラーはさラ考へたのである C 



だから、ヒトラ— •ユー ゲントの活動分野の中心をなすものは、第 11:、 學校敎 
W と (>F 行して、ナチス •ドィッ 阈民としての阈比敎 Tt の徹底を期することである'か、 
第こに、 f ! f 少年の保健と fft 位の向上といふこと'かょ 6 A - 要視されるのである £ 
は週に一度、水曜日の夜 1 C - 待して行はれる#少年塾の夕において、 liluIH ] 志の_ 
( r : tf , i を W 掲した b 、 或は土啪日曜を利用して、大 ci 然の中に野符生活を行つて、 
共：一:生活の体驗を] £ ねた 6、 或は货際生活に即した社抒事業"例へば资源 回收事 
業など { C 從事して、 It 抟 • s 家社 fr に寄與した6、をの他、ヒトラ—•ユーゲン 
卜の资む 事 装は 無 數に ある わけであるが、 いづれにしても、その眼目は、 大ドィ 
ッ國の將來を^ふ W 少年の阙防錬成の一段階と考ふべきものである。それは、學 
校 rE 學屮 の％ののために、なるべく 授龙に差支へぬ やぅな 考虛された り、 饮 務に 
就いて& る％ のの ために•なるべく、.^ の餘暇を活用す るやぅ 考餛 された6して 



二六一一 

ゐる のは、 ヒトラー •ユ—ゲントのもつ全 fff 的意義から考へ常然のこと である。 

國防拌湃の進展に作3、ことに戰時經濟ともなれば、股賑產罘分野に織$こま 
れた產業靑少年のうちから、いろ^—不良化問題が起つてくるものである♦か、も 
し、この ヒトラ— •ユ I ゲント 式組織を通じ、彼等の就業時間外の餘暇が適當に 
善用さ“、單(:联格な：水隊的訓铼の下に固い修練のみを$ねる乙となく、とくに 
靑少年 の 樂しい闻锘を中心として組織 3 n た c ： 發的靑少年№1體たる特質をもつヒ 
トラー •ユ— ゲントのやうな 國家的机織の中に織 6 こ in て修練され るなら ば、 
おそらく、 不良少年問題の發生のごときは、 ょほどすくなくな-^ はす咬いか。 

われわれは、いま、 ヒトラ ー•ユーゲントの こと K ついて、もつといろ•の 
ベてみたいのであるが、紙數の都合もあ6、さうもゆかな S。 日本のナチス文献 
のうちにも、ヒトラ—•ユ—ゲントの紹介は 多數 みられるから，さうしたものに 




ついて、他山の石を拾ふことができるであらぅ。 

た*」、われわれ、ドィッのヒトラー*ユーゲントについてみる場八'||、とくに興 
味を,：？ぼ t るのは、2.れらの靑少年運動が、もつばら、靑少年の手にょつて、運 
脊さ れてゐるといふことである。 全國八百 萬の _R を統率する中央の 最商 指揮者 
は、今年(昭和十七年)とつて、わ づかに 三十 五才のシーラッハ氏で あ 6、 文 宇 
通 6の靑年なのである：その他本部の局接クラスは、すべ1:、1.-*.卜才前後の若者 
ばか b で占めて， Q るといふのである。靑年を知るものは、靑年である。シ—ラッ 
ハ C 分逸材であることは疑ひなからぅ*か、これらの若者たちに、ょく全權を委ね 
て，！ 2 るヒトラー の) 1 U のある方針も大に感心 させ、 られるのでる。 

XXX 

11六三 



一. 1 六 四 

ヒトラ I • ユ—ゲントにつ S : く靑 少年阈段鍊成の段階は、あの有名な アルバ イ 
ツデイーンスト(勞倒奉仕)である"一槪に•勞働奉仕といつて4、日本で行は 
n て； a る臨時 ( ti 念的 JL つ=由盘志にょる行事と興6、常設の阈家糾織で義務的に 
行はれる W 民鍊成である 

滿十八才 -C ヒトラー •ユ—ゲントに ょる 鍊成を終へたドイツ #少年は、ひきつ 
<いて、ドイツ勞働奉仕№1に入15して、1-ヶ年の勞働奉仕勤務に服し、，ての方の 
鍊成 VI ぅける ことになる。勞働 # 仕團への入阐は、 ^ 年二度、 四月一日と十/ i 一 
H に行は れ ろ一日から九 H 三十日までは、乍ヶ 年 B ' 季奉仕、 十月一日から 
翌年三月三十一日までの1-ヶ年は冬^奉仕である。 

•トイツで、この勞働奉 -, ft 制度を本格的な闕家制度として採用し、 ドイツ IfJ* 半の 
すべてに一律に義務制ををとるやぅにしたのは•一九三五年(昭和十年)からで、 




をれ嚏では、 a 山忐願制として、とくに ナチ ス在野黨時代から相當廣範圍に tt 施 
3れてきたもりで ある。 

俗に「シャベルの軍隊」といふ名稱でもょばれる やぅに、この 半ヶ年間の勞働 
苯仕阐の糾橄*活籼*褊制，规律，生活その他一切が、軍隊と同じ耍职で行はれ 
るた V 銃の代 6にシャ ベ x を もつ といふだけで、 ドィッ 靑年の勞働奉仕に對す 
る心揹へは、^防軍に對すると大>!>な s のであ$、そ n は、 v ' はぐ軍隊生活に入 
る w ; j の^備てあ6、 m 行てある。軍隊生活は、闽有の阈防訓練 V 」主服とし、もつ 
ぱら戰蝴訓械に J : 點をなくのに對し、勞働奉働生活は、廣義の阈防目的に奉仕す 
る、ナチス的世界觀の饮作、 ナチス 政治敎 TT の货踐 にょる 阈民鍊成段階で あると 
いふ it ひ*かある，-しかも、をの沿革、赘展史をみるとわかるやぅに、をの起6は、 
ゲルマン民族 M 動の一翼として、大戰後 とくに 盛んと なつた 靑少年 il 勧にあるの 

i 
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であつて、いちはやく民族的靑年運動のナチス國防！5家建設上もつ重要な意義 t 
察知したヒトラ|にょつて、在野時代から助成をぅけて發违し、をの將來性を約 
束されたものである。 

ドイツの勞働本仕制度は、一九三五年(昭和十年)六月二十七日附の法律にょ 
つて、はじめて義挤制として施行されたのであるが、その法律の第一脩に、 

一、 ドイツ國勞働奉仕ハ、ドイツ民族へノ名#奉仕タルべキモノトス 

二、 全男女靑年ハ、勞働奉仕ヲ行フコト-一依リテ、ソノ民族二本仕ヲ爲スノ義 
務ヲ有ス 

三、 ドイツ w ^ 働奉仕ハ、ナチ，ス世界 M -1 基キ、ドイツ W 女靑年ヲ民族協同趙 
並-1眞ノ勞働觀念、特-一肉 fit 勞働ノ正當ナ少贫篁へノ敎 W ヲナスベキモノト 

ス 



四、ドイツ國勞働奉仕 ハ、 公益的活 勘ノ遂行- 1 之ヲ特定ス 
と s ふこと.か-#いてある。 

これによつても明かなやぅに、ドイツの勞働奉仕制施行の本旨はドイツ民族へ 
の名#桊仕であ4、ナチス國家の精神に某き、ドイツ男女靑年に對して民族協同 
»並に奠の勤勞精神を涵養し、とくに肉®勞働を尊重するやぅな實際敎育を施す 

と S ふに在るのである。 

い a か へれば、ナチスは、ドイツの全靑年をこの奉仕國で糾織 的計盡的に半ヶ 
年間鍊成することによつて、靑年*かナチス國家建設と S ふことを自らの責務とし 
て自 * することを狙；3としたのである。とくに靑年の民族意識に H 覺めた血 V - 土 
との中よ6生れ出た內在的な義務 成 情として伸ばして行くことを勞働奉仕の根本 
の使命としたのである。 

二六 七 
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贲際に從事する作業も、公益的事^一本搶である。個人事業では採算•かべ；；は W 
といふので抛6出してあるもので、直際は阈家公益のため、どぅしてもやらね W '' 
な.りぬやぅな祖^土地|5!!發事1|;:，どが主^な仕事をなすのである。不毛地/^地， 
i^?T 地などの開拓事業•土木事*がとくに行は n る。これには、^ ( C 祖闕の N : l : 
間释といふ狙 a の外に、食精增產にょるドイツ阈民經濟の自給 C 足と S ふ狙； S を 
.本もつたものであることは*いふまでもないで あら50 

要するに、 勞働 奉仕制^ は、 ナチス •ドイツの公民敎育の? f 踐道場に 外ならな 
S- 組《開熒といふ共同目標の下{1: 、身分*地位，職業の別なく、をれこをイン 
テリ も ^ ix- % 職工 も W としく、ドイツ 阈土に生きる ドイツ 民族と して、 lflL と土と 
の 繫6を «?|!/ し、そして忠實•服從 •友愛の諸德を身につけ、 後日、ナチス阈家 
ために、情熟を もつて、 職分奉公す る 人材 5 : 鍊成 する 制度なのであつて、 遠大な 


ttis 計盡として、かぅした^働奉仕制度のごときものを S ちはや <阕家制度とし 
てと6あげた乙とは、！ S 情とはい CA ながら、その英斷と 遠 傲とにおいて、われわ 
れに示唆すると乙*<:大であるやぅに .\1'.ふ。 

これ、とくに、「戰爭と建設」といふ [10 から、民族 力の 徹底的劻 M といふ乙と 
を考へる ときに、はなは*た 典 味 あるや b 方で ある やぅに 思 ふので ある。 
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生活の戰爭と建設 

« 

X . 

近代锶力戟の庵致は、「生活戰」といふことに盡きる。锶力戰たる近代戰はい 
やでも! t でも、國民の生活戰といふところ^で突&いつてくるのであつて、この 
生活戰乃勝敗もまた、近代戰を左右するのである。 

これは、まことに、われわれのなに (C もまして心すべき 重要事で ある。 

生活戰とはなにか。 

► V れは、緦力戰の遂行といふ2.とから必然的に起つてくわ國民生活上の變化に 


いちはやく "® 應し、新しい 戰時 生活にきりかへ て、 戰爭が何年つ V - かうと絕對 *c 
，が « 活精神を確立するための民族的努力にょるた、か CA のこと である。 この 
生活戰的努力を怠る^は、锶力戰の敗者であ'^、しからざるもののみ、 M 力戰の 
勝者と な6 得るので ある。 

ひろん、一たび戰爭開始となつてからあわてて生活戰 を 遂行しょうとおもつて 
も、なか<もつて闲難な仕事である。近代緦力戰における' 切の戰爭態勢がさ 
うであるやうに、戰爭と同時に、 スゥ ヰ ッチを いれて、すぐ戰時个•活に切換へ、 
生活戰 を 遂行するといふわけには、なか'^行かないのである。 

緦力戰の完遂には、完遂するだけの準備が要るのである。準備は、建設である。 
午：活戰爭のための建設が要るのである。仑して、武力戰の開始と冏時に、をの準 
備し 、建設された、生活戦爭も、 ま た本格化されるのである* 1 、 現實の戰爭は、さ 



らにまた、ょ 6 高度の生活建設を要求す る こと ic もなる ので ある。 

いは /I や、戦爭前に、そのための なんらの 生活雄設もな5 なかの た^*か、 どぅ 
しても 硪爭に敗れまいとすれば、いや應なしに、生活戰爭を遂行しつつ、生活建 
設を遂行し、 あほら かな 赍悟を 4 つて大きな 變勁と 革新を 粒驗せ ねばならないの 
である" 

生活戰爭と生活建設とは、阔民生活のほとんど全面を對象 ごする。 單に 、物的 
な衣と食と住とのみでなく、仑れらの綜合としての/|-:;活力も對象となるのであ4、 
衣生活と食生活と住生活と、そして、生活意力とを總力戰遂行に適應 せしめるこ 
とが、生活戰卞に勝つための生活建設の要諦で ある、 といふこと に ^らぅ0 

フラン K はなぜ敗れたか。 

アンドレ—モ— ロアは、きはめてハツキリと答へてゐる〇フランスょ、とくこ 




生活建設に立ち遲れ、生活戰爭に敗れたからであると。 

大政翼 赞軒の昔 沼锊學博士が、「必勝の 生活戰 J といふ小冊子の中に、グラン 
グロァールといふフランス新聞から興味ふかい話を引用して居られる。仑れは、 
敗戦阈フ ランスの 商人が、敗戰前の一九四〇年(昭和十五年)一月の銃後にあい 
て、いかに、腐敗した間取引根性の根强 いことであつ たか、 といふ 事货の一端を 
報 ie したものである。 

生活戰の完遂、戰時生活の確立のためのわれわれの沿好な反省材料として、、/ 
、に拜借して、ょ/1.でみょぅ。—— 

フランスでは、 間 戰と同時に、.： 戰爭を 金儲けの道具に するな」、 「戰爭成金， 一，, 
作らすな」 といふ運動が起つて， Q た。 しかし、 こ/ I な 標語 も 運動 も、 ある種類の 
商人に對しては效果がなかつた。物資の出 M ぅの港滯 •» 値の橫行•粗惡物资の 



氾濫が、市 K - の生活を脅かしはじめた。そこで、勞働者や#社員、 1 j - 吏などの細 
斿たちから成6立つたフランス隣糾の價格監視委 M ができて、不良商人の摘發に 
のり•たし、物憤暌貴にょる , fe 活不安や、これにつけこむ敵性消五部隊の11??躍の源 
を ffi 絶しょぅとつとめたのであつた。そして、この委員たちに摘癸された商/ V •か、 
パ9|のヌィィ裁判所で、裁判されたのであつた。 

をの一。四十ぐら. Q の乾物商の男は、チ—ズと麥粉の公價違反で法廷に立つた 
のであつた。始終 U の中で、「これは a ど S 、 これは a ど SL - と、ぶつ/\いつ 
て. Q 72。 

裁判15:被吿は、チ—ズと麥粉 ir 普通の市價の二倍近くで K つて*たわけ•た 
ナ〇 

1!:物屋の男 仑れは、仕入れ 價 格を 高く しないと、品物が集まらない - io で、 




どうしても、 肖 flfi を あの やうにしない わけには いかなかつた のです。私は、 
店の ^意に不自由させ ま S として やつた*、けです。 

裁判長 さうか、被^の商^的才能には若干 M 問を3しはさむ餘地♦かある、 
他の店では* Jskrl 通の通 6 チーズを化入れて並：：通の價格で販賣してゐるのに、 
被 fr の店だけ*かさ5できないといふのだからネ_爻たそんな風に仕入れ値段 
の ftv 办あげをやつたら、自然、他の店にも影嚮をあたへずにはゐな S わけだ 
ナ。被吿は、いまわれわれは、ど/ L な時期にあるか、知つてゐるのかネ。 

乾物屋の男 私は愛阈者です。愛國聯盟の特別メンバーです。 

栽判 fi —だがこの請#にょると、 a - 人 flfL 段が商かつたといふ被 ft - のいひ分は 
な〇た、な v ' やうだネ被吿は前からの ストック 品まで、 閽侦て棚いて， 3* 
やうではないか。•：…被吿にとつては、 71 の愛國聯盟の特別ノンパーになる 

二七五 




二七六 

よ.〇、公愤で物を貞るやぅに努める方が•ずつと愛國的だつたはづではなか 
つたのか。 

をの二.製藜所長.か、 m 惡不良の藥品の販兴で、法廷の人となつた〇锊1八、 

九割であるべき有效成分の今；：有 ■!.;: が、ゎづかに五分にすぎなかつたといふ配 ii & ぶ 
6であつた。 

製费所 ii 私は、なにも法律に觸れるやぅなことは、やつてをらんのです。 

愤格は前の通6です。 

裁判 U 被告は、 iL 段さへ璲へねば、中味はどぅでもよ S と思つてゐるのか 
ネ。例へは，重 1 IV - をキ-一—ネや止血劑の値で：«つてよいと思つて， Q るのかネ〇 
製.藥所長 私の店の品物は、良 sn nll にちが； 5 あ-^^せん〇來にあさめても、 
その^、通るのですから。 




そのやうなィンチキ藥品•か、戰線に送られて. Q るといふことが、傍聽席を竦然 
とさした〇 • 

教判長 被吿は 、すでに、 十年 フランスに 住み、 仑の間に 財 It をつくつて ， Q 
る。しかも、被齿 は、 フランスに負うて， Q ■るものを、この 非常時 VJ 利用して 

何で報いょ5として， Q るのか。 . もし、 フランスの 敵が、製品商 (!: 手を M 

して工作する 場^、それは血の止らない止血藥、消^ しな s ffi nt 藥、下煞 し 
ない^熟薬を前 a に运ること •た- ft 傷した r » J 胞の一 1位はおくれ、できる快 % 
もできなくなるかもしれ ないのだ。 仑して、仑れだ け フランスの杭戰力は W 
まるの*た。被 ff のやつたことは、 まさしく このやうな第五列的行^ではな 
いか。……そ n は、难の眼から見ても、きはめて反阈家的な行爲'た。また、 
をんな行爲の共謀者であることを潔ょしとしないで’被たのエ場の職エ^が、 

二七七 
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被吿を吿發したのも*實にもつとものことである。 

« 藥所畏 あれは、 恩知らずです。私は、できる*たけの良い給料をやつて ， Q 

たのです。 ‘ 

裁判長 彼は、フランス人4'のだ。そして、フランス人として祖國に對す 
る K 務を果した♦たけである。 

►V の三。 rif 物行商の老婆が、法廷に立つて、泣きながら、 

«. の家で、 乙ん な 恥 かしい H にあつ たのは、私•かはじめ て C ございます〇、乙の 
一 rrHM - ト フランの 紙弊と銀貨と* か、 野菜を 高く^ つて、一 @ 1 - 月の 間に餘計に储 
け た*、？金です。 これは、4返しし 噯す。 なんでこんな恥かしい目にあふやぅな 
ことを する^になつたかわか.^甘せん0ど5ど今度 ;2けは、お許しください0 
W のためにならんことをしたとは、知らなかつたのですから、 もぅ 二度と やる 



ことではございません。 

この 老婆に對する裁判長の a 問は、きはめて贿眾で あつた。をのとき、突然、 
製藥所長は立ちあがつて、 

私は、策に二卜萬フラン献金したことを忘れす K おいてください0 
とつ ( t 加へたが、裁判長は、無言であつた。 

老潘は、 ia 罪不起 irf とな6、乾物屋と製藥所技は"おのおの 二 千フランの 111 金 
が、 ss 渡された。 

茲判. k は、％つと屮刑を紫ん'たのであつた•か、それには、新しい法律が必耍で 
あつた。仑こで彼は、ナ.ホレォン時代の法饼まで研究したぅへ、附加刑として、 
店頭の人目につき易 S5? 所に、「不 11- 商人の店」といふ大きな貼紙を一箇月問貼 
6出してゐくことを命じたのであつた。 

二七九 
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1 H ことに、典味ぶかい., js ではないか。大きな「他山の石」ではない ho 

わ*>われは"あく 1 W でも、勝ち拔かねばなら w 。^: 活戰に勝ち抜き、總力戰に 
勝ち抜くためには、不 1'- もやめねばならぬ、不滿もょ3ねばならぬ、 そして、 つ 
ねに^利へ•の希架に眼を輝かし、胸をふくらましつ、、おのが中活の wj 阐を，方 Y ' 
し、- WS : 戰爭. ; ff ::. il の上から反^し、建て直し、みづからの職域にはげみつ ゞ ナ 
ねばならないのである。 

武力? JC の戰 1: は、 TJC 線の兵土のみか もしれな v » が、生活戰の戰土は、 ま?しく 
銑後一切の W 民てある。 

\人の KW が事務をとる％のも生^に從ふものも、男も女も、老 W も ？ V 台 
ネ； >>1 めるも貧しき7¢、知識保も無知 ^ i w も、 ひとしく、， <■ の 日々の 生 h 1 ;- こ.、戰 
W つ)けて. q るのだ、とのつょい京誠^もつて、魂を躍動？せつく ナる〇 を ここ 


2- 仑、生！ fi - 戰の眯利は、坏 くので あ 6、緦 力戰を 勝ち 拔 く^ If は、をこにあるの 
である。 

•X X 

大戰後の卜餘年の苦'1時代を經、ナチス六箇年の忍^時代を M て、第二次大戰 
の枏枒 事にふた、 び、 その 勇姿を現す にいたつたドィッの 復典は、 たしかに、 二 
oti - fc 初頭に t ' ける 世界の一大驚異 だといふこと がで きるであらぅ。 

ん-度の第二次大戰にのぞ4だドィッのその立ち上6に為けるあま6にも鮮かな 
戰 If 振 b lcH をみは$、ドィッはな步かくも强いか、と反宵し、結局、 こ U をナ 
チス树政以来のあらゆる i Mw 强兵 施策、 ヒトラ—の巧妙な指 ^ 、その指 薄 鱧制の 
i 兀備と;: ^ した。それも、たしかに、有力な 一¢1である。私も、 機 f ?- あるたびに* 



i のことを强调もしてさたのであ6、かつかたく乙れを信するものである。しか 
し、われわれは、か 5 した表 SI の事相に即して物を考へる とと ， P に、さらに、 を 
の 於 lin' の、 , 1 -活 tt » 、 4: 活地盤なる％のにも當然考へ及ばなければ5をである。 
すなはち、ドイツ阈仪53 g の大戰敗北以来に為ける苦 II 時代の血の出る やぅな 忍 
苦の W 驗は iiVJ 八ど阈家として故ド底のドン底交で喷しドつた慘ましい境 ia のぅ 
ちにも、なほ ix- 族特钉の理想主義をすてず、 J1 •念的甦生の機 ai を逃？ず、ついに 
昆卞ぺ起ち上つたドイツ民族自體の民族棟神の問題である。いは V 、 ナチ ス•ド 
イツの甦生椬汶は、かくのごとき欝勃たる甦生復興の氣構へに燃えるドイツ氏族 
•か、不世出の熟血 i-^r ドルフ•ヒトラーの政治的指欺を得て、みごとなる起ち上 
6 V 具現した爻でのことであるといつ1:もい v ' のである•い a かへれば、間 M の 
核心はドイツ魂であ6、ドイツ精神であ. CV 、 ドイツ人氣質である。魂の入らぬ仕 




事は 無駄什 事に 終る。 ナチス•ドイツの 建設は 顛鷺汝 t 玉 R するといふ天の 攝理 
にほかならな S の•た、とナチスの指導者は、ょくいつて fc る、•かわれわれとして 
ネ深く味はねばなら W ことである。 

XXX 

ドイツ人の^ 質、 ドイツ精神といいつたことは、かぅした -. 0 ! 味で、わ*か阈の心 
ある-,^ こょつ ていちは やくと ヶあげ ら n-cw ることは、喜ばし s ことである。3 
L あた-^私の H にとまつたものでも、たとへば、4-物の紹介になるが <衬卜•湖柄 
雄氏著「ドイツ fll 神」(昭和十 r. 年)とか、復谷瑞世 氏著 「獨逸人氣質，！(昭和十五 
年) とか' 森 崎#I 氏著「學 ベ!!獨逸阈民生活」(昭和十五年)とかいつた手取 
な勞 作がある。 
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われわれは、 ドイツの 甦生、 ドイツの 强3 •トィツの逮設のかげに、- A : きな f 素 
をなして. Q る、かう した 椅神 •鉍 質•魂と、 K - 族 性ならないものをいつもみ落し 
てはならないもの♦たと思ふ。 • 

さきにあげた本の中から、 r . 三の話を a ろ a だして#へてみょう。志のある方 
は、 fJWA: 接か 5 した戌物を手にされドイツ情神を知$、ナチスドイツの生活建 
設の根本を M 解すべきである" 

たとへば、ドイツ人の勤儉貯莕心のつょい ことなど 有名である。 

ドィツ人の勤儉貯蓄精神について、森崎氏は、 かう いふ ， [5 を tet-r いてゐる。 ^I 

ある人ドイツへ旅行して、或る下抬へ世話になつた。ところがその人は三箇月 
m /) fc る日、5:に f & 定を镘更して、ベルリンを去らなければならなかつた。 




をこで、下宿のおばさんに、「明 H の午後出發 S たします」と話したところ、 
下宿のなばさ/ I は、二人•かかりで、明後日にしてくれ、 i 抗議を出した、といふ 
のである* , 

をのわけをたづねてみると、かぅである。 

「いま、 あなたの 靴 F 二足、それに ヮィシャツ ニ 枚を修理して洗灌中で あるが、 
明日では 牡かぬので、 ぜ3 明後日に 願61たい」と S ふのであつた。 、 
ところ が、 靴下は 踵の箇所に 穴のあ S たもの、 ヮィシャツは 襟首のところが破 
れて *たので、.! H : は、 その人が それを ) t 箱へ捨てたので あつた C 仑れ で、 「あれ 
は破れたから检てたのです. I と 話したが、 「捨てる J と S ふこと •か、 どぅも 通じ 
ないらし S「I_H 葉がわからないのではなくて、 そ/ I なものを 捨てる と いふこと が、 
制斷できなかつた ので ある。 . 

二八五 
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ま* た修繕 すれば、 立派に用 ひられるものは、絕對 に抢 てることをし ないドィ 
人であるからである。 

S く 〇詁しても仑の意味がわからず、ぜ CA とも 一日 豫定を延ばして持つて li る 
樣-: i す、める•，'しかし友人は、どぅしても出發しなければならないために、何と 
して％明日鲇ると頑張つたところ、下宿のおば5又は、「をれでは、船へ送つて 
あげませぅ」といつて漸く得心し/2。船がナボリに着くと、をこにチヤンと洗潘 
した靴下とヮィ V ヤツ* ; 、小包で：®いて居たといふことである。 

そして、小包の中の手紙には、「ド手な'から破れた箇所は修繕してある、ま*た 
られ るから これ，^ 着用す K •様に」と、注; t 書きが して あつ * といふ。この 
手紙を讀んでその人は、 M はず眼頭が熱くなつたとの ことで ある。だから、 ドィ 
ツの^人は、ちめかしや狡澤な着物を着ないばか6ではなくて、「捨てる こ どを 


ク 



知-しな. S 」 ほどに、 觭物を利用して支出を 少くする ので ある。 

さぅして得た收入は、かならす、豫定額を每月問違 WI : く、貯蓄するので ある。 
或は政府の v - i 出す 阈 { I'f や、都市の公 依や、 地方の公 依を ri つては、少しでも自分 
力阈 A のためになつた2.とを^ぶのである。 

ドイツは一九一八年戰ひ•か止んで から、 六年 目の 一九一一四年 ic 漸くマ y クの安 
定をみたが、それから齐國に賴， /L で、國愤を募集した。苦しい場合で あるから、 

無 «? な 條件ネ承*知しなければならなかつた。すなは ち、 一九二四年 四月一日に レ 
ン テン 銀行から借入金を始めとし、ド—ズ外货、ヤング公侦 、クロ イガー借 欸、 

ン イノ ダ ド 公使、ヒルファ—デイング公倚な， どがあ. C 、 今日 迄實に 百 回 近くの 公 
情を释行し、一九三：一一年の如きは、二十數 回の内外庚が莓集せ られた。 

^門{承は、ドイツは果たして、あれ♦たけの公使を發行して、これをょく m 化し 

二八七 - 
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得るか、と心 fill して， Q た♦か、とにかくにも現佯のドイツが現出し、經濟的に何不 
安なく國内の C ： 給自足ができて， Q るのである。これは、 W としく國民が、阈家の 
ために協力して公笟を買ひ、或は貯蓄を勵行したからである。(前_报著二六二頁 
以下)。 

森蛤氏の本に#はまた「ドイツ人と石炭」といふ話がある。 

ドイツの船 M が本船にかへるとき、道に落ちてゐた举大の石炭を三つ拾ひ、 
これを本船にもつて歸つた。 

戰後、石炭に窮乏したドイツでは、寒中、學校を休校しなければならなかつた 
とい* V 父、當時焚くものがなくて、寒さに凍死したものも相當あつたほどに、 
深刻に石炭の火切なことを味つ.たのである。汽鲻を焚く場合でも、罐の焚き方を 
ょく心辟てゐて、決して一度に多*に多*の石炭をスれな S 。 面倒でも少最づ、 


n るのである U 又石炭の有效に燃ぇる方法を心#て， q て、行炭の入れ 方を加減す 
る。從つて、全部の石炭が*完全に燃ぇる ことを 工夫し、僅かな石炭を もつて、 
多くの熟：；！！を出すことを忘れない。♦たから、一度に深山の•心炭を人れて、<1 ゆら 
せた^'、灰を出してみたら燃表残りの石炭が^山あつ.たといふ様なことは、 せづ、 
ドイツ人にはみられな、い。これは、至栎當然のことの様で ある •か、仲 ❖ 出來ない 
ものである ' 口宅で焚く風呂一つにしても、これは容易でないへ前揭一五叫/10) 
この「ドイツ人と石炭」の話の中に、ドイツ W の、資源愛, I 椅神がょく現れて 
ゐる0 

1 H た、ドイツ人の科^硏究心の BH 盛、祺なる「吒格」では説明のつかぬほど、 
日常生活の货際が突詰めた科學的研究的に合理化されてゐるといふ話を一つ拾つ 
てみょぅ。「民衆と利^」といふ M である。 

r 11»\4? 
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民衆の生活と、 科 ^とが、しつく 6と結びついて. Q る SI は、 美しいばか$であ 
る'•勿論迷；^といふ樣なことも、絕 M とは S へないにしても、進步せる摩問の努 
力の*1.刖には、到底その力を、維持して行く2.とのできな S のは1いふまでもない 
話である。 

英机やガスのメート r . か、完全に 1S みこなせる家庭は、案外すくないと s ふ話を、 
をの道の人か•し聞かされてゐた著者は、ドィッに行つてみて、まづ驚か3れたこ 
とは+學生 A た6が、 チヤ— ンとそれを n « みとつて、 n 金の計算をやつて. Q る こと 
であ.5:日本の萵等女學校卒業の新夫人の中にもどぅかすると、かぅした點では、 
ドィッ小^生に及ばない棟な人も•かならすしも、無いとばか-^も、いへないか 
もし U ないのではあるま s か。 m « に故障が起るとすぐ家内用の梯をかけて、壁 
面に沿ふて走る、コ|ドの檢査を試みるのが、小學卒業の主婦である。ガス混^ 


一つ眺めてみても、おそろしく A.nil 的にできて， Q る樣で*る•か、それを朝夕使 a 
乙なすのが、1£-龙補??學校生徒なる、女中である。卵の半熟を、と請へば、幾分 
間にしよ5かと- •.? ねられる。幾分問放沸した程度の熟度を欲するかといふのであ 
る。風呂を少し熟くしてくれ、と賴むと、幾^ • にしよぅかと、反問される。これ 
では爻るで、當分は、手％足もでない日本人ではあるまいか。 

衞生 . y . 想の.-.«.-.|'|'及して.〇ることも、勿：；：一 s ふまでもない話である。豫防消谒の知 
誠も、相當によ ◊行きわたつ て， Q る。' 帶狀丹通の M で 、 G 大學 の附 M 病院の 傳 
*- 病 平に、一週間はか 6收容 きれたとき、その ih た 一段 奥まつた地域に、 jat てら 
れてゐる 病楝 を、何の爲のものかと I 5 H いたら、めれはコレラとペストとの a の、 
隔離病 舍で あるが、 三十幾年 間今迄 一度 も、 使はれない嗳、で居る VJ のことであ 
つた。ドィッで、 街上を通つ て、 とくに眼を #. くのは、不具者の多いことで ある0 
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脚の曲つたもの、片足が前&反對について0るものなど*か、杖をたょ6に步いて 
■ Q る-松葉杖を挟 4 でゐるもの、蹙革に梁せられてゐるもの、散步にでかけて 
■Q るものな V .、種顧もかな6多いのである。 lui くところにょると、整形外科學の 
進步のおかげで、他の S では、到底助か. b ' ない樣な、重? 1 EB 者でも、ドィッでは I 
大抵救 iin る結果： Pi といふあ6さぅな話である-左腕に黄色の布を捲きつけ、 
，での布の上に、渡邊家の^所の、横棒がないといつた風の、黑丸三つをつけてゐ 
る迚中を、昤々 H . かけることがある。 rt 辟®者で、術の交 M 機關に、注. S を促す 
ための M 章たといふ。ょい M ひつきだと考へるのである。 

「莛くない便所と、後けない家」これを日本も持たなくてはならないとは、入 
獨當初から、私の痛切に威じたところである*全くのところ、ど ' A な僻邑に行つ 
てみても、 大抵水道の設備 <?;6、そしてまた、水道の設 W ] のある M には" 5つ 






と、 水洗式の便所が 1 ¢ けられて £> る*便所が^くなくなるといふことは•、た*、 (c 
电所の所に止る問 M ではなく、•其は、 人間生活の仝範圍に影囀すろ問題である- 
慯染病の#番莬延なども、.' 4 い M 所に山來するところが、 與つて大 であらうと- M 
ふのである 多 «B の防疫 ft など も、節約せられるに いたる ことは、 いふ噯でもな 
いこと でぁる。？らにまた、排册物の®:€•的® S の公かげで、肥 W 問題な■"」も、 

一«八=«的!~、解決せられるにいたるであ.りうと、思ふのである、もじそ*>、無 
• H 101 所の、人間 m 衅作 /!] 上に及ぼす效來いたつては、.®に無形なか^、 It 火なる 
ものが あるであらうと、考へるのである"大便所と洗面所と風呂^とが、同：« 
内.:あ6と I 5 H レた. b 、 日本では、をれこそ、持ち%-ならない . Is とされるであら 
うが、事. E - ドィッでは、いくらもみかける例で i ) る_ • 

ッエッぺリン飛行船にょる大空の支配’空中穿桌の肥料化’石炭液化’さては 

二九三 
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せた、 泥 苔から «雜1 作る工夫に いたるまで，秤 f 人生の 利用 Jy : 生に 轉用 する 
企は、 いょ'^ 出で ていょ.^,盛なる、ドィツ M のことである。その將來の發 
if じ、. K に ? If まじい ものがある ことを、 今日す で R 豫想する ことが、 できるの - C -. 
あ-5»仪々话の^際と、科學の利用は、ます^ 、その 提携を緊密にして來つ 
、ある巧耕の業の ごと—、 f に秆學 と 機械力とで、— の 1 が、 一新せ 
られつ、 ある 租状を 目して、 驚異 措く あたはざる ものがあるのである 。I 
これは、村上 氏の#いて， Q る 一節である (前 揭著一 五八頁以下)。氏は、その 
外のいろ （1:€ における— ツ 精神の t のま、 の姿 S ろく具 g 的に示し 
てゐ る。 • • 

ドィツ阈 K-n には、やは 6、 どこかぇ らい 特色が あ办、すぐれた特性があるか 
らこを、今日のごとき立派な阈に甦生し得たのであらぅ。その精神な6.、魂な4 





•か、すで K 臭6%*つて、1¢族的な伸びを失ひ、反槪かへす力をなくしたのであつ 
た^ ら、ヒ トラ—や y I リングやゲッベルス*かいくら大聲で叱， lilt し、指導し1:も 
なか-^.上へは動か！2はづである。むしろ、大戰後の咏度の疲^-時代に、どこか 
の^に^ U “してしまつて、跡形もなくなつて&たはづであるこ 

要* i 、 K - 族の椅神 tc 在る。この根本の精神にして、. - S だ救 a 得る5ち! CP ひぇ 
た ドイッ li 萨沌であつたまでの乙とである U 龙際、大戦 ! a 後の MJ 內赤化期からや 
つと* fclsrK - i -:^^ の稈度に脫却しぇた敗戰阈ドイッのことであつたから、せつ力 
くの ドイッ 精神も、あ (1 や、ュダャ思想、共產思想の好餌にな$終るばか6であ 
つたのである。これをとにもかくにも十餘年もちこたへ、ヒトラ—の出現を^リ 
て、巧みに#-生し、もとの n 山と •；£ 强をと^'もどし 7*2 のも、ドイツ K - 族のもつ一 
つの大きな底力、ドイッ魂のためと考へねばな C な S のである。 
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し.^し' かぅした大和魂にも 似た ドイツ 魂が ドイツ S のなかに沿つ て， Q るに 
して*、 をのま、では.や2へ • トイツ民族の根强3 とい ふもので と•、まつて む 
るだけであるドイツ阈尜の妞設を荷 ft ふ阈坟精神的錬成と いふものが なけれ ぱ 
いか«/で乃證谢に、支那^族といふもの4、あれでなか^^-秘秀な、侮るベか 
f もつ sf の5、支那—ため SS 神的 f ぎけな 
い力.ぃ、：.つ42 て も、强大な S 由な黑に装し？い。たまぐ蒋介 
/.」-\ハ护^. 者を あ / C ? へられ、や、その緖についた 感が あつたに も か、 はらず. 

温 Q 近視眼 的施®にあ やまられて、情く％、中絶してしまつて ゐる..， と 
いふ、 大黎玫が、われわれの眼の前に あるので ある。 


支那とドイツとの Jt 較は、かならずしも*妥當でないかもしれない.か、耍するに、 
す c t た民族性をもつドィツ民族•か、ヒトナーと いふ優秀な指導 ^ • の ' h に-，^ 
W 心練成をつ.、けた 結果 •か、 宿敵 ノランスを 二週間で^るといふ驚異的戰果を あ 
げるまでの强火网に^^したといふ乙とだけでもゎれわれ生沾戰士の絶好の反省 
h 料に ii - CA ない。 

ヒトラーは、ドイツ 民族のもつ ii 所短所を熟知し、これにょく合致したょぅな 
有形無形の指^方策を. tf 際に移したまでのことであらぅ、ナチスの拢設において、 
ド i S の神的練成 f の第一の重1たへられ苫' 前大戰に 
武〇戰に勝ちながら、精神戰•思想戰に負けて、敗北の憂き目をみた體驗は、ヒ 
トラー をして、なにをちいても、あらゆる施策の桌づけとして、ナチス阈阽阈家 
3への方向£いたドイツ精神生活の昂 f 忘れしめなかつたのである 

1 i 九七 
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われわれの霄ひ 


まことに、 HS 和卜六年(一九四一年 I の十二月八日は、 , a 阈の 「戰爭と建設， 一の 
-呼史において、未什有の重大意袭を有するる。世界の歷史も永久に、この日を記念 
する であら5-「 米 ^ 及英國 ，一對シテ戰ヲ宣ス」と殺 かに 大詔の煥發 せられ 合ふた 
この 日、 われわれ 日本人であるかぎ-*'、男も女も、老 ひも 若さも、ひとしく純一無 
雜の「日本人的威激」に打たれな かつたものは、 た;2*の一人 も無かつたはづである。 
多威な愛阈歌人たちは、 CA としくこの 日の感隞を詠んで*る。 


% 



おほみことつ 61 にく*た. CW かひつるぎ 

つ；5にく •た醜がかぅべに (相馬氏) . 
祖先の幾代の 血潮み なぎれる , 

阜民一億起たざらめやも (逗子氏〕 

撰ばれし阈のみ民とぇ^.ばれて 

今 H たづ3はろ神大御業 (齋 藤氏) 

此の阈の旗に生まれて/ V 等ぁ'〇 

垣と4立ちて永遠に逋ら1/(土岸-氏) 

仑 して かの、愛 W 持 人野 d 米次郞氏の ごときは、この 日本人的威激をつ ぎの や 
ぅな 雄;¥な 詩に つづつ て «• ら； ：一 る。 


一翼布哇を^ち、 

他 翼マレー を 弊す、 

大鹅か、,5な s な、日^ 魂、 

羽 下に世界三分の 二を 納め、 

洋上千除の B 蟆、杯を問いて、 

皂德の美妁を受けんとす、 

畏きかな"妖雲影を失 a 、 

天日燦然たら 4 とす、 

我等肇 M 3 の神勅に聞く、 
r 大人の制を立つる、^;必ず時に隨ふ、 
奇も民 に 利 ぁら ば、何 扼はむ」 と、 





この言あ'®'てょ-®'二千六百，年、 

何ぞ與理の行はる之れ遜きや、 
他を輕はず0ら分を守る、乙れ道な-*'、 

天^、暴戾搾収の國家に退けと命じ給ふ、 

It んじざるに於て、劍の審 1 ?に £1 せょと命じ 給 ふ、 
これ八紘^宇の is 訓に 則"®'、 

地に平和の慈 W 1 あらしめ給ふ 叙做な-*'、 . 
わ れに神^あ4、正しきを 賞み し給ふ、. 

わ ut : 決 je あ^'、顯正の死を迎ふ、 

鸫間の秋水、叫んで 止まず、 

「民族維新の黎明だ" 



Hoc 

tt - c •往け、 

使命 tc 袖ぜ ょ！」 

われわれは、あの 日以來、かうした愛阈的詩歌のかず にょつ て、 V *かに、 
瑰をゆ $5 ごかされることであらう。をして「.戰爭と建設」のわれわれの 誓3 k 
いかに 固い ものに 3 せられる 2.とであらう。 

X X 

»界發展を指導すべき大见亞の戰爭と建設の天業は、こ、に、米英の非望を排 
し、皇 SJ 5 BSI 運を胳して、斷乎開始せられたのである。日本の歴史、世界の歷史 
に新し SSV 一 頁を展げしめつ V ある2.の大偉業が、いかなる性格をもつものか、 
いかなる姿でな5れつ、あるかを、われわれは、本畨の説述のなかから一應の理 


解と感得を％とめ得た04办である. 

し力らは：^に、われわれは、皇國當面の戰乘と建設の完遂の ために、皇剧 
民としてのかたい5 ll ' w を誓ふべきである • 

おょを、「戰3は必勝への謹と意志*信念と倍念との頑 S ひで t 、 この 
: I >1- 心と i.t 念 icwa の入つた方が A けである」 こと l«t •いふ ^ でもない〇 Iっし 
C - パ仪としては、^づ、あくまでもこの戰爭を戰 W 拔さ、この雄設をや6抜くの 
£_ 志と信念とを確立するの誓ひをかためねばならぬ〇矢はすで 1: 弦をはな 
ヤ n たの y あ-^、ルビコン河は、すでに、渡られたので ある 〇皇阈のみがもつ神 
r なる底力に偁倚し、一切の敵阔宣俅に乘ずる隙. V 」 與たへず、各 B めい^^、ら 



しかも"大東亞 戰爭 開始以來一年、緒戰の敗戰に一時は 度膽を拔 X ) 1 れ / C く M も、 
い爻や猛然と起ち直-^、巨大な fis を戰爭に立てつ、ある。敵のもつ物的戰力 
の 大きいことには十分な用心*か要る であらう。 しかし、恐れる必喪は ;-1-:3 もない。 
铰銷生產が何千萬トンあらうと、航空機 生產が 何 萬:*: ¥5 らうと 鉍にする必 ン はな 
い。戰爭は單なる物力と物力との問に取はれるのではなく•阈力と R 力との問に 
戰はれのである。敵の物力に對しては、われわれのもつ茫火の物力をもつて對抗 
する兮で C ある。すなはち、趵力耙生珩陣を强力に餘八=的に M;gK して、21れに 
對抗するまで、ある。 

「长期戰」ごいふと、いかにも、戰带をのんび$やつてもいいもののやうに思ふ 
向きもあるかもしれないが、おょを、戰脬の要諦は、全力をあげて事を一舉に解 
決する意志にある。のら4 くら4と平時的な頭で、 iu のいい戰後經 MC などを％へ 



ながら、戰爭して. Q るのであつたら、一年で濟む戰爭も五年か、 $ •，五年で浒む 
戰爭％二〇年か>6、勝つべき戰 as へ失ひかねないで あらぅ。 戰爭の遂行に 阈 
力の一切を練動>4して、全力をふるふこどこ^は、戰勝への近道であるのである0 
かぅした威©で、われわれは、あ互 W われわれみづからの生活をふ$かへつ 
てみて新たなる ^ a をなすべきである。そ2.には、なほどれほど多くの非戰寺的 
生活 B 様がのこつて. Q るかになど/)かされるに違 CA ない•生產も、 if / 費も、文 ft : %、 
敎 vf も、一刻も ■¥• く平時生活を脫皮して、戰時生活に切 4 かへた國が勝ちで ある* 
政治家でも貨業家でも、^荞でも、商人で業でも職工でも、 i - ょ，て一切 la 
K 氏；： y か a としく ci 己の戰時生活を一刻も早く確立ずベさで ある • 

たと へば、 無联 排除と s ふことがある。われわれの4活の上には、. J: だん .、い 



3 〇六 

«駐となれば、いか (c 大さい ことであらぅ。 

戰爭が長期化し、激烈化すればすろほど、われわれの^垃生活は、有形；^形の 
H けて、當然 tif に f 。 H4h“4?:vi^(i'»^'>'s:i5:.vv 
11屈を威ず5。不平不滿も起6かねない〇皇阈の阈運を賭して戰爭と建設に邁進 
しつ、ある乙とに想；3いたるならば、一寸した生?. *1 必耑 rIlM の山剿5不足や文化生 
活の不自由3に、不平も不滿もいへたものではないはずである。 

またたとへば、食粗や衣料♦か切符制になつて、 fie 給の公正•か最低歎の確保を保 
F 5 する ことにな つ 7-2 からといつて、あたへられた切符をみな物に 換へてし まふ 不 
心得を戒める。一部に買溜めがあれば、それ•たけ、全趙の需袈供給に狂 wli かな 
ら -♦* 來る。なにごとにか、はらず戰時生活に、 W と6ょが. cn や我利我利根性は、 

絕封不可である•一« でも 一圓で も、餘 分の金は、貯蓄戰 の 5? 丸にむけね wr なら 



ね。! «* 蓄戰 もまた、 練力戰の一大要素で ある。 

どんな苦しいこと•か あらぅ ともどんなつらいこと•かあらぅと、戰ふ日本入とし 
V、狨爭と建設の第一線にある者を m び、とXに、業半ばにして、護國の忠樓と 
なら n た 同胞の ことを 见ふ たなら ば—仑し.て、十二月八日あの日の#へょぅの 
な s 日本人的戍激 をつ ねに、生活の上に刻みつけて6穴ならば、 Z. れしきの苦痛 
と我慢し、^耐する ぐら. Q のことは、たやす S ことでなければならね。われわれ 
〇世紀の誓 a の對象は、案外こんな手近かなごころにもあるのである。 

われわれの^ひも、すでに、書中隨所にふれてあるので、あらためてしるす« 
どの こと もなかつたので ある •か、以上い さ、 か 蛇足 t をへ て、 本#のむ すび t 
六次；&で汰る』 
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國家總力戰の結果が强く要望3れ*0秋將來の科學戰に於ける兵器の趨勢に 
對 する獨创的な透 M と科畢 技術に關する卓越した見解を以て高度阈防阈家建 
設の明日への動向に正しき標識を明示3れた斯界の權威多田中將の所論 
戰時下一般國民の必讀書 
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